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序　　　文

秀峰大山を東に望み、その西麓に位置する岸本町は、大寺廃寺等に代表されるごとく古

くから文化遺産の数多い町であります。町内を流れる日野川本支流の清流は悠久の歴史の

流れを伝え、両岸の緑豊かな台地は古代の人々の素朴な生活の場であったことがうかがえ

ます。

このたび、日本道路公団による中国横断自動車道岡山e米子線建設工事、鳥取県による

主要地方道名和岸本線道路改良工事が実施されることに伴い、事前の発掘調査を当財団が

起業者から委託を受けて行ってきました。

調査の結果、久古第3、員田原、林ケ原の各遺跡で数多くの遺構の実態が明らかとなり

古代史に新たな資料を加えることができました。なお調査範囲が遺跡地内の一部分であり

今後の調査により詳細な郷土古代史が解明されることを期待するものであります。そして

この報告書が多くの人への文化財保護の啓発となり、伯書の古代史解明の一助ともなれば

誠に幸いであります。

末尾ながら、この調査に全面的な協力をいただいた、地元久古、林ケ原部落をはじめ関

係の各位に対して心から感謝し厚くお礼を申し上げます。

昭和59年3月

財団法人鳥取県教育文化財団

理事長　　西　　尾　　邑　　次



例　　　言

1．本報告書は、日本道路公団による中国横断自動車道岡山◎米子線（以下、中国横断道）

建設工事に先だっ久古第3、貝田原、林ケ原遺跡、および鳥取県土木部による主要地方道名

和岸本線（以下、主要地方道）道路改良工事に先だっ久古第3遺跡の埋蔵文化財発掘調

査報告書である。

2．久古第3遺跡は西伯郡岸本町久古宇下向田、向田に、員田原遺跡は同所字ハハタ、草

田畑、御休堂、草田、宮ノ前に、林ケ原遺跡は同町清原字狐塚原に所在する。

3．調査は、鳥取県文化財保護審議会、鳥取県教育委員会文化課、鳥取県埋蔵文化財セン

ターの指導のもとに、昭和57年度は中国横断道分については坂本敬司、高口勝人、長岡

充展、主要地方道分については野崎正美が行い、昭和58年度は高口勝人、賀須井智、長

岡充展、大賀靖浩、笹屋千恵子が行った。

4．本報告書の執筆並びに編集は、久古第3遺跡については坂本、高口、長岡、野崎の4

名、員田原、林ケ原遺跡については高口、賀須井、長岡、大賀、笹尾の5名の討議にも

とづいて行った。

5．本報告書編集に際し、「青木遺跡発掘調査報告書I eⅡeⅢ」、「伯書国庁発掘調査報

告書（第5e6次）」、「陶色Ⅲ」、「太田十二社遺跡発掘調査報告書」を参考にした。

6．遺物の実測及びトレースは、鳥取県埋蔵文化財センター並びに各調査員が行った。

7．本報告書に使用した方位は、すべて磁北をさす。

8．錮査に関し、岸本町、岸本町教育委員会、岸本中学校、八郷小学校の協力、久古、林

ケ原、真野、福原、番原、清山、丸山、吉定、立岩、口別所、坂長、岸本、押口部落の

方々から参加、援助を得た。銘記して感謝いたします。



調査関係者‥覧

調査指導　　鳥取県文化財保護審議会

鳥取県教育委員会文化課

鳥取県埋蔵文化財センター

鳥取県教育文化財団　西部埋蔵文化財調査事務所
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坂本敬司◎高口勝人◎長岡充展

県道名和岸本線関係

野崎正美（昭和57年10月6日～11月30日）

（以上、昭和57年度）

中国横断自動車道岡山e米子線関係

高口勝人e賀須井智e長岡充展。笹尾千恵子

大賀靖浩（昭和58年9月15日退職）

（以上、昭和58年度）

風　　　例

1．遺物番号については下記の記号を便宜上使用した。Po：土器、D：土製品、F：鉄

器◎鉄製品、S：石器e石製品。

2．遺構図中におけるⅢⅢ瑚は焼土、Eコは炭を表現した。特に、ローム特殊土坑において

はロームeローム系の層をE≡ヨで表現した。

3．一般に地表面を掘りくぼめて一定の容積を有する円形◎方形等の平面形を呈し機能の

限定されない穴を土坑とし、墓としての機能が想定される場合を土鉱と表現した。

4．員田原、林ケ原遺跡の掘立柱建物跡の柱穴規模、柱穴問距離は下記のような表を使用

した。（単位：cm）。

ピット番号 長軸×短軸一深さ
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位置と　環境

岸本町は国立公園大山の西麓に位置し、東は大山町、西は米子市、会見町に接し、南は

溝口町、北は一部を米子市及び大山町に接している。町の西部を日野郡日南町に源を発す

る日野川が、南から北西に貰流して米子市に入り日本海に注いでいる。岸本町の地形は、

日野川をはさんで左側と右側の山陵台地と、日野川付近の平野に大別される。日野川右岸

台地は大山山麓の西麓にあたり、日野川流域に向かって下降する傾斜地で、別所川、清山

川が西流して日野川に注いでいる。左右両岸台地とも大山の外輪山や寄生火山高麗山の諸

岩石及び大山火山山頂から流入した軽石流、熱雲堆積物、大山上部火山灰（クロボク）が

堆積している。また日野川沿岸には段丘堆積物がみられるが、特に別所川右岸から岸本原、

米子市の石州府にかけては岸本礫層と呼ばれる堆積層をなしている。

周辺の遺跡を概観すると、縄文時代の遺跡としては、今回調査をした員田原遺跡（草創

期か）で以前に有舌尖頭器が表採されている。これは大山町坊領、荘田で出土した有舌尖

頭器と岩質、形態とも同じことで注目される。今後、員田原遺跡近辺で旧石器時代にまで

1．大　寺　廃　寺　　6
2．坂　中　廃　寺　　7
3．越敷が丘遺跡　　8

越敦が丘古墳群　　9
4．長者原古墳群　10
5．大寺原遺跡　11
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遡れる遺跡が発見される可能性がある。久古北田山、久古第5、須村、番原第1◎第5遺

跡（いずれも早期）では県内最古の土器である押型文土器が出土し、遺跡の立地も近接し

ており、この地帯の1つの文化圏の存在を推察できる。日野川水系沿いには、折渡遺跡

（日野郡日南町）、長山、井後草里遺跡（日野郡溝口町）でも押型文土器が出土していて、

古代の瀬戸内一日本海ルートの関連遺跡として、岸本町内のこれらの遺跡も注目される。

他に久古北田山、須村遺跡（いずれも後期）、番原第6、草田、林ケ原の各遺跡がある。

縄文時代の遺跡は、日野川右岸台地に集中しているようである。

弥生時代になると、日野川左右両岸台地上に急速に遺跡が増加していき、生活圏の大幅

な拡張と、稲作による安定した生産力の向上が伺える。岸本遺跡（中期）、大寺原、岩屋

谷字荒神上遺跡（いずれも後期）では竪穴住居跡が検出されている。また標高380mに位

置する藍野遺跡、標高220mに位置する林ケ原遺跡（いずれも中期）では石庖丁、石斧等

が出土しており、高原での陸耕が考えられる。長者原台地は県内屈指の集落跡である青木

遺跡（米子市）につながるものとして注目される。

古墳時代になると、土器散布地に対応して古墳群がみられる。前期では普段寺古墳群

（会見町）、長者原台地北部には30m級の前方後円墳4基がある。中期、横穴式石室がい

ちはやく採用されていくのが日野川流域である。特に吉定1号古墳（直径21m、高さ約1．5

m）は、石室が割石小口積みの持ち送り式であり、県内最古の横穴式石室とされる。この

吉定1号墳の北約1。5kmに岸本7号墳（直径45m、高さ5m）を中心とする岸本古墳群が

ある。大山町から岸本町にかけての山麓周辺には、切石造の石棺式石室をもっものと、板

石と割石で築かれた石室をもっ古墳が存在する。これら横穴式石室の構造の違いはその地

域の支配者層の違いを反映しているものとされ、その勢力圏は佐陀川を境としていると推

察されている。岸本町内には他に、越敷山、越敷原、吉定、口別所、久古、清山等、後期

古墳群がある。特に大寺廃寺、坂中廃寺周辺は後期古墳群の密集地であり、これらの古墳

群を築造した集団が、大寺廃寺、坂中廃寺を造りだした勢力となったことが考えられる。

大寺廃寺は昭和41年以来、4度にわたる調査が行われ、県内では数少ない、伽藍配置が

わかった古代寺院の1つである。中門や東大門の遺構は未確認だが、金堂を南に、塔を北

に、講堂を西に配置する変形の法起寺式伽藍配置である。講堂跡から出土した石製鵡尾は

現在は福樹寺境内にあり、昭和34年に国の重要文化財に指定されている。

坂中廃寺は坂長地内にあり、舎利孔をもった礎石が基壇とともに残り周辺からは布目瓦

が出土している。軒丸瓦は伯書国分寺と同箔のものもあり、平安時代の豪族紀氏の氏寺と

も言われる。

古墳時代以降の集落の調査例としては、昭和46年に調査された越敷ケ丘遺跡は古墳時代

から奈良時代にかけてのものであり、大寺原、岩屋谷字荒神上遺跡でも住居跡等が検出さ
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れている。

平安時代以後で注目されるのは大山寺の存在である。承安2年（1171年）に、長者原に

居を構えたと伝えられる紀成盛が大山寺に対し金銅の地蔵尊及び鉄製厨子を奉納している。

紀氏は大山権現を中心とする大山信仰と結びっき、大山寺の権威を背景として勢力圏を拡

大していったとされる。ところで、昭和54年から昭和57年にかけて岸本町教育委員会によっ

て発掘調査された長者屋敷遺跡では大規模な建物跡遺構が検出され、紀氏の屋敷跡とも

「会見郡衛」跡とも言われている。

中世において、久古一帯は大山寺領の荘園馬牧として管理されることになる。室町時代

観応2年（1351年）に、伯書守護山名時氏が大山寺西明院衆徒中に久古御牧を寄進し、次

に応永10年（1403年）に、伯蓄守護山名右馬頭氏之は、久古御牧地頭職を西明院雑掌に与

えるように守護代佐々木信濃入道清高に命じている。

中世、武士と軍馬は不離一体の関係をもち、地方豪族の武装化は騎兵化で馬牧を所有す

ることが重要であり、こういった大山の裾野を中心とする「牧」の存在が中世武士団の形

成に大きな役割りを果たしたものと考えられる。

久古第3遺跡は、国鉄岸本駅の南東1．5km、国道181号線の八郷入口から西へ1km、久

古部落の下手、別所川の河岸段丘上に位置する。付近の遺跡としては、員田原、久古北田

山遺跡等、久古、口別所、吉定古墳群等がある。従来の分布調査では、土器の散布をみて

おり、中世の遺跡ではないかとされている。

貝田原遺跡は、久古第3遺跡のすぐ南東、久古神社の西方に広がって位置する。付近の

遺跡の状況は、久古第3遺跡とほぼ同様である。従来の分布調査では、有舌尖頭器、弥生

土器、土師器、須恵器、瓦、石鉱等の散布、出土をみている。

林ケ原遺跡は、国鉄岸本駅の南東4km、林ケ原部落から約1km上手、標高220mに位置

する。遺跡のすぐ南は清山川によって深い谷になっており、東から西へ緩く傾斜している。

付近の遺跡としては、番原遺跡群、清山古墳群等がある。従来の分布調査では、縄文土器、

弥生土器、石斧、石棒、石庖丁等の出土をみている。

参考　「鳥取県史1原始古代」　鳥取県

「大山西麓埋蔵文化財分布調査報告書」　鳥取県教育委員会

「岸本町誌」　岸本町

「長者原遺跡群発掘調査報告書」　岸本町教育委員会
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第望章　魚宙第3遺跡

第1節　　概　　　　　要

久古第3遺跡は、岸本町久古宇向田、下向田に所在する。

日本道路公団による中国横断道建設工事に伴い、事前の発掘調査の必要が生じた。日本

道路公団は、鳥取県の文化財担当部局と協議し、財団法人鳥取県教育文化財団が発掘調査

の委託を受け、調査員3名で調査を行うこととした。また、中国横断道建設工事に先だっ

て、主要地方道の道路改良工事が生じ、道路改良部分の発掘調査が必要となった。そのた

め、鳥取県教育文化財団は鳥取県土木部から委託を受け、新たに調査員1名を増員して調

査を行った。

調査はまず、横断道、主要地方道ともにトレンチによる試掘調査を行い、遺跡の範囲

を確認することにした。中国横断道は第2図1～5のトレンチ、主要地方道はA～Fのト

レンチを調査した。その結果、横断道は3トレンチで竪穴住居跡、2。4トレンチでピッ

ト、5トレンチで右列を検出し、全トレンチで土器片を検出した。主要地方道ではA e C

トレンチで溝、Eトレンチでピットを検出し、B eD。Fトレンチでは遺構は検出されなかっ

た。試掘調査の結果から、遺跡の範囲は両地区共に工事区全域に及ぶものと考えられ、工

法等を考慮して、中国横断道は（い）、主要地方道は（ろ）部分を全面発掘調査することとした。調

査期間は、中国横断道は試掘調査も含めて昭和57年8月4日から11月9日までであった。

主要地方道は試掘調査が昭和57年8月30日から9月8日まで、全面発掘調査が同年10月6

日から11月30日までであった。
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（彰黒褐色土

（彰黒褐色土（やや暗い）

④暗褐色土

⑤鉄を多く含む黄褐色砂

⑥黄灰褐色砂礫

（か濃黄褐色砂礫

⑧明黄褐色砂礫

第3図　久古第3遺跡全体遺構図・断面図
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第2節　　発掘調査の結果

（1）　竪穴住居跡

第1竪穴住居跡（図版4。5）

5F、5G、6F、6G地区にわたって位置している。主軸はN－820－Eにとり、遺

構検出面における長辺は7．88m、短辺は7．46mを測り、東西方向にやや長い方形である。

床面は、長辺7．48m、短辺7．12mを測り、面積はおよそ53I迂である。床面では、ピットが

37個確認されており、うち大型のピットはPl～P4e P5～P8。P12◎P13の10個で

あった。このうち、第1竪穴住居跡の柱穴と考えられるものは、Pl～P4の4個である。

各柱穴の規模は、Pl（102×67－43）、P2（104×65－45）、P3（86×85－67）、P4

（153×67－56）cmである。P3は2段掘りで柱痕が確認されている。柱穴間距離は、Pl－

P2間より順に、4．40m、4．00m、4．12m、4．12mを測り、南北方向にやや長くなって

いる。旧表土面より60cm程度、最下層の礫を多く含む黄褐色土層を15cm程度掘り込む形で壁

が造られている。床として、硬くしまった黄白色のブロックを含む黒褐色土が、5cm程度

の厚さで敷かれている。P9（40×36－25）、PlO（50×38－31）、Pll（58×53－28）

cmの小型のピットが3方の隅で検出されてる。北東隅では検出されていないが、補助柱の

可能性が考えられる。また、東壁際では、幅25cm、長さ2．9m、深さ22cmの溝が検出され

ている。他の壁際では溝状のものは確認されていないが、側溝の一部と考えられる。

遺物は、北壁際で、黒曜石1片、砥石1点、鉄器2点（Fl e F2）が出土している。

Flはリング状になっており、鍔ではないかと考えていたが、用途は不明である。F2は

破片であるため、器形、用途とも不明である。北壁の近くで、長さ49cm、幅40cm、厚さ9

cmの、表裏に数条の線刻が施された平らな石が出土している。床面上にあったこと、壁の

近くにあったことなどから、出入口がこの位置にあり、その踏み石ではないかと考えてい

たが、わらなどを叩く台石の可能性も考えられよう。土器はほとんど破片であったが、第

3トレンチの調査中に、第1竪穴住居跡の床面と考えられる所から、須恵器高塀（Pol）、

蓋杯身（Po2）が出土している。これらの遺物から考えると、第1竪穴住居跡は6世紀

後半のものであろう。

また、南側の断面確認用のベルトを取り外す際、床面近くのレベルで金銅製の耳環が出

土している。平面では確認できなかったが、断面では、床面（第④層）より幅16cm、深さ

6cm程度の落ち込みが確認されており、耳環はこの中に落ち込む形で検出されている。第

1竪穴住居跡の遺物は、多くの土師器、須恵器を出土した第2竪穴住居跡に比べて大変少

ないことから、第1竪穴住居跡から他の住居へと移動する際、使用した土器も一緒に持ち

運んだものと考えられる。しかし、耳環は2個セットで使用され、かなりの貴重品であっ

たであろうが、なぜ片方だけ残されていたのか、また、なぜ床面にあいた落ち込みの中に
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第4図－④　第1竪穴住居跡遺構図

第5図－④　第1竪穴住居跡遺物図
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第4図－④　第1竪穴住居跡遺構図

「幸

用途不明石製品

′・f了二二二
0　　　　　　　　　　　　5cm
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第5図－②　第1竪穴住居跡遺物図　　　　砥　石

あったのかなど疑問点が残る。第1竪穴住居の住人はこの耳環を粉失していたのではない

かと考えられる。

Pl～4の方形の柱穴配置の内側に、軸をほぼ同一にして1回り小さくP5～8の方

形の柱穴配置が確認されており、小型の竪穴住居跡があったものと考えられる。第1竪

穴住居跡は、もともとこの小型のものであったが、家族の増員等により、大型の住居へ拡

張したものであろう。

この竪穴住居跡の規模は、柱穴間距離と黄褐色土に掘りこまれた部分が、第1竪穴住居
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跡の内側（小型竪穴住居跡の床面と考えられる範囲）ではあらく、壁に近い部分では、硬

くしまっていたことから一辺が4．6mの方形であると推測される。ピットのプランは、P

5（116×93p51）、P6（107×75－61）、P7（105×73－50）、P8（74×46－36）cmを

測り、P6とP7は2段掘りで、P6～8に柱痕が残っている。柱穴問距離は、P5－P

6問より順に、2．36m、2．52m、2．36m、2．52mを測る。

また第1竪穴住居跡の調査が終了した後、北側の黒褐色土を除去した所、第4竪穴住居

跡が検出された。これはトレンチの断面調査では確認できなかったもので、黒褐色土の下

層の黄褐色土が掘り込まれていたことによって当初第1竪穴住居跡の貯蔵穴ではないかと

考えていた。P2と切り合うP13は第4竪穴住居跡の2本柱の柱穴跡と判明した。P

2とP13の切り合い関係より、第4竪穴住居跡は第1竪穴住居跡より古いものである。

（13貢、第4竪穴住居跡参照）以上の事より、これらの3つの竪穴住居跡は、第4竪穴住

居跡（2本柱）→小型第1竪穴住居跡（4本柱）→大型第1竪穴住居跡（4本柱）の順に

造られたものと考えられる。

また第1竪穴住居跡の南側でトレンチ調査を行った際落ち込みが検出されたため、第3

竪穴住居跡、第5竪穴住居跡として調査を行ったが、結局遺構でないことが判明した。

第2竪穴住居跡（図版5e6◎7）

5D地区と6D地区にまたがって位置し、平面形は長方形である。床面の大きさは、長

辺4．8m、短辺4．2mを測り、主軸はN－830－Wである。床面積は約20．7I迂である。壁

高は東側で最大値41cm、南側で最小値34cmを測る。側溝はみられない。ピットは床面で5

個検出した。4本柱の建物跡で、柱穴と考えられるものはPl～P4の4個である。各柱

穴の規模はPlより（65×52－36）、（47×43－30）、（44×38－27）、（42×39－37）cmを測

り、P5（37×35－33）cmは支持柱と考える。また第2竪穴住居跡は北に約60cm、西に約

40。mの幅をもつベッド状の遺構をもつ。これは休息のための施設と考える。ベッド状の遺

構を含めた床面の大きさは長辺5．6m、短辺5．2mを測る。床面からベッド状の遺構までの

高さは、北e西ともに約8cmである。

遺物は床面の東半分に集中して検出した。内訳は土師器3個体、須恵器13個体、石製品

2個体である。以下それらの遺物について記述する。

土師器の器種は聾である。婆（Pol）は口縁部が外反し端部は丸い。聾（Po2．3）

は口縁部がラッパ状に開き端部は丸い。いずれも口縁部内外面横ナデ、胴部外面パケ、内面

へラ削り調整。口径は21～23cm。

須恵器は、蓋杯、高塀、施、長頸壷の器種がある。蓋琢蓋（P04。5）はいずれも天

井部外面はへラ起し後ナデ調整。内外面とも槙ナデ調整。琢身（Po6～9）は立ちあが

りが内傾し伸び、底部外面未調整。内外面ナデ調整。口径は10～13cm。琢身（PolO～12）
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第6図　第2竪穴住居跡遺構図

は立ちあがりが直立気味で、底部外面未調整。口径は10～13cm。内外面ナデ調整。高塚

（Po13）は師部の立ちあがりは内傾し、脚は短かく三方に四角形の透し孔がある。内外

面ナデ調整。磁（Po14）は口縁部、頸部を欠く。肩部には木口状工具による刻み目が施

される。長頸壷（Po15e16）はいずれも口縁部、頚部を欠く。Po15は肩部に木口状工

具による刻み目が施されている。台付であったが台はとれている。

石製品（Sl）は用途不明であるが、第1竪穴住居跡でも同様な用途不明の石製品

がでており、その関連性が注目される0石製品（S2）も用途不明であるが火打ち石

と考えたい。前に北側で2トレンチ掘り下　　　　　　　　　　　1

げ中に重なり合った竃e聾各1個体を検出し

た。第2竪穴住居跡では、炉跡を検出していな

いことから、煮炊きは屋外で行なっていた可能

性がある。以上の遺物から第2竪穴住居跡の

時期は7世紀初頭であり、今回の調査では一

番新しい住居跡である。

ー11－

第7図－①　第2竪穴住居跡遺物図
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第4竪穴住居跡（図版8）

5F地区の南に位置し、西半分

以上が第1竪穴住居跡と切り合うこ

新旧関係は、第4竪穴住居跡の方

が断面の切り合い関係から第1竪

穴住居跡よりも古いと考える。平面

形は長方形になると考える。床面

の大きさは、東西方向で6mを測

り、主軸はN－780－Wである。

壁高は北側で最大値22cm、西側で

最小値6cmを測る。遺構に確実に

伴うと考えられるピットを3個検

出した。柱穴と考えられるものは

PlとP2の2個で、いずれも2

段の掘り方をもち第1竪穴住居跡

の床面上に存在する。各柱穴の規

模はPl（128×103－52）、P

2（88×65－65）cmを測り、P3

（68×44－22）cmは補助柱と考え
第8図　第4竪穴住居跡遺構図

られる。PlとP2の柱穴間距離は1．92mを測る。遺物は床面上から土師器片、須恵器片を

数点検出したが図化できなかった。時期は遺物より古墳時代後期と考えられる。

第6竪穴住居跡（図版8）

9A、10A地区に位置し、第7竪穴住居跡の東にあり、第10竪穴住居跡とは東側で重複

している。第6竪穴住居跡が第10竪穴住居跡を切ってつくられており、本住居跡のはうが

新しい。主軸方向はN－400－Wで、遺構の規模は長軸5．47m、短軸4．83mを測り床面積

は約21・1I迂であるが、北側に長辺4．50m、短辺上30m、面積約4．6I迂のベッド状の遺構を

もっ2本柱の住居跡である。柱穴はPl（58×53－27）、P2（86×77－25）cmの2個で、

柱穴問の距離は2．90mである。住居跡の東側に、住居跡に沿う形で大小15個の自然石が並

列されていたが、その意図は不明である。遺構内から土師器、須恵器片が出土し、Plか

ら土師器片が検出されているが、図化できなかった。また埋土中より、打製石斧、砥石、

刀子が検出されている。この建物跡の時期は周辺の第7e8竪穴住居跡と同方向で、同時

期にたっていたものと思われるので、第7◎8竪穴住居跡と同じく、古墳時代後期の6世

紀後半と思われる。
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戚

L＝84．0m

0　　　　　　　　　　　　2m

．「‾　‾　＿．壷

第9図　第6竪穴住居跡遺構図

第7竪穴住居跡（図版8）

10A、10AA、11A、11AA地区に位置し、東に第6竪穴住居跡、西に第8◎第9掘立

柱建物跡がある。主軸方向はN－340－Wで、長軸6．28m、短軸5．60m、床面積約32Ⅱfの

4本柱の竪穴住居跡で、東側には北より長さ約5．4m、幅約0・96mのベッド状遺構があるo

PlとP4間にP5（98×98－44）cmの暦蔵穴らしき落ち込みがあり埋土中より多くの炭が出

土した。各柱穴の規模はPlより（71×54－30）、（87×66－33）、（54×52－57）、（74×61－

31）cmを測り、各柱穴間の距離はPlより2．52、3．11、2．45、3．25mを測る。柱穴底の絶

対高差は26cmである。遺構内より滑石製紡錘車（Sl）、不明石製品（S2）、黒曜石、鉄鉱

片（？）（Fl）、土師器、須恵器片が、床面から土師器聾片（Pol）が出土しているが、

各柱穴からの遺物は検出されなかった。この住居跡の時期は古墳時代後期の新しい時期

（6世紀末頃）と思われる。
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第10図　第6竪穴住居跡遺物図
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第m図　第7竪穴住居跡遺物図
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①暗褐色砂（黄褐色の鉄分含む）
②黒色砂（やや紫味をおびる）

⑨②よりややうすい黒色砂
④明黄色砂
⑤炭を多く含む黒色砂

L＝83．2m

第12図　第7竪穴住居跡遺構図

第8竪穴住居跡（図版9）

12AA地区に位置し、第7竪穴住居跡、第8◎　9掘立柱建物跡の西にあり、第12◎

13掘立柱建物跡と一部重複する。遺構の規模は南側の一部が調査地区外となっており、全

容を知ることはできないが、長軸約5．95m、短軸5．35mと推定される4本柱の竪穴住居跡

である。主軸方向はN－540－Eで、発掘されている床面積は約17．3I正である。柱穴はP

lより（62×47－62）、（58×57－57）、（66×63－52）、（56×54－42）cmを測り、各柱穴問

の距離はPlより、上90、2．18、2。12、2．22mを測る。柱穴底の絶対高差は20cmである。

遺構内の埋土から土師器、須恵器片、黒曜石が出土し、床面から土師器、須恵器片ととも

に須恵器の蓋（Pol◎2◎3）、琢（Po4　◎5）、砥石（Sl）が出土している。各柱

穴からの遺物はPlより土師器片、須恵器片が検出されている。この竪穴住居跡の時期は

6世紀後半と考えられる。
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第13図　第8竪穴住居跡遺物図
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（礫多く含む）

第14図　第8竪穴住居跡遺構図

第9竪穴住居跡（図版10）

4E地区と5E地区にまたがって位置し、第2竪穴住居跡の東にある。平面形を方形とする

小型の住居跡である。床面の大きさは長辺3．52m、短辺3．52m（推定）で、床面積は約10．7

Hfである。主軸はN－420－Wである。壁高は南側で最大値26cm、西側で最小値7cmを測

る。ピットは床面中央で1個検出し、1本柱の竪穴住居跡と考える。柱穴の規模はPl

（36×36－19）cmである。遺物は床面直上で土師器辞01）、須恵器片を検出した。Pol

は小型の賓で、口縁部内外面は横ナデ、胴部外面は縦方向

の粗いパケ目、胴部内面はへラ削りで調整されている。時

期は出土遺物から古墳時代後期と考えられる。
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第15図　第9竪穴住居跡遺物図



第16図　第9竪穴住居跡遺構図

第10竪穴住居跡（図版10）

9A地区に位置し、東は第10掘

立柱建物跡と接し、西は第6竪穴

住居跡と重複しており、全容は明

らかでない。主軸方向はN－400－

Wで、発掘された遺構の規模は長

軸3．86m、短軸2．90mを測り、床

面積は約11I迂である。柱穴の規模

はPl（162×160－44）cmを測

り、東側と西側には各1個の支柱

穴とも考えられるピットがある。

遺構内の遺物は埋土より土師器、

須恵器、鉄鉱が出土し、中央柱穴

から土師器片、須恵器片が検出さ

れている。この建物跡の時期は、第6竪穴住居跡より古く、

第17図　第10竪穴住居跡遺構図
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第18図　第10竪穴住居跡遺物図

第1土坑（図版13）

4F e5F地区に位置し、第1竪穴住居跡、

第4竪穴住居跡の北にある。大部分が発掘調

査範囲外にあるため調査できなかったが、竪

穴住居跡の一部と思われる。抜きとり痕のあ

るPl（87×62－38）cmを検出した。柱穴底

は標高87．32mである。遺構内からは遺物を検

出しなかった。時期は周辺の遺構との関係か

ら、古墳時代後期のものと思われる。

（3）　掘立柱建物跡

0　　　　　　　　　　　　　5cm

良品よ品』

∵2m
榔叫－一興賢一

L＝88．6m

①黒色土
②黒褐色土

第19図　第1土坑遺構図

柱 間 規 模 主　　　 軸

貧 1‘掘立柱建物跡 3 ×4 N － 80 0－ E

第 2　　　 〝 1 ×3 N － 70 0－ E

第 3　　　 〝 1 ×2 N － 80 0－ E

第 4　　　 〝 2 × 2 （総柱） N － 90 0－W

第 5　　　 〝 1 × 2 （以上） N －　 9 0－ E

第 6　　 〝 3 ×2 （以上 ） N － 300－ E

第 7　　　 〝 2 ×4 （推定 ） N － 4 50－ E

第 8　　　 〝 2 ×4 （推定 ） N － 6 30－E

第 9　　　 〝 3 ×ヰ N － 56 0－E

第10　　　 〝 1 ×云 （以上） N － 6 10－W

第11　　 〝 2 ×2 N － 84 0－ E

第 12　　　 〝 3 ×4 （推定） N － 50 0－E

第 13　　　 〝 2 ×4 （推定） N － 43 0－W

表1　久古第3遺跡掘立柱建物跡一覧表
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第1掘立柱建物跡（図版10◎‖）

6D地区と7D地区にまたがって位置し、第2掘立柱建物跡、第3掘立柱建物跡と切り

合う。柱穴の切り合い関係より、新旧関係は古い方から、第3掘立柱建物跡◎第1掘立柱

建物跡e第2掘立柱建物跡の順である。

主軸方向はN－800－Eで、梁行3問、桁行4間の建物跡である。長軸5．76m、短軸

4．20mを測り、床面積は約24．2Ⅱfである。各柱穴の規模はPlより（72×65－53）、（74×

66－51）、（68×56－48）、（64×62－67）、（84×55－32）、（59×51－31）、（79×78－52）、

（87×65－63）、（67×54－52）、（57×49－78）、（86×66－67）、（70×61－42）、（62×52－

45）、（51×46－43）cmである。柱穴は14個で、柱穴問距離はPl－P2問より順に上44、

1．2、1．56、1．36、0．84、上8、1．44、工36、上2、1．84、1．6、上48、上12、1．44mを測る。

柱穴底の絶対高差は36cmである。遺物はP9内より須恵

器（Pol）を検出した。Polは須恵器蓋球の蓋で明瞭な

稜線をもつ。建物跡の時期はこの遺物だけでは判断でき

ないのが古墳時代後期であろう。

戸∃＿哉p。1
0　　　　　　　　　　　10cm

Ll＿：・Tllll・！＿lll＿⊥」

第20図　第1掘立柱建物跡遺物図

第21図　第1掘立柱建物跡遺構図
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第2掘立柱建物跡（図版椚）

6D、6E、7D地区に位置し、第1掘立柱建物跡と切り合う。新旧関係は第2掘立柱

建物跡の方が、ピットの切り合い関係から新しいと考える・。主軸方向はN－700－Eで、

梁行1問、桁行3問であるが、東側梁行は2問となっている。長軸6．08m、短軸2．16mを

測り、床面積は約13．1I迂である。各柱穴の規模はPlより（90．×67－33）、（86×66－65）、

（60×47－31）、（90×77－54）、（60×56－25）、（74×65－51）、（52×50－47）、（104×85－

29）cmである。柱穴間距離はP1－P2間より1．84、1．88、2．16、1．4、1．28、2・08、

1．84、2。24、2．24mを測る。柱穴底の絶対高差は53cmである。遺物は何も検出されなかっ

た。この建物跡の時期は、古墳時代後期ごろと考えられる。

L＝86．0m

①暗茶褐色土
（彰黒色土
③黒褐色土

0　　　　　2m

第22図第2掘立柱建物跡遺構図　　　忘遍忘表志

第3掘立柱建物跡（図版椚）

6C、6D地区に位置し、第1掘立柱建物跡と切り合う。新旧関係は第3掘立柱建物跡

の方が、ピットの切り合い関係から古いと考える。主軸方向はN－800－Eで、梁行1問、
■ヽ

桁行2問の建物跡である。長軸3．52m、短軸3．4mを測り、床面積は約12道である。各柱

穴の規模はPlより（55×49－36）、（109×52－36）、（55×47－21）、（67×42－41）、（57

×53－25）、（65×35－36）cmである。柱穴間距離はP1－P2問より、1．8、1．72、3．4、

1。4、2．12、3。4mを測る。柱穴底の絶対高差は、27cmである。遺物は何も検出されなかっ

た。この建物跡の時期は、古墳時代後期であろう。
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亀　　　　　　　　　　　　第23図　第3掘立柱建物跡遺構図

．第4掘立柱建物跡（図版11）

7C、7D、8C地区に位置し、第1◎第2◎第3掘立柱建物跡の西にある。主軸方向

はN－900－Wで、梁行2間、桁行2間の総柱の建物跡である。長軸3．2m、短軸2．8m

を測り、床面積は約9戒である。各柱穴の規模はPlより（55×48－36）、（52×42－33）、

（66×55－37）、（66×58－32）、（61×55－60）、（76×63－36）、（76×68－51）、（105×85－

36）、（55×50－34）cmである。柱穴問距離はP1－－P2問より外周は、1。64、1。6、1．6、1．36、

1・4、1・6、1・6、1・36mを測り、内周はP2－P9問1A4、P4－P9間工6、P6－P9間

1・36、P8－P9間1・6mを測る。柱穴底の絶対高差は27cmである。各柱穴からは、遺物を

検出しなかった。建物跡の時期は、古墳時代後期であろう。

第5掘立柱建物跡（図版椚）

5H地区の北東に位置し、第6掘立柱建物跡と重なり合うが、新旧関係は不明である。

主軸方向はN－90－Eで、梁行1問、桁行2問、もしくは2問以上の建物跡である。長

軸3．04m以上、短軸L20mを測る。各柱穴の規模はPlより（－）、（75×54－26）、（51×
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2m

＿＿＿＿＿表芸

ピット埋土はいずれも黒色土

地山は黄褐色砂層（礫を含む）

47－19）、（59×50－39）、

（52×44－39）cmである。

柱穴問距離はPl－P2問

より、上32、1．8、工36、

1．52mを測る。柱穴底の絶

対高差は22cmである。遺物

はPlより土師器片を検出

したが、図化できなかった。

時期は、古墳時代後期であ

ろう。

P3　　　　　P4

≡妄表∴1F　〕ニ

第25区l　第5掘立柱建物跡遺構図
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第6掘立柱建物跡（図版11）

5H地区の北東にあり、第5掘立柱建物跡と重なり合うが、新旧関係は不明である。主

軸はN－300－Eで、梁行3間、桁行2問以上の建物跡である。長軸2．80m以上、短軸

3・44mを測る。各柱穴の規模はPlより（50×40－20）、（40×35－20）、（47×35－14）、

（46×43－24）、（42×37－27）、（＝）cmである。柱穴問距離はPl－P2問より1．44、

1・2、1・2、1・2、1・2mを測る。各柱穴とも遺物を検出しなかった。時期は、古墳時代後期

であろう。

0　　　　　　　　　　　　2m

劣鳥越志轟志
第26図　第6掘立柱建物跡遺構図

第7掘立柱建物跡（図版11）

9A。B地区に位置し、北に第10掘立柱建物跡、第2溝状遺構、西に第6◎第10竪穴住

居跡がある。主軸方向はN－450－Eで、梁行2問、桁行4問と推定されるが、梁柱穴3

個のうち北側の1個、北側桁柱の柱穴3個が消失している。長軸5。59m、短軸2．96m、床

面積は約仕OI迂である。各柱穴の規模はPlより（48×44－16）、（61×44－36）、（54×50－

24）、（55×46－22）、（50×43－18）、（44×41－20）、（87×34－20）、（67×57－20）、（28×

22－12）cmで、PlよりP9までの各柱穴問距離は1．88、1．48、1．58、1．44、1．44、H0、

1・80、1・44mとなっている。柱穴底の絶対高差は24cmである。遺構上から土師器、須恵器

片が出土したが、柱穴から遺物は検出されていない。この建物跡の時期は不明であるが集

落の営まれた古墳時代後期であろう。

第8掘立柱建物跡（図版11）

11A地区に位置し、北に第9掘立柱建物跡、西に第8竪穴住居跡がある。梁問2問以上、

桁行5問の建物跡と推定されるが、易以上の遺構が調査地区外となっているので全容は不

明である。主軸方向はN－630－Eで、確認できるものは北側長軸5．91m、短軸2．24m、

－25－



ピット埋土はいずれ

暗褐色土

地山は黄褐色砂

「

Il

も　筐

ヰゝ

ヨ

L＝84．4m

0　　　　　　　　　　　　2m

－一叫　　　一　－

第27図　第7掘立柱建物跡遺構図

床面積約6．6I正である。各柱穴の規模はPlより（54×48－24）、

14）、（63×54－24）、（70×58－38）、（60×56－38）cmである。

（60×56－26）、（50×46－

PlよりP7までの各柱穴

問距離は1．12、0．84、上18、0．88、1．89、1．53mとなっている。柱穴底の絶対高差は24cm

である。遺構上面から土師器、須恵器片が出土しているノ。各柱穴内より遺物は検出されて

いないが、この建物跡の時期は周辺の遺構、遺物から推定すれば古墳時代後期のものと思

われる。

第9掘立柱建物跡（図版12）

11AA地区に位置し、東に第7竪穴住居跡、南に第8掘立柱建物跡、西に第12◎第13掘

立柱建物跡がある。主軸方向はN－560－Eで、梁問3問、桁行4問の掘立柱建物跡であ

る。長軸は南側5．48m、北側5．80m、短軸東側4．30m、西側3．99mを測り、床面積は約23

適である。Plよりの各柱穴の規模は（61×46－20）、（52×50－16）、（58×56－36）、（10

6×106－30）、（52×38－18）、（48×44－24）、（42×40－22）、（50×38－24）、（56×50－
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ピット埋土はいずれも

地山は黄褐色砂
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第29図　第9掘立柱建物跡遺構図
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24）、（70×68－28）、（56×50－22）cmである。Plから各柱穴問の距離は0・89、1・51、

上80、上97、1．61、2．14、1．28、上21、1．50、1．30、1．45、1．50、1．27mを測る。柱穴底

の絶対高差は18cmである。遺構上から土師器、須恵器片が出土し、各柱穴からの遺物はP

7から土師器片が検出されている。この建物跡の時期は柱穴の遺物、周辺の遺構の関係か

ら古墳時代後期と推定される。

第10掘立柱建物跡（図版12）

9A地区に位置し、第7掘立柱建物跡の北にある掘立柱建物跡で、第10竪穴住居跡、第

2溝状遺構と重複している。主軸方向はN－610－Wで、梁間1問以上、桁問2間であるが、

北側の桁柱穴2個が第2溝状遺構におち、南側の桁柱穴1個は第10竪穴住居跡と重複して

おり全容は不明である。確認できる長軸は2．86m、短軸1．63m、床面積約3・2I運である○

各柱穴の規模はPl（72×62－18）、（56×54－16）、（44×36－14）、（59×5仁36）cmを測

り、PlよりP4の柱穴間距離は1．44、1．60、1．63mを測る。柱穴底の絶対高差は22cmで

ある。各柱穴から遺物は検出しなかった。第2溝状遺構より新しいが、第10竪穴住居跡と

の新旧ははっきりつかめなかった。時期は古墳時代後期であることはまちがいないが、そ

れ以上は不明である。

応
L＝84．0m

0　　　　　　　　　　2m

一　ナキナ仏独寸心－

第30図　第10掘立柱建物跡遺構図

第椚掘立柱建物跡（図版12）

7B地区に位置し、第1溝状遺構の西にある。主軸方向はN－840－Eで、梁間2間、

桁行2問の建物跡である。長軸は北側2．51m、南側2．50m、短軸は東側2・14m、西側2・20

mで床面積は約5．4適である。各柱穴の規模はPlより（78×72－26）、（58×54－18）、
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（52×44－15）、（76×70－24）、（68×54－26）、（92×68－32）、（100×97－42）、（87×71－

39）cmである。Plからの各柱穴問’距離は1．24、0．90、1．31、1．20、1．12、0．80、上30、

1・20mとなっている。各柱穴底の絶対高差は55cmである。遺構内から土師器片、須恵器片

が出土しており、P6から土師器片が検出されているが図化できなかった。他の掘立柱建

物跡と同様古墳時代後期の建物跡と思われる。

ピット埋土はいずれも

暗茶褐色土

地山は暗黄灰色砂礫

第31図　第11掘立柱建物跡遺構図

第12掘立柱建物跡（図版12）

12AA地区に位置し、南側で第13掘立柱建物跡、第8竪穴住居跡と重複している。主軸

方向はN－500－Eで、梁間3間、桁行4問と推定される掘立柱建物跡であるが、西側梁

柱穴2個、南側桁柱穴2個が第8竪穴住居跡に落ちており全容は明らかでない。北側長軸

6．66m、東側短軸4．80mを測り、床面積は約32戒と推定される。各柱穴の規模はPlより

（46×144－34）、（73×60－40）、（48×44－16）、（28×27－12）、（48×34－22）、（40×33－

22）、（67×58－34）、（67×65－36）、（64×54－29）、（55×52－27）cmを測り、PlよりP

lOまでの各柱穴問距離は1・34、1・71、1・68、工36、工91、1・75、1・76、1．42、1．60mを測る。柱

穴底の絶対高差は28cmである。遺構内から土師器、須

恵器片を検出しP7内からは土師器の聾の口縁部片が

検出されている。この掘立柱建物跡の時期は、他の遺

構と同様古墳時代後期と思われる。

－29－
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第32図　第12掘立柱建物跡遺物図



第13掘立柱建物跡（図版12）

12AA地区に位置し、東と北で第12掘立柱建物跡と重複し、南で第8竪穴住居跡と重複

している。主軸方向はN－430－Wで、梁行2問、桁行4間の掘立柱建物跡であるが、南

側の梁柱穴1個、南側桁柱穴2個が第8竪穴住居跡に落ちており、全容は明らかでない。

長軸5．76m、短軸3．78mを測り、床面積は約2上7Ⅱfと推定される。各柱穴の規模はPlよ
Pl　黒色土（砂質）
P2　　　ノケ

P3　　　ク

第P4暗褐色土

12　（紫味をおびる）
P5　　　ノク

掘p6　ク

立P7　　ク

「
紳

第33図　第12◎13掘立柱建物跡遺構図
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り（48×46－16）、（81×80－22）、（48×48－34）、（56×45－20）、（40×39－19）、（40×38－

22）、（34×34－12）、（46×44－32）、（57×40－16）cmを測り、PlよりP9までの各柱穴

問距離は1．70、上45、1。75、1．37、1．20、上78、2．00、1。36mを測る。遺構上面から土師

器、須恵器片を検出しているが、各柱穴内から遺物は検出されていない。時期は、古墳時

代後期と思われる。

（3）　溝状遺構

第1溝状遺構（図版12）

6C地区に位置し、第11掘立柱建物跡の東

隣にある。主軸方向はN－870－Wで、幅約

3m、深さ約40cm、面積約27戒の溝状の遺構

である。周辺の第2竪穴住居跡、第1◎2　◎

3◎4◎11掘立柱建物跡の方向とほぼ平行し

ている。遺構の埋土から土師器、須恵器片が

検出されており、埋土の上層で第34図の甑が

ほぼ完型に近い形で検出された。埋土中には

きわめて礫が多く埋土もクロボクの混じらな

い土であり、他の遺構と異なるため、人為的

な遺構かどうか疑わしい。埋土中より須恵器

片が出土している。住居への水の流入を防ぐ

ための溝とも考えられるが、性格ははっきり

しない。

！lLllllllL！lllll＿l」

第34図　第1溝状遺構遺物図 第35図　第1溝状遺構遺構図
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第2溝状遺構（図版13）

9A地区に位置し、第10掘立柱建物跡、第10竪穴住居跡、第7掘立柱建物跡の北にあり、

南側で第10掘立柱建物跡と重複している。主軸の方向はN－760－Wで、幅約2．80m、深

さ約40cm、現存長約8m、面積約18．4I運の溝状の遺構であるが、遺構の西北部が久古第3

遺跡に沿って流れる調査区域外の用水路に入っており全容は不明である。この遺構の時期

は、遺構から検出された土師器、須恵器片、周辺の遺構との関係で古墳時代後期のものと

思われる。第1溝状遺構とよく似ている。

0　　　　　　　　　　　　2m

′　　　　　“．I t　一　　　　一ト　′㍉．

①淡褐色土（砂礫多し）
②黄褐色砂礫

第36図　第2溝状遺構遺構図

第3溝状遺構（図版13）

13AA地区に位置し、第8竪穴住居跡、第12e13掘立柱建物跡の西にある。方向は北

北東一南南西方向で、西向きに緩やかな弧をなしており、幅約1．5m、深さ約50cm、現存長

約14m、面積約21I迂の溝状遺構であるが、東端はこの久古第3遺跡の北側に沿って流れる

調査区域外の用水路に入っているので全容は不明である。遺構の埋土上層から弥生時代前

期、中期の土器が出土しているが、この地区は縄文時代晩期の土器、弥生土器が上面で多

くみつかっており、遺構の時期を判断するのはむずかしい。また、埋土も周囲よりやや黒
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第37図　第3溝状遺構遺構図

ずんでいる程度で、クロボクの堆積を認めないし、下層で遺物もみつかっておらず土層の

変色あるいは氾濫時における流水によって生じた一時的な水路ではないかと思われる。遺

物は、第37、38図に掲載したが破片はかなり大きいものの遺構にともなうような出土のし

かたでなく、流入によるものと思われる。
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（4）遺構外出土の遺物

縄文土器（図版14）

久古第3遺跡で出土した縄文土器はわずかであるが、D区西側でかなり大きな破片が検

出されており、周辺での縄文時代の生活が推測される。

後期の土器

B区で検出された口縁部（Pol）1点のみである。縁帯文土器と思われ、3条の沈線

をもち、その上下に縄文がある。

晩期の土器

いずれもD区西側で出土しており、深鉢である。凸帯をもたないもの（Po4e5e6◎

7）と、凸帯をもっもの（Po2　e　3e8）がある。前者は、外面は条痕であるが、内

面はナデ仕上げのものと、へラ状工具による磨きをほどこしたものの2種類がある。色

は内外面ともに暗褐色を呈する。後者のP03は凸帯に刻み目をもたず弥生土器かもしれ

ない。P07は刻み目凸帯をもち、外面削り、内面はへラ状工具による磨きか？外面は灰

茶褐色、内面は淡黄褐色を呈する。前者、後者は時期差とも考えられるが、出土している

層は同一である。

弥生土器（図版14◎15）

久古第3遺跡で出土した弥生土器は前期◎中期のもので、D区で大部分が検出されてい

る。

前期の土器

賓の口縁部を4点検出している。口縁部に刻み目をもっもの（Po13）と、もたないも

の（Po2◎4）があり、いずれも外反する口縁をもっ。底部では、Po13◎14の外面に

横方向の磨きがみられ、前期に属するものかもしれない。また、Po19は壷肩部と思われ

るが、外面に木葉文があり、前期の土器と考えられる。

中期の土器

賓e高塚◎器台がある。聾（Po5～7）はいずれも外反する口縁をもち、口縁外側に

3条の凹線が入る。Po6　◎7の口縁の断面が三角形であるのに対し、P05は「く」の

字状に近くなっている。P06は頚部に貼付凸帯を持っ。高塀（Po17）は口縁外側に7

条の凹線をもち、その他はへラ磨きが施されている。器台（Po18）は口唇部に刻み目をもち、

下方にも現存する限りでは5条の刻み目凸帯を有する。

前期e中期の土器ともに完形のものはないがかなり大きな破片があり、また縄文時代晩

期の遺物と同じ層で検出されている。この時期の遺構は、調査範囲内では検出されておら

ず、久古第3遺跡が河岸段丘の堆積上に立地していることから、河川の氾濫によって上流

の遺物が流れこんだことを推測させる。
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第39図　弥生土器実測図
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古墳時代前期の土器（図版15）

聾口縁部数点が出土している。第40図に示したもの

は、複合口縁をもちロ縁屈曲部の稜はかなりシャープ

である。4世紀後半代のものと思われる。いずれも

C。D区の遺跡内では低い場所で出土していること、

遺構に伴なわいこと等から、河川氾濫による上流から

の流入と考えられ、上流における古墳時代前期の生活

を予想させる。

！l・tll・lll十l…llllE

第40図　古墳時代前期土器実測図

古墳時代後期の土器（図版16◎17）

この時期の遺物は、久古第3遺跡出土遺物の大部分を占め集落を営んだ人々によって使

用された土器である。そのため、器種も豊富であり、土師器では聾、餌、竃、獣形支脚、

手づくね土器、・須恵器では蓋杯、高塚、聾、横瓶がある。

土師器聾は「く」の字状の口縁をもっものと、緩やかな弧を措いて外反する口縁をもち

ふくらんだ胴部をもっもの（P08。9）がある。前者のタイプがほとんどで、後者は前

者と比べて口径が小さく同時期における二つのタイプと考えられる。獣形支脚（Poll e

12）はB区北側で出土しているが、他にこの器形のものはなかった。飯（Po14）は把手

部分のみ遺存している。内面はへラ削り、外面に指圧痕が認められる。大型の飯は他にな

く、第1溝状遺構上や第8竪穴住居跡内で検出された甑は器高が低いものである。手づく

ね土器（Po13）と土鐘状の土製品（Po15　◎17）はほぼ同位置で検出されているが、

Po17は非常に粗雑で用途不明である。竃（Po21）は炊き口の上部と庇部分であるが、

他に竃片は多く出土しており、移動可能な竃が本遺跡で検出した集落では使用されていた。

須恵器はかなり多く出土しているが、いずれも『陶邑』編年のⅡ型式のもので、I型式

に遡るものは出土していない。蓋杯で主流をなすのはPo23の時期のもので、ほぼ直立す

るような立ちあがりをもっものは少ない。Po25の高塀は脚部が欠けているが、意図的に

削ったようになっており、脚破損後再利用されたものか？

土師器聾（Pol）と須恵器横瓶（Po29）は、2トレンチで検出されほぼ完形であっ

た。他に竃1個体分が出土したが、遺存状態がわるく復元不可能であった。すぐ近くに第

2竪穴住居跡があり、それに伴う遺物と考えられる。須恵器蓋琢（Po26◎27）はB区第

1竪穴住居跡横のピットの上面から検出された。器形、大きさから蓋杯に宝珠っまみと高

台が出現する直前の時期のものと思われ、久古第3遺跡に営まれた集落の時期の下限を示

すものと思われる。同じく第1竪穴住居跡周辺で、Po28の須恵器賓が出土しているが胴
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第43図　古墳時代後期土器実測図④

部下半を欠いている。

以上のような遺物から、久古第3遺跡で営まれた集落は6世紀前～中頃に始まり7世紀

初頭まで存続したと考えられる。
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奈良時代～中世の土器（図版17）

土師質土器（Pol～5）、須恵器（Po6～9）、陶磁器（PolO・11）がわずかず

つであるが出土している。

土師質土器は椀と皿が出土しているが、Po4・5は底部に回転糸切り痕を持ち、10世

紀以降のものであるoPol～3はそれより古いものと思われる。（Polは8世紀後半

くらいか？）須恵器は4点を実測できた。P09は底部に回転糸切り痕を持っ。陶磁器は、

青磁のPolOと勝間田焼と思われるPollであるo Pollは外面に格子叩き目をもち、内

面は横方向のナデである。

久古第3遺跡の位置する岸本町久古

は、中世において久古御牧・久古御厨

として文献に見え、周辺の村を含む荘

】

園の中心地であった0これらの遺物は、＼、」…上二二プ
久古御牧（久古御厨）の形成過程等を知

る上で非常に興味深い資料である。
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第44図　奈良～中世の土器実測図

鉄製品（図版18）

久古第3遺跡で出土した鉄器は少数であり、遺存状態は悪かった。実測図を掲載した以

外に出土した鉄器は、錆が全体をおおい内部も原形をとどめていないものが多い。

Flは鉄製紡錘車であり、第2トレンチで出土した。第2竪穴住居跡と近接しており、

その出土状況から考えて第2竪穴住居跡に伴うものと考えられる。紡錘車は滑石製のもの

が2点検出されているが、鉄製の紡錘車はこれ1点で、第2竪穴住居跡に伴うとすれば、

時期は7世紀初頭である。

F2は、刃先をもっ板状で鉄の両端を折りまげたものである。木製の板にはめこんで使

用していたものと思われるが、鍬としてはやや小型すぎるきらいがある。第1竪穴住居跡

北側の石群中で検出されており、古墳時代後期のものである。

F3は、鉄斧でかなり錆がはげしい。F2とほぼ同じ位置で検出されている。

F4は、第2竪穴住居跡付近で検出された細長い板状の鉄器で、かなり湾曲している。

用途は不明である。

F5は、破片であるが刃をもっており、刀子片か？第1竪穴住居跡南側で検出された。
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F6は、うすい板状の破片である。F2、3とほぼ同じ位置で検出されている。鎌の破片

か？

この他に、遺構内から出土した鉄鉱と思われる破片等があり、器種は豊富である0

鉄器がかなり普及していたことを想像させる。

石製品（図版19）

久古第3遺跡で出土した石器の量は多くはない。利器として利用されたものはほとんど

なく、鉄器の利用によって石器が減少していったことを示すと思われる。

Sl◎2は石皿と思われる。Slは半分欠けているが中央部がややくぼんでおり、

ほとんど剥離しているが一部なめらかな面がのこる。S2もくぼみをもつが、使用痕

らしきものはあまりない。Sl◎2ともに石皿であるとするには疑問があり、出土地のC

区北側は河川堆積によって礫が多くはこぼれている所でもあり自然石の可能性もある。

S3は第1トレンチで検出された。打製石斧の可能性がある。遺構にともなっておらず

時期は決めがたい。

S4～7は黒曜石片である。S4のみ打ちかいて刃を作った痕跡があり、利器として使

用されたものと思われる。第8竪穴住居跡付近で検出されている。

S8◎11は砥石である。遺構内からも他に出土しており、鉄器の普及に伴い、砥石の使

用も各竪穴住居跡まで普及していたと考えられる。S8◎11ともにかなり使用されており、

湾曲する擦り面をもつ。

S9は滑石製紡錘車で、第7竪穴住居跡内で半分欠いた同形の紡錘車が出土している。

上面と下面はきれいに磨かれており、側面は、へラ磨き状に2～3mmの幅で面取りされて

いる。穴は両側から穿孔されている。本遺跡では鉄製の紡錘車も出土しており、滑石製紡

錘車から鉄製紡錘車へ移行する時期が、6世紀末～7世紀初頭であることがわかる。

SlOは用途不明の石製品であるが、片面に5個の半球状のくぼみをもっている。自然石

の可能性もあるが、遺跡内のかなり高いところから出土しており、河川からの流入ではな

いと思われる。
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第3節　　ま　　と　　め

久古第3遺跡の調査を通じて古墳時代後期の竪穴住居跡8棟、掘立柱建物跡13棟をはじ

めとする遺構を検出し、縄文時代から中世に至る遺物を検出した。

本遺跡の特徴は、第1に古墳時代後期の集落跡ということである。調査範囲が限定され

ていたため、集落の全容はつかみえなかったが、遺構遺物から判断すると、6世紀前～中

頃から始まり6世紀末、7世紀初頭までの期間、集落が営まれていたことが推察できる。

第2竪穴住居跡床面で、6世紀末から7世紀初頭の遺物を大量に検出したが、遺存状態か

ら生活に使用していた土器がそのまま残されているものと判断され、生活用貝を持ち去る

こともできないまま集落を放乗せざるをえないような状況があったことが推測される。河

川氾濫かと思われるが、集落放棄の原因は明確にはわからない。第2の特徴は、集落が河

岸段丘上に立地していることである。そのため河川によって運ばれた疎、砂が地山を形成

しており、調査は礫との闘いであった。集落を営んでいた時期には、河川が安定しており、

表面は土がおおっていたことが土層断面よりわかるが、しかし、かなりの礫が表面にもあ

らわれていたものと思われる。第1竪穴住居跡では、遺構を掘った際に出たと思われる礫

が周辺にかたまって出土しており、竪穴住居跡を作ることも容易でなかったと思われる。

なぜこのような条件の地に集落を作ったのか、すなわち、集落を営んだ人々は何を生活基

盤としていたかは、よくわかっていない。

遺跡の全容が不明であるため、集落全体の構造を明らかにすることはできないが、興味

深いことは、第1竪穴住居跡で検出した耳環である。耳環の検出と住居の規模の大きいこ

とから、この住居跡に住んだ人は古墳の被葬者、いいかえれば、村落の首長か、数棟の住

居からなる家族の家父長であったと推定される。しかし、第1竪穴住居跡（小）と（大）

はほぼ床面を共有しており、第4竪穴住居跡→第1竪穴住居跡（小）→第1竪穴住居跡

（大）へと住居が変遷したことがわかる。住居跡に時期差があまりないことから同一家系

によって住居は営まれたと考えられ、とすると、首長あるいは家父長は、最初2本柱の狭

い竪穴住居に居住していたが、4本柱の竪穴住居にうつり、さらにこの住居を拡張してい

ることになる。2本柱の竪穴住居（第4竪穴住居跡）に住んでいた時代に、首長、家父長

であったと考えられないから、首長、家父長となるのは、大きな竪穴住居を作った後のこ

とであると考えられる。とすれば、首長権あるいは、家父長権というものは、一つの竪穴

住居に住む人の間で継承されるとは限らない。いいかえれば、首長権や家父長権というも

のはかならずLも世襲的に継承されるものではない、ということである。

首長権、家父長権と関連して問題となるのは、掘立柱建物跡の意味である。掘立柱建物

跡と竪穴住居跡が同一遺跡に並存することは、山陰東部では珍しいことではなく、一般的
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な現象であるが、掘立柱建物跡を住居跡と考えればその居住者は、竪穴居住者とは質的差

をもっものと思われる。本遺跡では、掘立柱建物跡に伴う遺物をほとんど検出できなかっ

たため、掘立柱建物跡の性格を知る資料はほとんどないが、掘立柱建物跡に首長層の住居

という性格を認めれば、先に述べた第1竪穴住居跡の性格とやや矛盾する。掘立柱建物跡

の中には、第4掘立柱建物跡のように明確に倉庫と推定されるものもあり、小型のものは

納屋として、大型のものも共同の作業場としての性格を持っていたと考えるはうが妥当で

あるように思える。本遺跡で検出した集落は、いわば「開拓村」であり′こ「枝村」であろ

うから、内部に顕著な階級差を持ちえなかったのではないか、と考える。

一般的に、山陰東部では、弥生時代から古墳時代中期の集落は、古墳時代後期に至ると

住居数が激減、あるいは消滅する。今回の調査で古墳時代中期までの集落に住んだ人々の、

その後を推測する資料が得られたが、その移動の背景には鉄製農具の普及と、それによる

湿田から乾田への移行という傾向があろうが、本遺跡に住んだ人々が水田を基盤にしてい

たかどうかははっきりせず、中世には「牧」として周辺の台地が利用されている事実を考

えると、簡単に水田に結びっけることはできないと考える。

久古第3遺跡に集落を営んだ人々の古墳は久古神社裏の2基の古墳が想定される。現在

までに知られている古墳では本遺跡に一番近いのがその久古古墳群である。現況から推測

すると、この古墳群は古墳時代後期のもので、一部箱式石棺が露出している。久古部落の

1km西に吉定という部落があり、そこに鳥取県内最古の横穴式石室とされる吉定1号墳が

ある。また、別所川の対岸になるか、同じく1km離れて径45mの大円墳である岸本7号墳が

あり、横穴式石室をもつ。それらの古墳の被葬者が、周辺の本遺跡のような集落を支配し

ていたものと思われる。

本遺跡では古墳時代後期以外の遺物も少量ではあるが検出している。縄文土器◎弥生土

器を多く検出したD区では、第3図の土柱図の④層の上面が古墳時代後期の面であり、⑤

層の上面で縄文e弥生土器を検出した。弥生時代～古墳時代前期には、河川の氾濫によっ

てクロボクは形成されていないが、その後クロボクの堆積があり、生活できる場所となっ

ていたようである。

以上のような、多くの成果を得た調査であったが、調査範囲が限定されており、この遺

跡の範囲は不明のままである。調査中常に問題になった礫の多さであるが、このような集

落の立地は、古墳時代後期の一般的なものか、それとも特殊な立地なのか等、今後の課題

として残される。この時期の集落の発掘例は少なく、今後の発掘調査により事例の増加が

期待される。
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第3章　鼎岡原遺跡

第瑠節　　概　　　　　要

員田原遺跡は、岸本町久古宇ハハタ、草田畑、草田、御休堂、宮ノ前に所在する。

日本道路公団による中国横断道建設工事に伴い、事前の発掘調査の必要が生じた。日本

道路公団は、鳥取県の文化財担当部局と協議し、財団法人鳥取県教育文化財団が発掘調査

の委託を受けた。発掘調査は昭和57◎58年度にわたって実施された。

昭和57年度調査は、まずトレンチ（2mxlOm）による試掘調査を行い、遺跡の範囲を

確認することとした。その結果は以下の表の通りである。

試掘調査の結果から、遺跡の範囲は工事区ほぼ全域に及ぶものと考えられ、工法等を考

慮して約9，000I迂の全面発掘調査をすることとした。

この内、昭和57年度は調査員3名で、トレンチを含めて約4，000I迂を昭和57年8月4日

から12月23日まで行った。調査地区は、礫が広く分布しており調査は困難をきわめた。ま
r

た開墾で、かなり地盤が削平され、遺構の検出は難しく遺物もほとんど検出せず、42トレ

ンチ周辺で目立っ程度であった。

次に昭和58年度調査は調査員5名で、約5，000I運を昭和58年4月4日から5月13日まで

行った。便宜上、調査地区をA～D区に分けてA区から調査した。A区東側からB区にか

けて遺構が集中し、遺物のほとんどをこの場所で検出した。

トレンチ 遺　　　 構 遺　　　 物 トレンチ 遺　　　 構 遺　　　 物

1
－

土 師器　 他 17 － －

2
－ 〝 18 溝 須恵器　 他

3
－ 〝 19 〝 〝

4
－ 〝 20 － 〝

5 － 〝 2 1 設定 する も、調査せず

6
－ 〝 22 ピ　 ッ　 ト 土師器　 他

7 溝　 か　 ？
－ 23 ピ　 ッ　 ト 〝

8 ピ　 ッ　 ト 須恵器　 他 24 － －

9 ピ　 ッ　 ト － 25 － 弥生土器他

10
－ － 26 設定す るも、調査せ ず

11
－ － 27 － －

12 ピ　 ッ　 ト 弥生土 器他 28 － 土 師器　 他

13
－ 〝 29 設定す るも、調査せず

14 ピ　 ッ　 ト ′′ 30 ピ　 ッ　 ト 土師器　 他

15 右　　　 列 土 師器　 他 3 1 溝 須恵器　 他

16 ピッ ト、溝 〝 32 ピ　 ッ　 ト 〝

表2　貝田原遺跡トレンチ一覧表①
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トレンチ 遺　　　 構 遺　　　 物

33 － －

34 － －

35 － －

36 －

37 － －

38 －

39 ピ　 ッ　 ト －

40 － －

4 1 －
須恵器　 他

42 ピ　 ッ　 ト 土師器、鉄器

43 ピ　 ッ　 ト 土師器　 他

44 － －

45 － －

46 － －

47 － －

48 － －

巨∃　昭和57年度調査地区

■■　遺構を検出したトレンチ

第47図　貝田原遺跡全体図・トレンチ配置図

［］二］二コ　昭和58年度調査地区

⊂二つ　遺構を検出しなかったトレンチ
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第2節　　発掘調査の結果
（2）　竪穴住居跡

第1竪穴住居跡（図版22）

130⑳P地区にわたって位置しており、西側で第38掘立柱建物跡と切り合っている。平面

プランは、南側が耕作により削られていたため、完全な形での検出はできなかったが、北

壁、西壁の残っている部分、ピットの配置等から、ほぼ円形を呈するものと考えられ、径

①黒褐色土

（彰黄褐色土

⑨黒褐色土に黄褐色土
が混じる（硬くしまる）

④黒褐色土と黄褐色土が

混じる。

第49図　第1竪穴住居跡遺構図
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約6．2m、床面積約30．2I迂と推定される。検出面から床面までの壁高は、北側で約13cmを

測り、側横は幅20cm、深さ9cm程度である。西側でも壁面と考えられる所は数箇所あった

が、側溝はめぐらされていない。南側は削られており確認できなかった。柱穴は6個で、

規模はPl（43×40－44）、P2（46×45－32）、P3（40×35－29）、P4（45×42－

28）、P5（45×33－20）、P6（55×43－15）cmで、柱穴問距離はPlから順に右廻り

で、1．95、2．30、2．00、2．12、2．37、2．28mを測る。床面中央部には（67×50－19）cmの

特殊ピットがある。特殊ピット北東部近くに（33×23－25）・cmのやや小型のピットが認め

られる。焼土面は認められなかった。柱穴には、柱痕と考えられる黒褐色の部分（幅20～

28cm）と、その周囲の黒褐色土と黄褐色土の混じった、硬くしまった層が認められる。外側

の層は、柱を固定するために硬くしめられているものと考えられる。Pl◎P6では、柱

痕周囲に、柱固定用の石がリング状に配されている。この石も、黒褐色土と黄褐色土の混

じった土で固められていた。′また、床面と考えられる面より下層（第49図、①層）も埋め
＿”＿一ノーー　〕

られた土であるが、これは住居を建てる際に、邪魔になった石を取り上げた後、土を埋め

て床を造ったものと考えられる。遺物は賓（Pol～3）、石鍍（サヌカイト製）、砥石、鉄

製刀子（Fl）が出土している。いずれも床面近くからの出土であった。Polは、底部

を欠く聾であるが、外面は口縁部に3条の凹線、頸部下～胴部上半にパケ目、以下へラ磨

き、内面は口縁部～頚部は横ナデ、頸部～胴部上半よりやや下方まで斜め方向のパケ目で

あるが、頚部近くは横方向のパケ目が施されている。以下へラ削りである。P02の口縁はやや

立ち上り気味で外面には凹線がゆるく施されている。頚部はナデ、頸部下はハヶ月、内面

の口縁から頸部までは槙

ナデ、以下パケ目で調整

されているが、斜め方向

のパケ目調整の後、頚部

に近い所は横方向のパケ

廟　　S20　　　　4cm

誌よ』

lSl

彪‡診＞』』cm 0　　　　　　5cm
l日日i＿し＿し・＿」

第50－①図　第1竪穴住居跡遺物図　　　　第50－④図　第1竪穴住居跡遺物図
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目が施されている。外面にはススが付着している。P03は口縁部のみであるが、口縁部

外面には凹線、内面は槙ナデが施され、外面にススが付着している。これらの遺物よりこ

の竪穴住居跡は弥生時代中期後葉の住居跡と考えられる。

第2竪穴住居跡（図版23）

15Q地区北東部、15R地区北西部にわたって位置しており、第1竪穴住居跡の東側、第

19土坑の北西にあたる。耕作等による撹乱が激しく、地山にも大きな石が多数あったため

住居北西部の側溝及び、柱穴を3個、中央特殊ピット1つしか確認できなかった。側溝の

形も歪であるが、柱穴と考えた3つのピットが、中央のピットを中心にはぼ900毎に配さ

れているため、4本柱の円形の竪穴住居跡であろうと推定した。柱穴規模はPl（64×31－

22）、P2（46×45－14）、P4（37×32－7）cmでP3は消失していた。柱穴間距離はP

l～P2は2．42m、Pl～P4は2．36m、中央ピット（69×66－8）cmを測る。住居跡の

推定径は5．5m、側溝の幅18cm、深さ2cm程度である。住居南側は削られており、地山内

に含まれた石が露出していたが、一部断面より判断すると、地山の上に、黒褐色土の硬くし

まった層があり、この上で平らな面を形成して床を造っていたものと考えられる。焼土面

は確認できなかった。

遺物は、住居跡北側の床面より弥生時代中期の賓口縁部（Pol）が出土している他、．

一二一l一一

－、靡2
＼

①淡黒褐色土

（む黒褐色土

（彰淡黒褐色土に

黄茶褐色土混じる

④　　ク

（③より黒い）
L＝101．0m

＼

＼

P＼

＼

＼

＼

儲
／

／

、、

＼

第51図　第2竪穴住居跡遺構図

－55－



底部（Po2）が出土している。Polは口縁部に凹線をもち、外面縦方向のパケ目調整、

口縁部から頚部にかけては横ナデ、内面頸部下には斜め方向のパケ目調整が施されており、

青木I期の土器と考えられる。P02も同

様の時期と考えられ、これらの遺物より、

弥生時代中期後葉の竪穴住居跡と考えら

れる。

0　　　　　　5cm
l．．．，i．，．，：

Pol

第52図　第2竪穴住居跡遺物図
Po2

（2）掘立柱建物跡

第1◎2e3掘立柱建物跡（図版23◎24e36）

4I地区の南東に位置し、第10掘立柱建物跡の南にあり、第9掘立柱建物跡とも切りあ

う。第1◎2e3掘立柱建物跡は切り合うが、新旧関係は古い順に、第3→第2→第1掘

立柱建物跡である。

第1掘立柱建物跡は、主軸がほぼ南北で、梁行1間、桁行2問の建物跡である。長軸、

短軸とも4．2mを測る。遺物はP2内より底部に糸切り痕のある土師器（Pol）を検出し

た。建物跡の時期は、遺物から10世紀前半代のものと考えられる。

第2掘立柱建物跡は主軸がN－120－Wで、北梁行1問、南梁行2問、桁行3問、長軸

（彰黒色土

②黒色土（黄褐色土混入）
⑨黒褐色土

≡アン；／；；ン／ノン／7乞／／≠′／．／シI／ア／Z
第53図　第1掘立柱建物跡遺構図
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覧∃巨頭表cm
第54図　第1掘立柱建物跡遺物図

P l 85　×　40　－　33

P 2 76　×　75　－　24

P 3 71 ×　59　－　20

P 4 108　×　75　－　39

P 5 81 ×　55　－　4 1

P l － P 6

216 －
P 2 P 5

204 160

P 3 420 P 4

P l　 ～　 P 3 420

P 3　 ～　 P 4 420

第1掘立柱建物跡計測表
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．
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＼
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m
＝
l
J
H
u
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〔
〓
〕

2m

L＿11，－l　一　一　一　一！

第56図　第2掘立柱建物跡遺構図

4．12mの建物跡である。P6は消失LP9は調査範囲外にあると考えられる。Pl。2　e

7には柱の抜きとり痕がある。P4の柱穴底には偏平な石が置かれていた。Plは支持柱

の可能性がある。各柱穴からは遺物を検出しなかった。時期は不明である。

第3掘立柱建物跡は主軸がほぼ南北で、梁行1問、桁行2間の建物跡である。長軸4．32
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第57図　第3掘立柱建物跡遺構図

第2掘立柱建物跡計測表

P l 40　×　32　－ 11

P ＿2 40　×　35　－ 19

P 3 46　×　33　－ 11

P 4 57　×　33　－ 17

P 5 36 ．×　34　－ 17

P 6 42　×　40　－ 19

P 7 35　×　35　－ 19

P 8 40　×　32　－ 18

第3掘立柱建物跡計測表

P l －
P 2 48　×　一　 一 15
P 3 52　×　一　 一　8
P 4 －
P 5 －

①黒色土

②黒色土（黄褐色土混入）
（彰黒褐色土

P l． i p lO l P 9
128

P l ～ P 4 l 413 l
－

P 2 P 8
153 148
P 3 P 7
132 －
P 4 148 l p 5 】 P 6

P l l
－ P 6

18 0
－

P 2 1 P 5

2 10 2 3 0

P 3 4 3 2 P 4

P l　 ～　 P 3 3 9 0

P 3　 ～　 P 4 4 3 2

m、短軸3．9mを測る。各柱穴からは遺物を検出しなかった。時期は不明である。

第4掘立柱建物跡（図版24）

4H地区の北西に位置する。主軸はN－590－Eで、梁行2間、桁行3間の建物跡であ

る。長軸5．60m、短軸3．88mを測る。各柱穴より遺物を検出しておらず時期不明である。
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P2　　　　　　　　uユ9°ZOT＝1

P7　　　　　　　P8

∈

（．C）

N

C⊃
†－」

lI

J

第4掘立柱建物跡計測表

P l 66　×　54　－　28

P 2 66　×　50　－　21

P 3 58　×　56　－ 11

P 4 63　×　58　－ 43

P 5 65　×　58　－ 44

P 6 56　×　52　－　25

P 7 58　×　50　－　30

P 8 65　×　50　－　33

P 9 56　×　54　－　34

P lO 65　×　47　－　26

＼

、

∴

、

　

＼

＼

＼

　

　

　

　

、

ピット埋土はいずれも
黒色土

地山は暗褐色土

P 4 184 l p 3 l 160 l p 2 l 220 P l

200 184

P 5 P lO

188 204

P 6 188 】 p 7 1 160 I p 8 I 2 12 P 9

P l　 ～　 P 4 560

P 4　 ～　 P 6 388

P 6　 ～　 P 9 560

P 9　 ～　 P l 388

第5掘立柱建物跡（図版24）

3G地区の北東に位置する。主軸はN－420－Wで、梁行1間、桁行2問の建物跡であ

る。P2は消失している。P6は調査範囲外にあると考える。長軸3．52m、短軸2．56mを

測る。各柱穴より遺物は検出されなかった。時期は不明である。

第6◎7◎8掘立柱建物跡（図版24◎25）

4F地区と4G地区にまたがって位置し、各掘立柱建物跡はそれぞれ切り合っているが、

明確な新旧関係はつかめなかった。
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％迄越志忘忘志
0　　　　　　　　　　2m

第59図　第5掘立柱建物跡遺構図

P l 55　×　44　－　20

P 2 －
P 3 96　×　80　－　3 1

P 4 49　×　44　－　 9

P 5 4 2　×　40　－ 10

P l － P 6

3 52
－
P 5

152

P 3 256 P 4

P l　 ～　 P ．3 352

P 3　 ～　 P．4 256

第5掘立柱建物跡計測表

第6掘立柱建物跡は主軸がN－530－Eで、梁行2間、桁行1問の建物跡である。長軸

4．12m、短軸3。08mを測る。各柱穴か

ら遺物は出土していず、時期は不明で

ある。

第7掘立柱建物跡は主軸がN－170

－Wで∴梁行1問、桁行2問の建物跡

である。Plは消失している。建物跡

の規模は長軸3．60m、短軸1。72mを測

る。遺物は出土していない。

第8掘立柱建物跡は、主軸がN－360

－Eで、梁行2問、桁行2問の建物跡

である。長軸3．60m、短軸2。68mを測

る。各柱穴から遺物は出土していない。

時期は不明である。

第60図　第6◎7◎8掘立柱建物跡遺構図
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ピット埋土はいずれも黒色土

地山は暗褐色土

第6掘立柱建物跡計測表

P l 6 6　×　30　－　22

P 2 32　×　24　－ 15

P 3 27　×　26　－ 11

P 4 34　×　33　－ 12

P 5 27　×　22　－　9

P 6 34　×　31 － 18

P 2 412 P l

13 2 124

P 3 P 6

17 6 184

P 4 4 12 P 5

P l　 ～　 P 2 4 12

P 2　 ～　 P 4 308

P 4　 ～　 P 5 4 12

P 5　 ～　 P l 308

ピット埋土はいずれも

黒色土

地山は暗褐色土 喝迄∠盗

閻ア
第62図　第7掘立柱建物跡遺構図
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P ＿1 －
P 2 21 ×　20　－　 8

P 3 34　×　32　－　 8

P 4 40　×　30　－ 11

P 5 27　×　24　－ 12

P 6 45　×　39　－ 16

第8掘立柱建物跡計測表

P l 30　×　27　－　 8

P 2 －
P 3 45　×　23　－ 14

P 4 26　×　26　－ 13

P 5 －
P 6 30　×　25　－ 15

P 7 23　×　22　－ 11

P 8 35　×　30　－ 17

P l　 ′｝　 P 3 360

P 7　 ～　 P l 268

第9掘立柱建物跡

（図版25）

4I地区の南東に位置し、

第1e2　e3掘立柱建物跡と

切りあうが、新旧関係は不明

である。主軸はN－380－W

P l － P 6

－

I

2 12

P 2 P 5

160 148

P 3 172 P 4

ピット埋土はいずれも

黒色土

地山は暗褐色土

＼
、
＼
ハ
ヾ
ヾ
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、
、
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、
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、
＼
薄
、
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、
、
“
“
、
＼
八
潮

「

ll

トJ
C⊃

N

C⊃

ヨ

P 3　 ～　 P 4 172

P 4　 ～　 P 6 360

第7掘立柱建物跡計測表

P I　　　　　　　　　　　 p 7

0

P3　　　p4

L＝102．0m

第63図　第8掘立柱建物跡遺構図

で、梁行1問、桁行1問以上の建物跡になる

と考えられる。短軸2．4mである。各柱穴か

らは遺物を検出しなかった。時期は不明であ

る。

第10掘立柱建物跡（図版25）

P l 136 I P 8 i 132 P 7

360
200

P 6

－
P 3 92 I p 4 l P 5

第8掘立柱建物跡計測表

4I地区の北に位置する。主軸はN－190－Eで、梁行1問、桁行1問以上の建物跡に

なると考える。短軸1．76mである。各柱穴からは遺物を検出しなかった。時期は不明であ

る。

第11掘立柱建物跡（図版26）

5E地区に位置し、第12掘立柱建物跡の西にある。主軸はN－60－Wで、梁行1問、

桁行1問以上の建物跡である。短軸2．96mを測る。各柱穴からは遺物を検出しなかった。

時期は不明である。
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第9掘立柱建物跡計測表

P l 28　×　28　－ 11

P 2 33　×　25　－　 9

P 3 38　×　33　－ 10

P l 240 P 2

－ 348

P 、4
－ P 3

第10掘立柱建物跡計測表

P l
－

P 2 26　×　23　－ 14

P 3 39　×　26　－　 6

P l － P 4
192 －
P 2 176 P 3

第64図　第9掘立柱建物跡遺構図

書『
ピット埋土はいずれも

≡≡三三墓≡≡‾l‾ミ　　I l∴l二

第65図　第10掘立柱建物跡遺構図

第12掘立柱建物跡（図版26）

5F地区の北東に位置し、第11掘立柱建物跡の東にある。主軸はN－860－Eで、梁行

1問以上、桁行4間の建物跡である。各柱穴からは遺物は検出されなかった。建物跡の時

期は不明である。
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誓、！ト響き聖ずれも黒色土Z
地山は暗褐色土

第66図　第11掘立柱建物跡遺構図

P l 6 0　 ×　4 6　－ 1 0

P 2 4 2　 ×　3 8　－　 6

P 3 4 0　 ×　2 7　－　 6

′P 4 6 5　 ×　4 2　－　 7

P 2 296 P 3

120 160

P l 296 P 4

第11掘立柱建物跡計測表

ピット埋土は黒色土

第67図　第12掘立柱建物跡遺構図

P l －
P 2 22　× 11 －　 4

P 3 30　× 27　－ 12

P 4 54　×　25　－　 7

P 5 2 1 × 10　－ 11

P 6 30　×　28　－ 17

誌速

P2 196　　P3　172　　P4　160　　P5　184 P6

84 －
Pl PlO　　　　　　 P9　　　　　　 P8 P7

P2　～　P6 第12掘立柱建物跡計測表

第13掘立柱建物跡（図版26）

1D地区の北に位置し、第14掘立柱建物跡の西にある○主軸はN－130－Wで、梁行1

－64－



問、桁行1問の建物跡である。柱穴はPl～P3を検出し、P4を消失していた。各柱穴

からは遣物を検出しなかった。長軸3．35m、短軸2．00mを測る。時期は不明である。

忽
UuO’ZOl＝1

ピットの埋土はいずれも黒色土

地山は暗褐色土

0

第68図　第13掘立柱建物跡遺構図

第14掘立柱建物跡

（図版26）

O E地区、1E地区に

またがって位置し、第13

掘立柱建物跡の東にある。

主軸はN－180－Wで、

梁行1間、桁行2問の建

物跡である。長軸4．44m、

第13掘立柱建物跡計測表

P l 35　×　34　－ 13

P 2 39　×　3 1 － 13

P 3 62　×　5 1 － 17

P l 200 P 2

－ 335

P 4 －
t　p 3

P l　 ～　 P 2 200

P 2　 T　 P 3 335

′／　　／　／　　　　　　　′′／／

ニ′白′／′／′／／′′／□／

Uは0°ZOl＝1

E

C⊃

N

C⊃
「・」

P4　ll
J

ピット埋土はいずれも黒色土

地山は暗褐色土

第69図　第柑掘立柱建物跡遺構図

短軸3．56mを測る。各柱穴より遺物は出土しておらず、時期は不明である。
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P l 29　×　27　－ 10

P 2 42　×　38　－ 10

P 3 68　×　37　－　 8

P 4 32　×　26　－ 11

P 5 33　×　29　－　 8

P 6 37　×　34　－　 6

P l 228 l P 2 1 216 P 3

358 356

P 6 23 6 l P 5 1 208 P 4

Pl～P3。P4～P6 P3～P4。Pl～P6

第14掘立柱建物跡計測表

第15掘立柱建物跡（図版27）

5I、6I地区の東側に位置する。梁行2問、桁行3問の建物跡で、主軸はN－30－

Eにとる。P4◎6～8は消失しており確認されなかった。長軸5．04（推定）m、短軸3・1

mを測る。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

之二′ウシZ′／／／ク／′亭三髪＝宏乏

ピットの埋土は

いずれも黒色土

地山は暗褐色土

P lO P

◎

P2

P3

L＝102．5m

第70図　第15掘立柱建物跡遺構図

第16掘立柱建物跡（図版27）

6D地区の南西に位置し、一部6C、7C、7D地区にかかる。梁行2問、桁行3問の

総柱の建物跡で、主軸はN－190－Wにとる。長軸5．6（推定）m、短軸3・84（推定）m
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P l 41 ×　40　－　 2

P 2 52　×　36　－　 8

P 3 35　×　33　－ 11

P 4 －
P 5 42　×　30　－ 10

P 6 －
P 7 －
P 8

－
P 9 72　×　53　－　21

P lO 45　×　32　－ 15 第15掘立柱建物跡計測表

を測る。Pl◎5◎6は確認されなかった。周辺ピットより土師器片が出土しているが、

時期は不明である。第16掘立柱建物跡のPllは、第17掘立柱建物跡のP2と切り合ってい

るが、新旧関係は不明である。

第17掘立柱建物跡（図版27）

6D地区南東部に位置し、一部6C、7D地区にかかる。第16掘立柱建物跡と切り合っ

ている○梁行1間、桁行2問、長軸2．90m、短軸2。40mの小型の建物跡で、主軸はN－770

0　　　　　　　　　　　　2m

ヒ一一　日　－　L　－ll】

多彩
第71図　第17掘立柱建物跡遺構図

第17掘立柱建物跡計測表

P l 40　×　30P　－ 12

P 2 86　×　39　－ 14

P 3 4 2　×　29　－　 4

P 4 35　×　28　－ 13

P 5 75　×　2 0　－ 16

P 6 23　×　20　－ 10

ピットの埋土はいずれも黒色土
地山は暗褐色土

P l 160 l p 2 ！ 125 P 3
244 240

P 6 150 1 p 5　　 140 P 4

P l　 ～　 P 3 28 5 P 3　 ～　 P 4 240
P 4　 ～　 P 6 2 90 P 6　 ～　 P l 244
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一にとる。柱穴からは遺物は検出されておらず、時期は不明である。

第18掘立柱建物跡（図版27）

7D地区北西に位置し、一部7C地区にかかる。北側には第16掘立柱建物跡があり、南

＼

、

＼

、

＼

、

、

　

、

＼

、

　

、

扇彪座彪彪声事′　　曹

第72図　第16掘立柱建物跡遺構図
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ピット埋土は

いずれも黒色土
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し」」一言1－11∃



P l －
P 2 42　×　38　－　23

P 3 34　×　29　－　22

P 4 50　×　45　－　25

P 5 －
P 6 －
P 7 49　×　35　－ 13

P 8 42　×　35　－ 10

P 9 46　×　40　－ 11

P lO 40　×　36　－ 14

P ll 86　×　39　－ 14

P 12 50　×　34　－　28

P l － P 2 184 P 3 188 P 4

－ 168 168 －
P lO P ll P 12 P 5

2 16 220 216 －
P 9 120 P 8 172 P 7 － P 6

P l　 ～　 P 4 560 （推定）

P 4　 ～　 P 6 384 （推定）

P 6　 ～　 P 9 560 （推定）

P 9　 ～　 P l 384 （推定）

第16掘立柱建物跡計測表

側で第19◎20掘立柱建物跡と切り合っているが、柱穴内からは遺物は検出されておらず、

時期、新旧関係は不明である。梁行1問、桁行2問の建物跡で、主軸をN－38。－Eにとる。

P5は消失していた。長軸3．24mく短軸2。Omを測る。

』
ピット埋土はいずれも黒色土

地山は暗褐色土

P l 36　×　32　－ 11

P 2 27　×　25　－　 6

P 3 32　×　24　－　 8

P 4 32　×　35　－ 11

P 5 －
P 6 33　×　32　－ 15

橿

第柑掘立柱建物跡計測表
P l 140 i P 2　　 184 P 3

208 200

P 6 320 P 4

P l　 ～　 P 3 324 P 3　 ～　 P 4 200

P 4　 ～　 P 6 320 P 6　 ～　 P l 208
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第19掘立柱建物跡（図版28）

7D地区の西側に位置し、一部7C地区にかかる。北側では第18掘立柱建物跡と、南側

では、第20◎23掘立柱建物跡と切り合う。また、東側には第21掘立柱建物跡があり、西側

には南北に第2溝状遺構が走る。主軸はN－500－E、梁行1問、桁行2問の建物跡であ

る。建物跡の規模は長軸4。28m、短軸3。34mである。Plは、第20掘立柱建物跡のP6と

切り合っており、Pl◎PlOより土師器が出土しているが、時期、新旧関係は不明である。

第74図　第19掘立柱建物跡遺構図

第19掘立柱建物跡計測表

P l 38　×　35　－ 19

P 2 42　×　38　－　 9

P 3 46　×　42　－ 17

P 4 62　×　58　－ 19

P 5 75　×　62　－　 9

P 6 47　×　42　－　39

ピットの埋土は

いずれも黒色土

地山は暗褐色土

P l 200 1 P 2 l 228 P 3

33 6 334

P 6 180 l p 5 1 24 2 P 4

P l　 ～　 P 3 428 P 3　 ～　 P 4 334

P 4　 ～　 P 6 422 P 6　 ～　 P l 336

一70－



ピットの埋土はいずれも黒色土
地山は暗褐色土

第75図　第20掘立柱建物跡遺構図

第20掘立柱建物跡計測表

P l 40　×　25　－ 19

P 2 －
P 3 25　×　23　－　 9

P 4 45　×　45　－　26

P 5 26　×　25　－　22

P 6 38　×　35　－ 19

P l 4 40 P 3

350 3 50

P 6 240 l p 5 l 200 P 4

P l　 ～　 P 3 440 P 3　 ～　 P 4 3 50

P 4　 ～　 P 6 440 P 6　 ～　 P l 3 50

第20掘立柱建物跡（図版28）

7D地区西側にあり、一部7C地区にかかる。北側では、第18。19掘立柱建物跡と、南

側では第23掘立柱建物跡と切り合っている。また、P4は、第25掘立柱建物跡のP3と切

り合っており、P6は第19掘立柱建物跡のPl及び第2溝状遺構と切り合っているが、時

期、新旧関係は不明である。主軸をN－270－Wにとる梁行1問、桁行2間の建物跡であ

るがP2は消失していた。建物の規模は長軸4．40m、短軸3．50mである。
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2m 若君彩
第76図　第21掘立柱建物跡遺構図

P l 2 1 ×　20　－ 10

P 2 28　× 18　－ 13

P 3 23　×　21 －　 7

P 4 －
P 5 32　×　28　－　23

P 6 4 1 ×　27　－　23

P 7 25　×　22　－ 18

ピットの埋土は

いずれも黒色土

地山は暗褐色土

詞

P l 1 19 P 2 1 16 P 3

200

128 l

l

i
－P 7

72

P 6 116 P 5 － P 4

P l　 ～　 P 3 235

P 6　 ～　 P l 200

第21掘立柱

建物跡計測表

第21掘立柱建物跡（図版28）

7D地区のほぼ中央部北よりに位置し、西側に第19掘立柱建物跡がある。梁行1問、桁

行2問の建物跡で、長軸2．35m、短軸2．0mを測る。P2とP5の問に束柱としてP7が

あるが、P4は消失していた。主軸は、N－790－Eである。Pl e P5より土師器片を

出土しているが時期は不明である。

第22掘立柱建物跡（図版28）

7D地区南東にあり、第21掘立柱建物跡の南側に位置する。西側で第23掘立柱建物跡Lと

切り合っている。主軸をN－540－Eにとり、梁行1問、桁行は3問である。長軸4．05m、

短軸3．4mを測る。P6e P8は消失しており、確認されなかった。P2は、第25掘立

柱建物跡のP4と切り合っているが、新旧関係は不明である。近くから鉄製の鋤先が出土

している。柱穴内から遺物は出土しておらず、時期は不明である。

第23掘立柱建物跡（図版29）

7D地区の南西に位置し、東側でP4と第22掘立柱建物跡のP2が切り合っている。北
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第77図　第22掘立柱建物跡遺構図

P l 33　× 18　－　9

P 2 38　×　33　－　4

P 3 38　×　30　－ 14

P 4 85　×　55　－ 24

P 5 27　×　23　－ 10

P 6 －
P 7 40　×　3 1 －　5

P 8 －

ピットの埋土は

いずれも黒色土

地山は暗褐色土

P l 125 l p 2 1 160 l p 3 1 120 P 4

－ 340
P 8 l p 7 1　　 l p 6 1 P 5

P l　 ～　 P 4 40 5

P 4　 ～　 P 5 340

第22掘立柱建物跡計測表

側では第19◎20掘立柱建物跡と切り合う。西側には、第2溝状遺構と第25掘立柱建物跡が

ある。主軸をN－820－Eにとり、梁行1問、桁行2問の建物跡である。長軸4・1m、短

軸2．3mである。P2より土師器片が出土しているが、時期は不明である。また、第19。

20e22掘立柱建物跡との新旧関係も不明である。

第24掘立柱建物跡（図版29）

7C地区の北側に位置し、一部6C地区にかかる。検出されたのは、東側の梁と考えら

れる柱穴3個のみであった。西側は削平されており、桁行は不明である。主軸をN－890－

Eにとる梁行2間の建物跡である。長軸3．48mを測る。柱穴内からは遺物は検出されてお

らず、時期は不明である。また、P3と第2溝状遺構の北側端部が切り合っているが、新

旧関係は不明である。
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ピットの埋土は

いずれも黒色土

地山は暗褐色土

／／／／／／／／／／／／／／／／／7777‾フrア‾ヌフ

／／

第78図　第23掘立柱建物跡遺構図

第23掘立柱建物跡計測表
P l 38　×　33　－ 13

P 2 84　×　55　－　 5

P 3 4 0　×　31 －　 4

P 4 23　× 19　－　 5

P 5 50　×　45　－　 5

P 6 4 0　×　30　－　 4

ピットの埋土は黒色土
地山は暗褐色土

P l 230 l P 2 l 180 P 3

240 230

P 5 150 l p 5 l 2 60 P 4

P l　 ～　 P 3 4 10

第24掘立柱建物跡計測表

第79図　第24掘立柱建物跡遺構図

ー74－

P l 49　×　40　－　22

P 2 56　×　46　－　27

P 3 60　×　55　－　29

P l

つ68

P 2

180
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第25掘立柱建物跡計測表

0　　　　　　　　　　　2m

hl－．Jlll言

第80図　第25掘立柱建物跡遺構図

P l ？ × ？ 「 28

P 2 49　×　45　－　 8

P 3 46　×　44　－ 28

P 4 59　×　50　－　20

P l 280 l p 2 l 280 P 3

－ 320
P 6 l p 5 l P 4

P l　 ～　 P 3 560

P 3　 ～　 P 4 320

第25掘立柱建物跡（図版29）

7C地区の南西に位置し、一部7D、

8C地区にかかる。第20◎23掘立柱建物

跡の西側にある。梁行1問、桁行2間以

上の建物跡であると考えられる。主軸は

N－430－Wにとる。P2と切り合う形

で第1溝状遺構が南北に走り、またP3

と第20掘立柱建物跡のP4が切り合って

いる。P2より土師器片が出土している

が図化できず、時期、新旧関係とも

不明である。

第81図　第26掘立柱建物跡遺構図

－75　－

第26掘立柱建物跡計測表

P l 79　×　68　－　20

P 2 47　×　43　－ 15

P 4 65　×　65　－　 4

P 8 54　 ×　53　－ 13

P 9 58　×　58　－ 17

P lO 76　×　67　－　22

P l 204 l plO 112 P 9
108 120
P 2 P l ～4 376 P 8

268
P l ～9 316 －

P 7

－
P 4 l p 5 － P 6



第26掘立柱建物跡（図版29）

12⑳13M地区にまたがり、第28掘立柱建物跡の東にあたる。南東側が未調査地区に入

り全体を調査できなかったが∴梁行2臥桁行3問の建物跡と思われる。長軸3・76m、短

軸3。16mを測る。主軸はN－140－Wをとる。ピットはどれも浅く、P3◎5は地山に達

しないものである。遺物は出土せず、時期は不明である。

第27掘立柱建物跡（図版30◎36）

10M地区南東部に位置し、一部10N地区にかかる。周囲に第33～37掘立柱建物跡がある。

主軸をN－650－Eにとる。梁行2問、桁行3問の建物跡である。長軸6・4m、短軸4．2

mを測る。当遺跡では、第4掘立柱建物跡と並び最大規模の掘立柱建物跡である。P4は

第37掘立柱建物跡のP4と、P8は第34掘立柱建物跡のP2と、P3は第4溝状遺構と切

り合っているが、第27掘立柱建物跡の方が新しいものと判断される。Pl～4、8～10よ

り土師器、須恵器が出土しているが、Plより出土したもの以外は図化できなかった。時

期は奈良時代と推定される。
0　　　　　　5cm
：＿＿＿L＿∵＿＿ll・・・・［

第82図　第27掘立柱建物跡遺物図

第83図　第27掘立柱建物跡遺構図
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P l 92　×　56　－　37

P 2 88　×　67　－　24

P 3 80　×　64　－ 12

P 4 82　×　70　－　2 5

P 5 130　×　8 6　－　32

P 6 95　×　80　－　35

P 7 90　×　84　－　27

P 8 9 8　×　74　－ 16

P 9 116　×　99　－　29

P lO 100　×　85　－ 11

P l 212 l p 2 l 2 00 l p 3 i 200 P 4

212 220

P lO P 5

208 204

P 9 240 l P 8 l 200 l P 7 l 200 P 6

P l　 ～　 P 4 612

P 4　 ～　 P 6 424

P 6　 ～　 P 9 640

P l　 ～　 P 9 420
第27掘立柱建物跡計測表

第28掘立柱建物跡（図版30）

12L地区に位置し、第29掘立柱建物跡の東、第26掘立柱建物跡の西にあたる。周辺には

石が多く、第28掘立柱建物跡はこれらの石群の合間を深く掘り込んでつくられている。

建物跡の主軸はN－370－Eで、梁行1問、桁行2問。長軸4．9m、短軸2．8mを測り、

第84図　第28掘立柱建物跡遺構図

P l 60　×　4 3　－ 16

P 2 96　×　8 1 －　29

P 3 97　×　75　－　25

P 4 120　×　73　－　42

P 5 97　×　80　－　34

P 6 112　×　88　－ 17

P 3 253 l p 2 l 23 7 P l

28 0 280

P 4 270 I p 5 l 220 P 6

P l　 ～　 P 3 490

P 4　 ～　 P 6 490

第28掘立柱建物跡計測表
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やや細長いものである。遺物は弥生土器が少量出土しているが、この付近は耕作による撹

乱が著しいことから、これを第28掘立柱建物跡の遺物とするには無理があろう。

第29掘立柱建物跡計測表

P l 55　×　47　－ 13

P 2 134　×　97　－　26

P 3 117　×　79　－　4 3

P 3 230 P 2

－ 300
P 4 － P l

第29掘立柱建物跡

（図版30）

12K◎L、13K◎L地区に

渡り、南西側は未調査地区に　霊霊完色土
（彰黒褐色土

入る。主軸はN－870－Wで、④黄褐色土

梁行1問、桁行2間以上の建 第85図　第29掘立柱建物跡遺構図

物跡であろう。短軸3．00mと推定される。遺物は出土しておらず時期は不明である。

第30掘立柱建物跡（図版30）

8J、9J地区に位置する梁行1問、

桁行1間の建物跡であろう。P4は検

出できなかったが、これは建物をつ

くる時、柱穴を

あまり深く掘り

込まなかったた

めであろう。建

物跡の主軸はN

－330－Eである。

長軸2．82m、短

P l 3 0　 ×　29　－ 16

P 2 3 5　 ×　33　二　 9

P 3 3 6　 ×　27　－　 8

P 4 － P l

－ 194

P 3 282 P 2

第30掘立柱建物跡計測表

．
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．

1

　

二
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円
］

▼′　　二二二＿

第86図　第30掘立柱建物跡遺構図

軸1．94mを測る。遺物は検出できなかった。

第31掘立柱建物跡（図版31）

7上　8I地区にまたがり、第32掘立柱建物跡の南に位置する。主軸はN－520－Eで、

梁行1問、桁行2間を数える。北桁側が長い。短軸2．60mである。遺物は出土していない。

第32掘立柱建物跡（図版31）

7I◎J地区に位置し、第31掘立柱建物跡の北にある。軸方向はN－670－Wで、梁行

桁行とも1間である。長軸、短軸とも不統一である。遺物は検出できなかった。
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第87図　第31掘立柱建物跡遺構図

第31掘立柱建物跡計測表

P l 62 ．ズ　55　－ 14

P 2 71 ×　71 －　22

P 3 70　×　65　－　2 5

P 4 4 5　×　43　－ 12

P 5 47　×　43　－ 13

P 6 65　×　55　－ 13

第32掘立柱建物跡計測表

P l 50　×　49　－ 15

P 2 52　×　45　－ 14

P 3 30　×　30　－ 14

P 4 4 6　×　4 0　－ 18

P l 312 P 2

282 254

P 4 336 P 13

①黒褐色土

（彰茶褐色土
⑨暗茶褐色土

P l 240　　　 P 6　　　 240 P 5
2 60 2 60
P 2 190　　　 P 3　　　 240 P 4

Pl　～　P2

P5　～　P4

＼一三　I lこ二l ①黒褐色土

2m

忘表磁志遠忌

第88図　第32掘立柱建物跡遺構図

－79－



第33掘立柱建物跡（図版31◎36）

10N地区南西側に位置し、一部11南地区にかかる。梁行1間、桁行2問、長軸2・8m、

短軸2．17mの小型の建物跡であるが、P3は検出できなかった。主軸はN－530－Eにと

る。第34掘立柱建物跡と切り合うが、新旧関係は不明である。Ple6より土師器片が出

土しているが図化できなかった。P5より土師器の杯（Pol）が出土している。奈良時

代のものと推定される。

第33掘立柱建物跡計測表

P l 52　×　52　－ 16

P 2 56　×　55　－　20

P 4 48　×　41 －　 5

P 5 60　×　46　－ 11

P 6 56　×　52　－ 16

P l 140　　 P 6　 140 P　5

217 217

P 2 280 P 4

第89－④図　第33掘立柱建物跡遺物図

第34掘立柱建物跡（図版31）

10M地区南東、10N地区南西にわ

たって位置している。梁行

1問、桁行1問の長方形の

建物跡で、主軸をN－870

－Eとはぼ東西にとる。長

軸3．36m、短軸2．72mを測

る。P2は、第27掘立柱建

物跡のP8と切り合ってい

第34掘立柱建物跡計測表

P l 50　×　45　－ 17

P 2 45　×　38　－ 16

P 3 70　×　55　－　35

P 4 27　×　26　－ 14

P l 336 P 4

272 272

P 2 336 P 3

ヽ＿＿■Lコ

の／。／挙≠
（彰黒褐色土

2m

し＿＿㌧⊥ll！lTTエゴ

第89－④図　第33掘立柱建物跡遺構図
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第90図　第34掘立柱建物跡遺構図
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るが、第34掘立柱建物跡の方が古いものと考えられる。Plは第3溝状遺構と切り合って

おり、また、，第33◎36掘立柱建物跡とも切り合うが、新旧関係は不明である。周辺の遺構

から、土師器、須恵器等の破片が出土しているため、奈良時代の建物跡ではないかと推測

されるが、明確な所は不明である。

第35掘立柱建物跡計測表

P l 35　× 33　－　3

P 2 50　×　40　－ 18

P 3 44　×　32　－ 14

P 4 35　×　31 －　24

P 5 32　×　25　－　32

P 6 38　×　38　－ 15

P l 260 P 6
187 」盟 ＿＿

P 2 P 5
178 162
P 3 260 P 4

P l　 ～　 P 3 365

P 4　 ～　 P 6 365

第35掘立柱建物跡（図版32）

10N地区西側に位置し、第36掘

立柱建物跡とは、ほぼ直

角に切り合っている。ま

た西側に第27掘立柱建物

跡、第34掘立柱建物跡が

ある。主軸はN－300－

W、梁行2問、桁行1問

の建物跡である。長軸3．

65m、短軸2．60mを測る。

P6と、第36掘立柱建物

跡のP7は重複している

が、新旧関係は判断でき

なかった。Pl　◎P3よ

り土師器、須恵器が出土

しているが、時期は不明

である。

0

l二・

二
∵
ノ
■
‥
二
l
l
∴
／
‥
∴
ヾ
ノ

（丑黒褐色土

2m
l　－1－　－！一　一　t r」

第91図　第35掘立柱建物跡遺構図

！l，，言Ill　－：

第92図　第36掘立柱建物跡遺構図
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P l 43　×　38　－ 10

P 3 58　×　35　－　23

P 4 44　×　32　－　24

P 5 38　×　36　－　20

P 6 4 6　×　4 6　－　32

P 7 38　×　33　－ 15

第36掘立柱建物跡計測表

第36掘立柱建物跡（図版32）

10N地区西側に位置しており、第27◎34◎35掘立柱建物跡と切り合っている。梁行2問、

桁行2間の建物跡で、主軸はN－600－Eにとる。長軸3．56m、短軸2．12mを測る。P2

は第27掘立柱建物跡のP5に切られた形で消失している。P8も検出できなかった。P7

は第35掘立柱建物跡より古いものと考えられるが、第34掘立柱建物跡との新旧関係は不明

である。遺物は出土していない。

第37掘立柱建物跡（図版32）

10M地区東側に位置する、梁行1問、桁行1間、長軸3．28m、短軸2．20mの長方形の建

物跡である。主軸はN－600－Wにとる。P6は第27掘立柱建物跡のP4に切られている〇

第37掘立柱建物跡の方が、古いものと考えられる。P2は梁行にあること、対辺にないこ

となどから補助柱跡と考えたい。Pl◎2より土師器、須恵器の破片が出土しているが、

明確な時期は不明である。

第37掘立柱建物跡計測表

P l 32　×　28　－ 13

P 2 46　×　40　－ 11

P 3 40　×　40　－ 14

P 4 50　×　35　－　22

P l 328 P 6

110

220P 2

110

P 3 －　　 328 P 4

P l　 ～　 P 3 220

P l　 ～　 P 5 328

第93図　第37掘立柱建物跡遺構図
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①黒褐色土
②茶褐色土

（彰暗黒褐色土
原　意　醜‾　翻

第糾図　第38掘立柱建物跡遺構図

第38掘立柱建物跡計測表

P l 74　×　73　－　35

P 2 78　×　74　－　2 1

P 3 64　×　60　－　28

P 4 68　×　52　－　27

P 5 88　×　76　－　24

P 6 97　×　56　－　32

P 7 180　×　50　－　 8

P 8 84　×　50　－ 12

P 9 46　×　40　－8 （推定）

P lO 71 ×　56　－ 16

P l　 ～　 P 4 370

P 4　 ～　 P 6 340

P 6　 ～　 P 9 3 70

P 9　 ～　 P l 340

第38掘立柱建物跡（図版32◎36）

130地区に位置し、北東側で第1竪穴住居跡

と切り合う。新旧関係は第38掘立柱建物跡の方

が新しいが、遺物等から考えて両者に大きな時

期差はないように思われる。建物跡は主軸をN Po2 0　　　　　　5cm
LL・＿二・十∵＿∴＿」

‾820‾Eにとる。梁行2問、桁行3間の方形　第95図　第38掘立柱建物跡遺物図

に近いものである。長軸3．70m、短軸3．40mを測る。各柱穴とも深くしっかり掘り込まれ

ている。遺物はPl◎10より出土している。Polは口縁部に3条の凹線が施され、外面

－83－



頸部に貼付凸帯がめぐる。肩部はパケ目調整であるo P02は口縁端部の破片で外面に4

条の凹線が施されている。時期は遣物から弥生時代中期と推定される。

第39掘立柱建物跡（図版33）

14N◎0地区に位置し、西の第42掘立柱建物跡、東の第40掘立柱建物跡と隣接する。軸

方向はN－81。－Wで、梁行2臥桁行3間を数える。長軸5・Om、短軸4・04mを測る。

遣物は検出できなかった。

第40掘立柱建物跡（図版33）

140地区に位置し、東側で第43掘立柱建物跡と切り合う。遺物から判断して第40掘立柱

第96図　第39掘立柱建物跡遺構図

第39掘立柱建物跡計測表

P l 40　×　38　－　23

P 2 54　×　37　－　26

P 3 45　×　40　－　29

P 4 52　×　43　－　23

P 5 47　×　45　－　38

P 6 55　×　52　－　23

P 7 47　×　36　－　2 1

P 8 46　×　37　－ 17

P 9 28　×　2 5　－ 10

P lO 41 ×　38　－　29

P l　 ～　 P 3 404

P 3　 ～　 P 6 500

P 6　 ～　 P 8 408

P 8　 ～　 P l 500
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建物跡の方が古かろう。建物跡は主軸をN－730－Wにとり∴梁行2問、桁行3問を数え

る。長軸4。75m、短軸3．28mを測る。Pllは場所的にみて建物跡に関係するものかも知れな

い。遺物はP8◎9より弥生土器が出土している。

第97図　第舶掘立柱建物跡遺構図

第40掘立柱建物跡計測表

P l 64　×　47　－　23

P 2 66　×　47　－　 6

P 3 52　×　50　－　29

P 4 41 ×　40　－　3 1

P 5 39　×　32　－　20

P 6 68　×　58　－　21・

P 7 38　×　36　－ 13

P 8 60　×　55　－　25

P 9 48　×　44　－　22

P lO 52　×　40　－ 19

P ll 65　×　55　－　 5

0

忘忘志m

P l 168 l PlO l 164 P 9 143 P 8

140 136 l 160

P 2 Pll P 7

188 192 170

P 3 155 l p 4 l 145 P 5 175 P 6

P l　 ～　 P 3 328

P 3　 ～　 P 6 475

P 6　 ～　 P 8 330

P 8　 ～　 P l 475

P 9　 ～　 P 5 328

第射掘立柱建物跡（図版33）

13N、0地区にまたがる、梁行2間、桁間2間の建物跡である。主軸はN－770－Wを

とる。各ピットのプランは整わず、深さも浅いものばかりである。長軸3。2m、短軸2．3

mを測る建物跡である。遺物は検出できなかった。

第42掘立柱建物跡（図版33）

14N地区の北側に位置し、第39掘立柱建物跡の西側にあたる。梁行2問、桁行2問の建

物跡で、主軸をN－650－Eにとる。長軸4．25m、短軸3。2mを測る。P2は検出できな
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第98図　第41掘立柱建物跡遺構図

第射掘立柱建物跡計測表

P l 50　×　44　－ 13

P 2 90　×　78　－ 16

P 3 34　×　32　－　21

P 5 47　×　35　－ 13

P 6 20　× 18　－ 10

P 7 50　×　35　－ 10

P 8 47　× 45　－ 1 1

P l 170　　 P 8　 150 P 7

100 120

P 6P 2
110130

P 3 320 P 5

二

二

二

l

二

　

▲

l

二
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第99図　第42掘立柱建物跡遺構図

P l 66　×　62　－　46

P 3 63　×　62　－　 9

P 4 25　×　23　－　 7

P 5 73　×　66　－ 19

P 6 4 1 ×　26　－　 5

P 7 91 ×　53　－ 14

P 8 34　×　25　－ 16

第42掘立柱建物跡計測表

P 7 230 l P 8 l 195 P l

168

320P 6

152

P 5 240 l P 4 l 165 P 3
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かった。P4◎6◎8は四隅の柱穴と比べて小さい。遺物は出土しておらず、時期は不明

である。

第100図　第43掘立柱建物跡遺構図

第43掘立柱建物跡計測表

P l 78　×　75　－　24

P 2 58　×　55　－　22

P 3 74　×　70　－　32

P 4 63　×　60　－　24

P 5 54　×　50　－ 15

P 6 55　×　50　－ 17

P 7 65　×　60　－　 9

P 8 50　×　49　－ 15

P l 175 l P 8 l 130 P 7

210 200

P 2 P 6

170 180

P 3 170 l P 4 I 135 P 5

P l　 ～　 P 3 38 0

P 3　 ～　 P 5 305

P 5　 ～　 P 7 38 0

P 7　 ～　 P l 305

第101図　第44掘立柱建物跡遺構図
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第43掘立柱建物跡（図版34）

140地区の東に位置する梁行2問、桁行2問の建物跡である。南東側には第44掘立柱建

物跡がある。主軸は南北方向で、長軸3．8m、短軸3．05mを測る。P2より土師器片、P

7より須恵器片、Pl e3より土器片を検出した。時期は奈良時代と推定される。

第44掘立柱建物跡（図版34）

15P地区北西に位置している。南側は耕作により削られているが、梁行3間、桁行3問

の掘立柱建物跡と考えられる。主軸をN－840－Eにとる。長軸5．12m、短軸4・2mを測

る。P7は第45掘立柱建物跡のP7と切り合っており、その断面から第44掘立柱建物跡の

方が先に建てられたものと推定される。Pl e4～6は耕作等により消失し、検出できな

かった。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

第44掘立柱建物跡計測表

P 2 34　×　3 1 － 19

P 3 34　×　33　－ 10

P 7 65　×　44　－　23

P 8 34　×　30　－ 17

P 9 70　×　50　－　2 1

P lO 33　×　28　－ 12

P ll 56　×　5 1 － 18

P 12 4 1 ×　27　－ 10

P l l P 12 l 155 l p l l l 200 P lO

－
14 0

P 9P 2

150164

P 8P 3

130
－
P 4 l P 5 1　 l P 6 i P 7

P 7　 ～　 P lO 420

P l　 ～　 P 12 512（推定 ）

－＿1二　　二

二　）二　「

①黒褐色土

0　　　　　　2m

と‥l：l‥‾］∃

第102図　第45掘立柱建物跡遺構図
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第45掘立柱建物跡計測表

P 2 58　×　40　－ 11

P 3 50　×　38　－ 18

P 4 44　×　40　－　 7

P 5 38　×　36　－　 7

P 6 36　× 18　－　 9

P 7 90　×　46　－　 9

P l － P 6 130 P 5

250

130

250P 7

130

P 2 130 P 3 120 P 4



第45掘立柱建物跡（図版34）

15P地区東よりに位置している。南側は耕作のために削られており確認できなかったが、

梁行1間、桁行2間、主軸は南北方向の建物跡と考えられる。中央に束柱跡とみられるP

7があり、建物跡も長軸2．5m、短軸2．5mと小型であることから、倉庫ではないかと推

定される。このP7は、第44掘立柱建物跡のP7を切る形で検出されており、第44掘立柱

建物跡よりも新しくなるものと考えられる。各柱穴より遺物は出土しておらず、時期は不

明である。

第46掘立柱建物跡（図版34）

13P。Q地区の中央に位置する比較的大きな建物跡である。主軸はN－790－Eである。

梁行2間、桁行3問を数える。長軸5．4m、短軸3．04mを測る。建物跡の中央は開墾によ

①黒褐色土
②淡黒褐色土

③茶褐色土 ＼一⊥二Il l二　　r干「‾「〒

第103図　第46掘立柱建物跡遺構図

第46掘立柱建物跡計測表

P l 57　×　50　－　22

P 2 34　×　32　－ 10

P 3 90　×　39　－　20

P 4 45　×　35　－　 6

P 5 50　×　43　－ 17

P 6 48　×　42　－ 12

P 7 33　×　30　－ 14

P 8 45　×　44　－　23

P 9 45　×　42　－　20

P lO 40　×　35　－ 11

P ll 60　×　37　－　20

P l 200 I p ll l 136 l p lO l 120 P 8 ．9

160 136

P 2 P 7

190 168

P 3 216 l p 4 l 160 I p 5 l 164 P 6

P l　 ～　 P 3 3 50 P 6　 ～　 P 8 304

P 3　 ～　 P 6 54 0 P 9　 ～　 P l 456
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る大きな石の抜き取り跡で壊されているが、そこから弥生土器の小片が出土している。建

物跡の時期は主軸の方向、形態等から弥生時代の可能性もある。

第47掘立柱建物跡（図版35）

17U◎V、18U◎Ⅴ地区に渡る梁行2間、桁行2問の建物跡である。南西側に第49◎50

掘立柱建物跡があるが、その他の遺構は周辺にない。主軸はN－490－Wである。長軸は

南が長い。短軸3．0mを測る。遺物は出土していない。

第48掘立柱建物跡（図版35◎36）

16Q e R地区に位置し、第20◎21土坑の北にあたる。主軸をN－800－Eにとる。P7

は検出できなかったが、梁行1問、桁行3間（？）の建物跡であろう。長軸4．83m、短軸

4．0mを測る。P2の低位から弥生土器の底部が出土している。時期は弥生時代中期であ

ろう。

第104図　第47掘立柱建物跡遺構図

第47掘立柱建物跡計測表

P l 60　×　56　－ 15

P 2 52　×　44　－ 13

P 3 40　×　35　－ 13

P 4 63　×　51 － 14

P 5 50　×　46　－　 8

P 6 68　×　57　－　33

P 7 68　×　63　－　33

P 8 72　×　70　－　22

P l 240 l P 8 l 140 P 7

145 144

P 2 P 6

155 184

P 3 240 l p 4 】 160 P 5

P l　 ～　 P 3 300 P 5　 ～　 P 7 328

P 3　 ～　 P 5 400 P 7　 ～　 P l 380
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P5　　　　　P6
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第105図　第48掘立柱建物跡遺構図

第48掘立柱建物跡計測表

P l 27　×　23　－ 10

P 2 28　×　2 1 －　33

P 3 38　×　3 1 － 17

P 4 25　×　2 1 －　 6

P 5 23　×　22　－　 7

P 6 20　× 17　－　 8

P 3 235 I p 2 】248 P l
400 －
P 4 170 匝 5日20 lp 6l－ P 7

P l　 ～　 P 3 483

P 3　 ～　 P 4 400

p鮎』cm
第用6図　第48掘立柱

建物跡遺物図

＼
一
／
‥
l
　
　
∴
二
三
l
二

第107図　第49掘立柱建物跡遺構図
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第49掘立柱建物跡（図版35）

18V、19V地区に位置し、東には第50掘立柱建物跡がある。この辺りは水田として利用

されていたため、地山は整地され平坦に削られている。土器もほとんど出土していない。

第49掘立柱建物跡は主軸をN－610－にとる梁行2問、桁行2問の建物跡である。各柱穴

はしっかり掘り込まれ、P3◎5◎7には石が入っている。長軸3．76m、短軸3・5mを測る○

遺物は検出されていない。

第49掘立柱建物跡計測表

P l 40　×　38　－ 15

P 2 44 ．×　38　－ 11

P 3 100　×　67　－　21

P 4 66　×　53　－ 16

P 5 88　×　57　－　2 1

P 6 50　×　40　－　28

P 7 49　×　40　－　30

P l 160 l p 7 i 216 P 6

185 l

350P 2

165

P 3 200 1 P 4 l 176 P 5

P l　 ～　 P 3 350 P 6　 ～　 P l 376

P 3　 ～　 P 5 376 P 6　 ～　 P 5 350

第50掘立柱建物跡（図版35）

19W地区の西隅に位置し、調査地区の最東端にあたる。西には第49掘立柱建物跡がある。

建物跡は東側は水田整地時の撹乱を受け、ピットの残りは良くないが、梁行1間、桁行2

問の建物跡と考えた。主軸はN－30－Eで、長軸3．55m、短軸2．00mを測る。遺物は

全く出土しておらず、時期は不明である。

第50掘立柱建物跡計測表

P l 42　×　38　－　25

P 2 4 7　×　4 0　－ 28

P 3 35　×　31 －　2 5

P 4 52　×　37　－「20

P 5 63　×　60　－　23

P 6 ．77　×　44　－　25

P l 200 P 6

200 200

P 5P 2

155 155

P 3 216 P 4

P l　 ～　 P 3 355

’P 4　 ～　 P 6 355

／ア　　　　　2m

誌越』由良表表忌

第108図　第50掘立柱建物跡遺構図
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（3）　土砿　◎　土坑

第2土砿（図版37）

10N、11N地区の第27掘立柱建物跡の東に

位置し、南には第3土鉱がある。遺構は楕円

形を呈する土鉱で長軸1．32m、短軸1．06m

を測る。主軸は南北方向にとる。土拡内北

西寄りに丹塗り

の器台（Pol）

を検出した。器

台は受部が欠損

している。丹塗

りが施されてい

ることから供献

土器とみられ、

第2土鉱は土拡

4
1

①黒褐色土

1m

！，一　一　日l】－1」

第109図　第2土砿遺物図　　　　第mO図　第2土砿遺構図

墓と考えられる。時期は器台より弥生時代中期後葉と考えられる。

第3土坑（図版37）

11M◎N地区に位置し、第2土鉱の南にある。遺構は楕円形を呈する土坑で、長軸2．68

m、短軸1．82mを測る。主軸はN－730－Wをとる。土坑内からはPol～5の婆を検出

した。検出した賓は5個体分でいずれも外面に炭化物、あるいはススの付着がみられる。

I証

（ノPo2

朝 出

°　川　 ．　ヶ　タ

′‥’縫‥　 腑

10cm

第m1－㊥図　第3土坑遺物図
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P05のみ第④層（濃黒褐色土）より検出し、他の遺物は黒褐色土層より検出した。婆

（Pol◎2）は外面胴部中位に櫛状工具による刺突文がめぐり、胴部上半パケ目、下半

へラ磨きと外面調整が同じであるが、内面調整に違いが認められる。かなり上位までへラ

削りの残るP02と丁寧なへラ磨きで仕上げられているPolの違いである。これらの遺

物から第3土坑の時期は弥生時代中期中葉～後葉と考えられる。

第7土砿（図版38）

12P地区に位置し、第1竪穴住居跡の北、第46掘立柱建物跡の北西にあたる。遺構は楕

第112図　第3土坑遺構図

第111－④図　第3土坑遺物図

①黒褐色土
②暗灰茶褐色土
（彰濃黒褐色土

④黒褐色土
（淡茶色まじる）

⑤暗茶褐色土



円形を呈する東西に長い土鉱で、長軸3．32m、短軸0．74m、深さ約22cmを測る。主軸はN－
し

780－Wをとる。土拡内からはPol～7の弥生土器を検出した。Polは壷の頸部と思

われる。P02は口縁部が大きく外反する小型の壷で、外面調整は頚部パケ後ナデ、胴部

上半縦方向のパケ目、以下へラ磨きである。胴部上位に櫛状工具による刺突文がめぐる。

内面は低い所までパケ目調整が認められる。P03は1対の紐孔を持っ無頸壷で、口縁端

部に刻み目が施されている。P04は頸部に貼付凸帯を持ち、指頭圧痕が明瞭にみられる。

外面口縁端部に綾杉文状に刻み目を施し、胴部中位にも木口状工具による刻み目を2列め

ぐらせている。P07は壷の底部であろう。このように土拡内より、まとまって土器が出

土していることから供献土器とも考えられ、従って第7土鉱は土拡墓の可能性がある。時

第113図　第7土墟遺構図

麗114－④図　第7土砿遺物図
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第114－④図　第7土砿遺物図

期は周辺の遺構、出土遺物から弥生時代中期と思われる。

第8土坑（図版38）

8K地区のほぼ中央に位置する、やや方形がかった土坑である。この土坑は平面的には

黄褐色土（いわゆる大山ローム）を黒褐色土が取り巻くようにして検出した。また層的に

は黄褐色土が黒褐色土の上に位置するものである。このような土坑は58年度調査分の員田

原遺跡で他に1例、林ケ原遺跡で17例ある。（詳しくは本報告書P233～240参照。）

第8土坑は主軸をN－390

－Eにとる。長辺3．34m、短

辺2．40mで、深さは最深部で

14cmを測る。埋土には小石が

多く含まれ、底からも小石が

多く出土している。底、壁と

も凹凸の著しいスリバチ状で

ある。遺物は何も検出できな

かった。

l／♂

第日5図　第8土坑遺構図

第9土坑（図版38）

13N地区の北東隅より検出した土坑で、第8土坑同様、黄褐色土が黒褐色土の上に位

置するものである。切り合う遺構はない。東隣りに第41掘立柱建物跡があるが関係するか

どうか分からない。主軸はN－22。－Wであり、長軸4A6m、短軸2・52m、深さ66cmを測

－96－



（彰黒色土I

（彰黒色土Ⅱ

（①よりややうすい）

③黒褐色土

（④茶褐色土
＼⑤黄色ローム

ミ⑥黄茶褐色土
（ロームがかかる）

ミ⑦黒褐色土と黄色土塊

る。黄褐色土（ローム）は土坑

のほぼ中央に位置し、低い所は、

スリバチ状を呈する土坑の底部

に到っている。土坑の底には黒

色の土塊が各所にみられる。い

ずれも堅くしまった土塊であっ

た。遺物は出土しておらず、時期、

性格は分からない。

が混じる（黒褐色がかかる）

（む黄褐色土

（極めてかたい）

2m

L＿－llll　一　一】l！

第日6図　第9土坑道構図

第日8図　第10土坑遺物図
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第10土坑（図版39）

14P地区の北東隅に位置

し、第1竪穴住居跡の東側

にあたる。遺構は隅丸長方

形を呈する土坑で、長辺2．

3m、短辺1．46mを測る。

主軸はN－670－Wをとる。

遺構検出時、埋土上層より

Pol◎2の婆を検出した。

いずれも口縁部に2条（P0

2）、3条（Pol）の凹線

の入る賓の破片である・。土

坑の時期はこれらの遺物、

周辺遺構から弥生時代中期

と推定される。



第11土坑（図版39）

14Q地区の北側に位置し、第12土坑の

南側にあたる。遺構は歪な楕円形を呈す

る土坑で、長軸1．6m、短軸1．4mを測

る。主軸はN－770－Eをとる。床面近

くより聾の胴部破片を検出した。時期は

弥生時代中期と考えられる。

第12土坑（図版39）

14Q地区の北西隅に位置し、第10土坑

の東側にあたる。遺構は楕円形を呈する

土坑で、長軸1．50m、短軸1．22mを測る。

主軸はN－100－Wをとる。埋土上層よ

り賓の胴部破片を検出した。時期は弥生

時代中期と考えられる。

：
l
‥
二
l
I
：
■
l
l
二
l

．‾⊆裏表　‾、　　‾‾

第119図　第11土坑遺構図

／
l
㍉
l
l
l
l
∵
「
二
＝
＼
　
l

「∴－
①黒褐色土 物日

忘忘品よ忘志忘忘惑

第120図　第12土坑遺構図

第14◎15◎17◎18土坑（図版39）

これら4基の土坑は総て14Q地区に位置し、第46掘立柱建物跡の南、第2竪穴住居跡の

北西にあたる。周辺は石が多く露出しており、これらの土坑からも石が多く出土している。

第14土坑は長軸1．36m、短軸0．64m、深さ28cmを測る。主軸はN－690－Wである。土

坑内西側に、底に密着した状態で板石を検出した。

第15土坑は長軸1．28m、短軸0．96m、深さ36cmを測る。主軸はN－350－Wである。土

坑内の南側で底に密着した状態で細かい板石を多数検出しキ9
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第121図　第14土坑遺構図

観閲臣

腿

用

第122図　第15土坑遺構図

♂

二十
L＝101．1m

駁
①黒褐色土　　　　　　　　　　　　　　　　　　①黒褐色土

〟』忘忘忘孟m須』コ＝±＝忘エコ⊇m
第123図　卸7土坑遺構図　　　　　　　第124図　第18土坑遺構図

第17土坑は長軸0・94m、短軸0．68m、深さ20cmを測る。主軸はN－890－Wである。

第18土坑は長軸1・Om、短軸0．74m、深さ21cmを測る。軸方向はN－640－Eである。

検出した石は角礫ばかりで、土坑の南東側に集中する。

これら4基の土坑からは石の他土器等の遺物は出土していない。石は周辺にころがって

いる安山岩であり、焼成痕等も認められないが、その状態から人為的に割られていること

は間違いない。

第19土坑（図版40）

15R地区に位置し、第2竪穴住居跡の南東にあたる。平面プランは不整隅丸方形で、長

軸2．42m、短軸2．00m、深さ

15cmを測る。出土遺物は、

弥生土器の聾口縁部（Pol）

0
し．＿＿　純一1

第125図　第19土坑遺物図
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器台脚部（Po2）

の他、婆の胴部の

破片が出土してい

る。Polは口縁

部がかなり立ち上

がり気味であるが、

凹線は施されてお

らず、また、内面

は横ナデ調整がな

されている。外面

にはススが付着し

ている。P02は

外面は丹塗りで、

凹線が施されてお

り、刻み目が平行

に入れられている。内面はへラ

削りである。これらの土器より

この土坑は弥生時代中期後葉の

ものと考えられる。

第20土坑（図版40）

17Q地区に位置する楕円形の

土坑である。軸方向はN－540

－Eで、規模は長軸1．66m、短

軸1．00m、深さ24cmを測る。底

面は安定している。土坑の中央

第126図　第19土坑遺構図

付近、底面上より小石を3個検出　　　　　　第127図　第20土坑遺構図

した。使用痕等はなく、性格は分からない。出土した弥生土器の小片から、弥生時代中期

の遺構と思われる。

第21土坑（図版40）

17Q地区の北に位置し、第20土坑の東にあたる○北には第48掘立柱建物跡がある。平面

形は楕円形で、東側はピットにより切られている。主軸はN－570－Wで、長軸1・92m、

短軸1．04m、深さ13cmを測る。遺物は出土していない。
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ヒ工一」1日目†±

第128図　第21土坑道構図

（4）　溝　状　遺　構

第1溝状遺構（図版40）

6D地区中央部やや南より、第16掘立柱建物跡の東側に位置

する東西に走る小型の溝で長さ約2．8m、幅約0．7m、深さ

12cmを測る。須恵器（Pol）の破片が出土している。時期は奈良

時代のものと考えられる。

第2溝状遺構（図版40）

7C、8C、8D地区を南北方向にのびる溝である。北端は

第24掘立柱建物跡のP3と切り合う。第20掘立柱建物跡のPl、

第25掘立柱建物跡のP2とも切り合っているが、いずれも新旧

関係は不明である。南側は、調査範囲外であったため、未確認

であるが、検出した部分のみの長さは8．85m、幅20cm、深さ8．

6cmであった。土師器片が

出土しているが、時期は不

明である。

第129図　第1溝状遺構遺物図

至芸≡－

第130図　第1溝状遺構遺構図　　　第131図　第2溝状遺構遺構図
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L＝102．5m

第27掘立柱建物跡P8

第34掘立柱建物跡Pl

第3溝状遺構

詔 Ill

（彰黒褐色土 と」l言l－1一二己

第132図　第3～5溝状遺構遺構図

第3～5溝状遺構

10M地区南側に位置する3本のほぼ平行に走る溝状の遺構で、第27◎34掘立柱建物跡と

切り合っている。第4溝状遺構は南側で二股に分かれており、北側は第27掘立柱建物跡の

P8と切り合っているが、第4溝状遺構の方が先行しているものと考えられる。第3溝状

遺構と第34掘立柱建物跡のPlは切り合っているが、新旧関係は不明である。第3溝状遺

構からは、土師器杯片、第4溝状遺構からは土師器賓口縁部片が出土している。第5溝状

遺構からは遺物は出土していない。各溝状遺構は、各々ほとんど平行であること、遺物に

さして時期差のみられないことから、同時期と考えられる。時期は奈良時代であろう。

第3溝状遺構は長さ3．52m、幅23cm、深さ13cm、第4溝状遺構は長さ3．44m、幅40cm、

深さ12cm、第5溝状遺構は長さ2．95m、幅35cm、深さ7cmを測る。

（5）　遺構外出土遺物

風　縄文土器（図版40）

調査により縄文土器を2点検出した。いずれも遺構に伴わず、クロボク層内に散在し

ていたものである。Polは内外面に条痕が認められるが、所々そのナデ消しが施されて

いる。中期のものであろう。P02は外面に櫛状工具による長さ4～6mmの刺突文が施さ

れる。内面はナデである。前期のものであろう。

B　弥生土器（図版40）

弥生土器は調査区の東側の第1竪穴住居跡と第2土鉱、3土坑の問に集中して検出され
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他地域よりの出土は少ない。いずれも弥生時代中期の特徴をそなえている。Po3・4は

頸部に刻み目凸帯を貼付し、口縁部に凹線が施されている。Po5～7はいずれも口縁部

に3条の凹線がめぐり、外面頸部ナデ、肩部（Po7）にパケ目が施されている。内面は

ナデである。P08は器台脚部で、脚端部外面に1条、その上方に5条の凹線が施されて

いる。脚部径は推定で16．5cmである。Po9～12は底部であるが、ほとんどが平底であり、

P09のような上げ底のものは1点であった。

C　土師器（図版41）

検出した土師器は全て歴史時代のものであり、遺跡の北西側（6D、7D地区）に集中

している。器種には賓、杯、皿があり、杯は高台の有るものと無いものとがある。

肇（Po13～19）は口縁部のみのものが多く全体の形を窺えるものはない。口径は最大

のもの（Po13）で29．2cm、最小のもの（Po17）で19．7cmを測る。いずれも外反しての

びる口縁部を持っが、端部の角ぼるものと丸味を帯びるものがある。Po15は口縁部の立

ち上がりが強く、端部は尖り気味に終わる。器壁も薄く、他の賓とはかなり異なる。

琢（Po20～30）は高台の有るものと無いものがあり、調整的には内外面横ナデ、底部

外面未調整のものが多い。底部はへラ切り、へラおこしのものが共伴する。Po21・25に

ll
0　　　　　　　　　　　5cm
：．．，．：．，．．［

第133－（D図　遺構外縄文土器実測図
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第133－④図　遺構外弥生土器実測図
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は赤色塗彩が施されている。高台を持つ杯（Po27～30）は口縁部が広く開き、高台は断

面三角形を呈するものが多いが、Po27はロ縁部が短く、かつ内湾気味に開いていて、形

態を異にする。Po27・28・30は赤色塗彩が認められる。口径は11．8（Po23）～15・9

（Po28）cmである。

皿（P。31～34）には比較的平坦な底部を持っものと、丸味を帯びる底部を持っものが

ある。P。31は強い横ナデによる稜が入る。Po33は口縁部が外反して開き、端部は丸味

を帯びる。この土器には赤色塗彩が認められる。Po34は碗状の皿で、外面へラ磨き、内

面縦パケ目後へラ磨きを施している。口径20．5cm、器高4．3cmを測る。

Po35は小片であるが、観であろう。

これらの土師器は7～8世紀のものと考えられる。

『‾‾「＿　。r－．．‘’

＼」一上∃！25∈∃二二♂

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿r－

l

l　　く．′－．－

18〃　／

－．f－－‾‾．．’J　‾．‾‾J　‾‾－′．

コ＋　　　　－

l

l

Po35

第133－③図　遺構外土師器実測図
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D　須恵器（図版41）

須恵器も遺跡の北西側と、第27掘立柱建物跡の近辺に集中して検出されている。器種は

蓋、杯、賓、高塀がある。

蓋（Po36～39）には環状つまみがつくもの（Po36・38）、宝珠つまみがつくもの

（Po39）がある。Po36・37には内面にかえりがあり、その下端は蓋の口縁端部より下

方にのびている。Po40～46は杯である。高台を持っものが多いが、その断面は矩形、三

角形、半円形と様々である。これらの須恵器の時期はその形態、手法等から7～8世紀と

考えられる。

∠≦≡≡さととl±烹／瑠／云千」ぐ

一一尋く；］⊇
⊆7

領
こ・二．：

、J

も
し

了∵‾∵三千二0　　　　　　　　　　　5cm
ト一丁「一丁「－＋一一，一一ロ1－－－・l

第133－⑤図　遺構外石器・土錘実測図
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E　石器◎土製品（図版42）

員田原遺跡は、安山岩の非常に多い所であるが、石器として判定できるものは数少ない。

また、石器として認められるものもサヌカイト、黒曜石等いずれも外来の石材から作られ

ている。かつてここで旧石器時代の有舌尖頭器が表

採されているが、それに類する石器も検出できなか

った。ここでは砥石を載せたが、双方ともあまり使

用されていない。

I l

率

好
Po53

0　　　叫5cm
1．．．．！．－．．！

第133－⑥図

遺構外不明土器実測図

第133－⑦図　遺構外鉄器e鉄製品実測図
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土製品として土錘を2点載せた。いずれも小型軽量の管状土錘である。耕土中の出土遺物

であり現代のものかも知れない。Po53は不明土器である。外面は丁寧なナデが施され

るが、内面は上から下へ指痕が判断できるくらい強くナデ、その後一部をへラ状工具で

挟っている。口径は推定で19．4cm、色調は内外面暗褐色である。

『　鉄器◎鉄製品（図版42）

鉄器は6D、7D、10M地区に集中している。第1竪穴住居跡（弥生時代中期）からも

刀子が1点出土しているが、ここで載せたものはほとんど前述した土師器、須恵器の時期

のものと思われる。

Flは刀子で第27掘立柱建物跡の近くから出土している。遺存状態は極めて良い。刀身

17．8cm、刃部長11cmを測る。F2は側面がリング状を呈し鎌の柄をとめる金具と推定する。

F3は鎌の刃の一部であろう。F4～6は釘、あるいは止め金具の一部であろう。いず

れもF8のそばで検出されている。F7◎8は鉄製鋤先である。F7は第29掘立柱建物跡、

F8は第24掘立柱建物跡の近くより検出した。F8は完全な形で検出されたが、板挿入部

や先端部から長期間使用されたことが分かる。2枚重ねにした薄い鉄板を接合してつくら

れたもので、全長19．5cmを測る。

岸本町教育委員会保管貝田原遺跡出土遺物（図版42）

員田原は昭和時代初めまでは原野であり、その後開墾によって調査前のような水田、畑、

果樹園等に利用されて来たが、その間に、土器や石器が数多く出土している。ここで載せ

た遺物はその内岸本町へ寄贈されたもので、員田原出土と記されているものである。Po

lは完形の球で、内湾気味に開く口縁部と、丸味を帯びた底部を持っ。内外面とも丁寧な

へラ磨き、丹塗りが施されている。琢底部内面は剥

離のため調整不明である。Slは太型蛤刃石斧で、

刃こぼれが少なく、あまり使用されていないようだ。

S2◎3は石鋲である。材質は黒曜石である。　　第1鋼－④図　岸本町教育委員会保管

咳診S這cm　感2

貝田原遺跡出土遺物実測図

く咳参S3
0　　　　1cm

忘よ志

第134－④図　岸本町教育委員会保管貝田原遺跡出土遺物実測図
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第3節　　ま　　と　　め

員田原遺跡の調査によって検出した遺構の内72遺構と出土遺物を報告してきた。その内

50遺構が掘立柱建物跡であるが、当遺跡の地山が、安山岩の多く含まれるローム層のため、

クロボク排除後多数の石が露出し、掘立柱建物跡のピット等、遺構の検出、判定が困難で

あった。その上耕作、削平によって地山に達するまで撹乱された場所もあり、50棟の掘立

柱建物跡の内、柱穴が総てそろうものは20棟しかなかった。また調査区域外に入り、全

体を把握できないピット列も、安易に建物跡として報告している感もぬぐえない。土坑に

っいても同じ事が言えるが、埋土、遺物等から∴最近の耕作によるものとして、第1◎4

～6　◎13◎16土坑の報告を省いた。

員田原遺跡では今回の調査で、弥生時代中期と7～8世紀に集落が営まれていたことが

分かったが、遺物の中には縄文時代前期にさかのぼる刺突文土器が含まれている。また表採で

はあるが、かって有舌尖頭器も検出され、先人の足跡が、古く旧石器時代～縄文時代草創期
註1

にまでさかのぼることを推測させる。これらを包含する遺構を発見できなかったが、形態

的には今回調査した、第14◎15◎17◎18土坑は角礫を用いた集石炉（～縄文時代中期）の

可能性がある。しかし石の焼成痕、炭化物とも認められず、積極的根拠に欠けている○

員田原に人間生活が明確に認められるのは、弥生時代中期になってからである。竪穴住居跡2

軋土拡墓⑳土坑6基がその頃の遺構である。第38◎46◎48掘立柱建物跡もその候補にあげ

られるが断定はできない。これらの遺構は近接しており、利用地が狭い限られた枠内であ

ることを思わせる。一般に西日本では、弥生時代中期は丘陵、高原地域で集落が営まれる

ようになる。員田原遺跡の近くでは、青木遺跡（米子市）がその最たるものであるが、岸

本町内の藍野、越敷ケ丘岸本遺跡、後述する林ケ原遺跡もその類である。員田原遺跡は、

標高100mの丘陵に位置し、平坦地の少ない、水利の不便な所である。しかも住居跡は2

棟しか検出されておらず、多くの労力を要する水田経営は覚っかない。小単位◎小規模の

陸桝を生活基盤として想定した方がよかろう。
註2

員田原に、本格的な集落が営まれるようになるのは7～8世紀である。集落は総て掘立

柱建物から構成され、内3棟の総柱の倉庫が内包されている。これらの掘立柱建物の内、

柱穴全部が検出されているものは20棟しかない。これは、柱穴自体が浅かったにしても少

なすぎる棟数である。中でも4隅の柱穴のそろわないものは建物として疑わしく、それら

を除く26棟を中心に、集落の有様を考えていかねばならない。表6に列挙したのがそれで

ある。内訳は1問×1間が3棟、1問×2間が12棟、2間×2問が5棟、2問×3問が6

棟である。軸方向は2問×2問以外に規則性が認められる。特に2問×3問の建物には強

く作用しているようだ。（表5）

員田原遺跡の遺構配置図をみると、建物跡の集中する所が4ヶ所ある。即ち第4◎24◎
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27e44掘立柱建物の各々をとりまく地域である。これを便宜上順にA◎BeC eD区とす

る。いずれの区からも7～8世紀の土器が出土しているが特にB◎C区は多い。この両区

からはU字型鋤先も出土している。更に、各区の特色をながめれば、建物群はA。B区と

C◎D区の2つに分類可能である。つまり1問×2問が多く、柱穴がまばらなAe B区と

プランの様々な、柱穴のしっかり掘り込まれているC eD区の違いである。軸方向もA◎

B区では北東一南西方向が多いのに対し、C◎D区では北西一南東方向も多くなっている。

これらの相違はどこから生じるのだろうか。両区出土の遣物を比べると、C◎D区のもの

に若干の新しさが認められる。また均一的な単位集団で集落が構成されるものは、不均等
註3

な単位集団で集落が構成されるものに先行すると言う。これらの事から、Ae B区の集落

はC◎D区のそれに先行し、従って集落は何らかのつながりをもって、南東へ移っていっ

たものと思われる。この進行を促す要因に、鉄製農耕具所有、あるいは貸与による農業生

産力の発展、三世一身法、墾田永年私財法等の下における首長層（大寺廃寺、坂中廃寺等

の築造勢力）による荒地の開拓があったと推定される。こうして利用可能となった員田原

も9世紀には一部の建物を除き多くの住居は廃棄され、集落としての姿を消し、以後は耕
註4

地として活用され、中世の久古牧へと続くものと思われる。

註1　「原史・古代」『岸本町誌』（1983）
註2　第1掘立柱建物跡出土のPolは10世紀代のものであるが、本遺跡全体の過構内外を通じて10世紀代の土器の出土例は

これ1点のみである。また遺跡で9世紀代の土器らしいものも出土したが断言できる資料ではなかった。だから7－8
世紀に集落が営なまれたとすべきであり、それ以後はこの地で集落が存続したとは思われない。

註3　小笠原好彦「蔑内および周辺地域における据立柱建物集落の展開」『考古学研和第25巻－4号、（1979）p98－102
註4　「中世各時式」P191－193（『岸本町誌』）、「久古牧」段階になると以後は武士臥大山寺とのつながりで文献に登場す

るようになるが、今回の発掘調査ではその頃の遺構、遣物が出土せず、現段階では、中世の貝田原については触れない
でおく。

表5　規模別巨地区別掘立主軸方向（e4豊㌢㌶
掘 立 プ ラ ン 主 軸 N － 長 軸 （m ） 短 軸 （m ） 据 立 プ ラ ン 主 軸 N － 長 軸 （m ） 短 軸 （m

4 2　× 3 5 9 0 － E 5．6 3．8 8 3 5 1 × 2 3 0 0 － W 3．6 5 2 ．6 0

6 2　× 1 5 3 0 － E 4．1 2 3 ．0 8 3 6 2　× 2 6 0 0 － E 3 ．5 6 2 ．1 2

1 4 1 × 2 1 8 0 － W 4．4 4 3 ．5 6 3 7 1 × 1 6 0 0 － W 3．2 8 2 ．2 0

1 7 1 × 2 7 7 0 － E 2．9 2．3 5 3 8 2　× 3 8 2 0 － E 3．7 3．4

1 9 1 × 2 5 0 0 － E 4．2 8 3 ．3 4 3 9 2　× 3 8 1 0 － W 5．0 4．4

2 0 1 × 2 2 7 0 － W 4．4 0 3 ．5 0 4 0 2　× 3 73 0 － W 4 ．7 5 3 ．2 8

2 1 1 × 2 7 9 0 － E 2 ．3 5 2 ．0 4 1 2　× 2 7 7 0 － W 3 ．2 2．3

2 5 1 × 2 4 3 0 － W 5．6 3．2 4 2 2　× 2 6 5 0 － E 4 ．2 5 3 ．2

2 7 2　× 3 6 5 0 － E 6．4 4 ．28 4 3 2　× 2 0 0 － E 3．8 3．0 5

28 1 × 2 3 7 0 － E 4．9 2．8 4 6 2　× 3 7 9 0 － E 5．4 3．04

3 1 1 × 2 52 0 － E 4 ．8 2．6 4 7 2　× 2 4 9 0 － W 4 ．0 0 3 ．0

32 1 × 1 6 7 0 － W 3．3 6 2 ．54 4 9 2　× 2 6 1 0 － E 3．7 6 3 ．5

3 4 1 × 1 8 7 0 － E 3．3 6 2 ．7 2 50 1 × 2 3 0 － E 3．5 5 2 ．0

表6　貝田原遺跡⑳主たる掘立柱建物跡一覧表
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第4章　林ケ贋遺跡

第瑚節　　概　　　　　要

林ケ原遺跡は、岸本町清原字孤塚原にある。発掘調査にいたる経過は貝田原遺跡と同様

である。

昭和57年度は、まずトレンチ（2mXlOm）による遺跡確認調査を行い、遺跡の範囲を

確認することとした。そして第135図中の1トレンチでは土拡墓、2トレンチでは若干量

の遺物、3◎4トレンチでは貯蔵穴、5◎7◎12◎13トレンチではピット並びに遺物を検

出した。その他のトレンチでは遺構、遺物とも検出しなかった。

試掘調査の結果から、遺跡の範囲は工事区全域に及ぶものと考えられ、工法等を考慮し

て約10，500I迂の全面発掘調査をすることとした。

昭和58年度に全面発掘調査にかかり、A～D区に4区分し、A一→B→D→Cの順で調査

を行った。調査期間は昭和58年5月4日から8月29日までであった。整理期間は昭和58年

8月30日から昭和59年3月31日まで行った。

四全面発掘調査地区　　圏遺構を検出したトレンチ　　［＝コ遺構を検出しなかったトレンチ

第135図　林ケ原遺跡全体図◎トレンチ配置図　　（S＝1／2000）
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第2節　　発掘調査の結果
（1）　竪穴住居跡

第1竪穴住居跡（図版46）

7D地区、北側と東側からの傾斜がほぼ交わる位置にあり、この辺りから、傾斜がゆる

くなりながら、さらに西側へと下っていく。平面プランは、北東側がやや突出しているも

のの、ほぼ円形で、長軸4．80m、短軸4．45m、床面は長軸4．40m、短軸4．00mを測り、床

面積は約13・8I迂である。検出面からの壁高は西壁で約30cm、南壁で約20cmを測る。側溝は幅

10～29cm、深さ3cm、住居跡南側によく残っていた。柱穴は6個で、Pl（37×14－

12）、P2（96×61－12）、P3（53×27－19）、P4（31×27－8）、P5（45×33－

17）、P6（38×38－11）cm、柱穴間距離はPlより1．56、1．45、工44、1．65、1．68、

1・54mである。中央特殊ピットP7は（93×57－35）cm。埋土と考えられる黒褐色土

の下層に、厚さ5cm程度のよくしまった暗黒褐色土層があり、この上部で土器が出土

しているため、この層を床面と判断した。またこの層の下層にも、暗黄褐色の層が存在

しているが、これは、第1竪穴住居跡が、第13土坑上に位置しているため、第13土坑の軟

塞
弔
いつ
「■

綜

（9時黒褐色土

②濃暗黒褐色土（硬くしまる）
③暗黒褐色土と黄茶褐色のまじった層

（ややしまる）
④暗黒褐色土と黄茶褐色土のまじった層

⑤黒茶褐色土（黄褐色土粉まじる）
（貼り床）

第137図　第1竪穴住居跡遺構◎遺物図
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かい黒褐色土中に床面が落ち込まないように、土を貼ったものと考えられるが、硬くしまっ

ており、また第13土坑上ではかなり下側に厚くなっている〇第1竪穴住居跡は2重の貼り

床を持っことになる。焼土面は確認できなかった。

遺物は弥生時代の聾の口縁部片（Pol）と、底部（Po2）が出土している。Polは

ロ縁部に3条の凹線をもつ。頸部以下内外面パケ目。内面一部ナデ。時期は土器より、弥

生時代中期後葉のものと考えられる。

第2竪穴住居跡（図版47◎48◎49）

／

m焼土
①黒褐色土

②暗淡茶褐色土
a′　③暗濃黒褐色土

④濃黒褐色土
⑤暗褐色土（粒子大）
⑥暗黒褐色土

⑦黒褐色土に黄褐色土混入（貼り床）
⑧淡黒褐色土
⑨黄褐色土に黒褐色土混入

⑪黄褐色土（粒子大）
S3 d′

第138図　第2竪穴住居跡遺構図
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15K◎L地区に位置している。一部14

K◎L地区にかかると考えられるが、水

路によって破壊されているため、調査で

きなかった。東側から緩く続く斜面に造

られた大型の竪穴住居跡である。北側に

は第6～11掘立柱建物跡が並び、南西側

には第3◎第5◎第6竪穴住居跡がある。

楕円形の黒褐色の落ち込みが検出され、

第1～4段階柱穴配華図　　当初はこれが平面プランと考えられたが、

2

T・．」

⊂〕

E

Ln

Cn

r・」
N

II

J

m

平面プラン外から柱穴と思われるピットが検出されたこ

と、中央特殊ピットとの距離等から、ほぼ円形の平面プ

ランを持った竪穴住居跡であったものが、西側床面を耕

作等で削られたため、楕円形に見えたものと判明した。

さらに東側では三重に掘られた溝を確認し、中央ではや

喜、や南よりに、小型の円形の竪穴住居跡を検出した。柱穴の（⊃し

検出状況、規模、断面等からみて、小型の竪穴住居から、

外側の側溝に向かって四段階に建て替え、拡張が行われ

たものと考えられる。以下各段階における柱穴の配置及

び規模等を見ていく。

まず第1段階は、中央部の小型の円形竪穴住居跡であ

る。径約4．8mを測りPl～4の4個の柱穴を持っも

ので、中央に特殊ピットがある。柱穴の規模はPl（66

×47－54）、P2（82×65－60）、P3（72×55－48）、

P4（100×65－55）cmで、柱穴問距離はPlより順に

2・35m、2・24m、2。20m、2．25mを測る。中央の特殊ピッ

トP5（140×110－25）cmで、焼土面は検出されてい

ない。壁高は最大13cmを測るが、側溝は検出されてい

ない。P25（45×38－57）、P26（43×42－50）。川は、

補助柱と考えられよう。また、この住居跡に限り、黄褐色土と黒褐色土の硬くしまった貼

り床が確認されている。

第2～4段階に中央特殊ピット（P24）を共有する形で、外側へ広がっていく。P24

（113×88－－30）cmでは、焼土面、炭、土器が検出されている。推定径はP24を中心とした

各溝の外縁までの距離の2倍である。
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第2段階は、一番内側の溝を側溝とするもので、推定径6・40m、P6～11までの6個の

柱穴を持っものと考えられる。但しPllは調査範囲内であったが、確認はできなかったo

p6（50×50－50），P7（52×34－58）、P8（79×45－54）、P9（73×40－38）、P

lO（60×44－51）cm、柱穴問距離はP6より順に2．10、2．50、2．38、2・63mを測る。側溝の

幅は20cm内外、深さ8cm程度である。

第3段階は、内から2番目の溝を側溝とするもので、推定径は約7・8m、P12～17まで

の6つの柱穴を持っものと考えられる。P17は確認できなかったo P12（38×？－13）、P

13（43×40当4）、P14（79×45－55）、P15（73×40－38）、P16（60×52－57）cmで

柱穴問距離はP12より順に2．35、3・20、2・75、2・25mを測る。側溝は幅20～35cm、深さ7

cm前後である。

第4段階は、最も外側の溝を側溝とするもので径約9・10m、P18～23の6つの柱穴を持

っものと考えられる。P23は確認できなかったo P18（38×36－52）、P19（47×32－

58）、P20（79×45－53）、P21（73×40－55）、P22（55×？－46）cmで、柱穴問距離

はP18より2．64、2。83、2．70、3．80mを測る。側溝の幅は20～35cm、深さ10cmである。東

側では、高さ10cmの壁が残っている。

p8◎14◎20及びP9◎15e21は切り合っているが、P21が第4段階の柱穴であること

以外は、新旧関係は不明である。一応内側から外へと広がっていくものと考えられる。他

にもP27（45×45－58）、P28（42×38－43）、P29（76×4上44）、P30（39×38p14）

p31（27×24p20）、P32（44×16－16）、P33（116×92－7）cm等があるが、どの段

階の住居と関連があるかは不明である。

弥生土器は壷◎聾が出土している。壷では大きく下垂する口唇部に斜格子文を、口縁部

の内側には貼付凸帯による文様を施したものPol、口唇部に凹線をもっPo2◎3、頸

部内面に刻み目を施して貼付凸帯をもつP04がある。Po27はゆるく外反する細長い口

縁部をもっ壷であろう。聾はくりあげ口縁のものと、「く」の字状口縁のものがある。く

りあげ口縁の聾は口唇部に凹線をもっ○調整は内外面パケ目。Po15～Po19の聾は、頚

部外面に圧痕文の貼付凸帯がつく○またPo16～Po19では凹線上に刻み目をもつ。Po

9◎13◎14は「く」の字状口縁の蜜で、Po13◎14には口縁部に刻み目を施す。Pollの

聾は口縁部に凹線が入り、刻み目をもつ○胴部外面はパケ目、内面にはへラ磨きがみられ

る。底部で図化できたものは7点であった。外面は縦方向のへラ磨きのものがほとんどで、

内面はへラ削りのもの、へラ磨きの施されているものがある。（Po26）

p02の5e6◎10e14◎15◎18◎22◎26はP24の焼土下層から、Po12はP2から出

土している。またPo17は、小型4穴の第1段階の竪穴住居跡の貼り床下層より出土して

いる。この他、Po15は第60土坑出土の土器と接合した0土器の他にも、弥生土器転用の
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第140－①図　第2竪穴住居跡遺物図
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第140－④図　第2竪穴住居跡遺物図
註1

紡錘車（Dl e2）や分銅形土製品（D3）が出土している。Dl◎2は両側穿孔で、D

2は一部欠損している。D3は刺突痕と沈線で文様が措かれ、上から下へ貫通する穿孔が

みられる。全体に丹塗りがしてある。Slには擦り面と、溝のような痕がみられる。

出土している土器などより、この住居跡は弥生時代中期に使用されていたものと考えら

れる。

註1　本文P217参照。

第3竪穴住居跡（図版49）

15J、16J地区にまたがり、第5◎6竪穴住居跡の西にあたる。地形は東からゆるやか

に下がり、住居跡の西側は流失のため検出できなかった。平面形は径4．56mの円形を呈す

る。壁高は東側で最大値23cm、西側で最小値Ocmを測る。床面には綿密な調査にも拘わら

ず側溝がなく、ピットを16個検出しただけであった。いずれも浅く小さなものである。そ

の内主柱穴と思われるのはPl～6で、P7◎8は第29土坑によって壊されたものと思わ

れる。ピットのプランはPl（21×20－10）、P2（25×23－6）、P3（15×14－11）、

P4（24×23－17）、P5（24×23－20）、P6（22×22－16）cmを測る。遺物はない。

古墳時代のものかも知れない。
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（彰暗褐色土
④黄茶褐色土

第掴間図　第3竪穴住居跡遺構図

第4竪穴住居跡（図版49◎50）
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①黒褐色土
（彰褐色土（スミが混入）
⑨淡黒褐色土
④黒褐色土に黄色土わずかに混入
⑤褐色土に黒褐色土一部混入
⑥褐色土

⑦耕作土
⑧黄褐色土に黒褐色土混入

（叩きしまった硬い粘土）

第掴2図　第4竪穴住居跡遺構図
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第掴3図　第4竪穴住居跡遺物図

10cm

14H地区に位置し、第5掘立柱建物跡の南にある。平面プランは円形を呈し、床面の周

囲には幅約20cm、深さ約8cmの側溝がめぐる。住居跡の長軸5．72m、短軸5．24m、深さ56

cm、床面積約17．3I正を測る。柱穴は4本で、Pl（45×44－44）、P2（36×40－45）、

P3（36×36－44）、P4（44×44－36）cmを測り、中央に特殊ピット（84×80－24）cm

をもっ、床面には火をうけた跡があり、P6（20×20－40）cmの周囲が特に硬くなっていた。

P6は袋状を呈するピットである。この他、壁際などで焼土面を検出した。

遺物は住居跡の東側で集中して出土している。出土した土器はほとんど古式土師器であ

るが、埋土中に数点の弥生土器片も含まれていた。Pol◎2は複合口縁の壷で、Pol

は肩部外面に波状文が施され、内面は頸部のすぐ下より削りが始まっている。口縁部に

はススの付着が認められる。P02は口縁部に凹線が残り、外面全体に丹塗りが施される。

Po3～PolOは複合口縁の聾で、P04は小片が散らばった状態で検出した。肩部外面

には櫛措平行沈線と波状文がみられる。賓には炭化物やススの付着が認められた。この他、

P。12は鉢、P。13は低脚杯の脚と考えられる。これらの土器より、古墳時代前期初頭の

住居跡と考えられよう。

第5竪穴住居跡、第35土坑（図版50）

15K地区の西側に位置し、第2竪穴住居跡の南西、第6竪穴住居跡の北にあたる。第5
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①黒褐色土
②暗茶褐色土
⑨褐色土
④黒色土

C′　　⑤茶褐色土に黄色ローム
が少々混入

⑥暗褐色土

2m

第144図　第5竪穴住居跡〇第35土坑遺構図

竪穴住居跡は断面を観察する限り、第35土坑を切っているように見えるが、場所的に両者

は関連する遺構と思われる。

第5竪穴住居跡は主軸をN－590－Wにとる隅丸長方形プランの竪穴住居跡である。長

辺3．96m、短辺2．58m、壁高東側で27cm、西側で7cmを測る。ピットは住居跡の肩で2個、

床面で5個検出した。その内主柱穴と思われるのはPl（58×40－40）、P2（54×52－

70）cmで、双方とも柱穴は住居跡の内側を向いている。層的にも柱痕が斜めになっている

様子が観察できた。これに対し床面のピットは南西側に集中しており、北東には対応する

ものが兄い出せなかった。以上のことからPl◎2を主柱とし、P3～5で補助した

建物と推定される。このように住居跡肩部にしっかりした主柱穴を持っものに第10

竪穴住居跡がある。第35土坑と第5竪穴住居跡の関係についても、第10竪穴住居跡

と、そのテラス部の関係と同様のことが言えよう。遺物には壷（Pol　◎2）、賓（Po

3～5）等がある。Polには口縁部端面に櫛状工具による格子文が施され、その後径15

mmの円形浮文が貼付されている。外面は頸部にかけて4条の刻み目凸帯も貼付されている

が、さらに一部分それに粘土紐を上下につけている。P02は壷の頸部で外面に斜格子文、

6条の沈線文がめぐる。下位には刻みを持っ貼付凸帯がめぐる。P04は口縁部に3条の

凹線文、頸部外面に刻み目を持っ貼付凸帯が施されている。内面胴部にパケ目が認められ

る。紡錘車（Dl）の末製品も床面で出土している。時期はこれらの遺物から弥生時代中

期後葉であろう。
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第145図　第5竪穴住居跡遺物図

第6竪穴住居跡（図版51）

15e16K地区に位置し、第5竪穴住居跡の南、第3竪穴住居跡の東にあたる。平面形は

不整円形で、一部耕作穴によ

って壊されている。規模は長

軸3．02m、短軸2．70mを測る。

壁高は北東で最大値17cm、西

で最小値9cmを測る。床面積

は約6．8I産。床面よりピットを

6個検出した。その内構造柱

跡と思われるものはPl～4

である。各々のプランはPl

（56×40－68）、P2（24×

23－43）、P3（22×20－27）、

P4（23×20－21）cmである。

側溝はなく、遺物も弥生土器

片ばかりであった。

（去暗茶褐色土

②茶褐色土
⑨黒褐色土

第146図　第6竪穴住居跡遺構図
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第7竪穴住居跡（図版51）

10D。E地区にかけて位置

しているが、北側は水路があ

ったため、調査できなかった。

東側には第11竪穴住居跡、北

側に第1竪穴住居跡、南西側

には第44～47土坑がある。壁

票票差警㌶豊㌫竿m、上
きた。側溝は幅10～20cm、深

さ10cm前後で、調査した床面

では全体をめぐっていた。柱

穴と考えられるPl、中央特

殊ピットP2と、浅いP3の

3つが検出されている。Pl

は柱痕を持つが、その周囲

は硬く　しまった淡黄茶褐色

土が入れられており、柱の根

元を固めていたものと考えら

れる。規模は（64×53－50）

cmである。中央ピットは半分

しか検出していないが、径40

・①耕　土　　②淡暗褐色土
（彰黒褐色土
（り暗黒褐色土

⑤黒褐色土に淡暗褐色土混入
⑥灰褐色土・淡黄褐色土・黄

褐色土混入
⑦黄褐色土

⑧淡黄褐色土　2m

第147図　第7竪穴住居跡遺構図

第148図　第7竪穴住居跡遺物図

cm、深さ14cm、P3は（30×24－22）cmで、補助柱用の柱穴であろうか。

遺物は住居跡東側の床面近くで、壷の底部（Pol）と、第③層の上部で器台（Pol）

が出土している。P02は筒部に凹線がめぐり、中央には三角形で穿孔途中の透し孔

が4方にみられる。全体に丹塗りされる。弥生時代中期の土器と考えられるが、出土

位置から、この住居跡に伴うものとは考え難く、流入したものとみられる。Polの外面

はへラ磨きで仕上げられ、内面上方にはパケ目が認められ、以下はへラ削りで仕上げられ

ている。底部は細く、胴部はかなり太くなっている。この土器、周辺遺構との関係から判

断すると、第7竪穴住居跡は弥生時代中期のものと考えられる。

－125－



第149図　第8竪穴住居跡e第78土坑道構図

第8竪穴住居跡（図版52◎53）

1巨12J地区と11◎12K地区にまたがって位置し、第

9竪穴住居跡、第74◎78◎86土坑と切り合う。新旧関係

は第9竪穴住居跡より新しいが、第74◎78土坑よりも

古い。第86土坑とは不明である。

第8竪穴住居跡は西側大半で掘り方を検出すること

ができなかったが、平面形はほぼ円形になると考えられ

る。また柱穴および側溝の検出状況からみて2回の建て

替え並びに拡張が行われたと考えられ、その新旧関係は

側溝の切り合いで判断した。また側溝は古い順から、第1

まず最初、Pl（43×31－51）、P2（55×45－52）、

第150図第8竪穴住居跡概念図

◎第2　◎第3とする。

P3（52×41－27）、P4（40

×40－56）、P5（35×？－41）、P6（36×？－38）cmを主柱穴とし、幅20cm前後、深

さ5cm余の第1側溝をもっ竪穴住居がつくられた。柱穴問距離は、2～2．3mである。

次にPl◎P2　◎P3由P4◎P7（35×？－36）、P8（35×？－36）cmを主柱穴と

し、幅10～20cm、深さ5cm余の第2側溝をもっ竪穴住居に建て替え、拡張している。柱穴
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第151－①図　第8竪穴住居跡◎第78土坑遺物図

問距離は、2～2．5mである。北西方向にある2本の柱穴を移動させていることは、冬の

季節風の影響であろう。小規模な改築と考えられる。

最後に、P9（46×46－46）、PlO（43×36－51）、Pll（45×36－51）、P4、P12

（57×？－38）、P13（34×？－29）cmを主柱穴とし、幅15cm前後、深さ5cm余の第3側

溝をもっ竪穴住居がっくられた。柱穴間距離は、2．2～2．5mである。P14（92×？－31）

cmは中央ピットであるが、プランから考えて構造柱の一部とは考えにくく、屋内炉の可能

性が強い。最後は、かなり大規模な建て替え並びに拡張である。これは、住居がかなり老

朽化してきたためと考えられる。

遺物は埋土中、床面直上、柱穴内より多量に検出したが図化できたものは聾（Po3～

－127－
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（

0　　　　1cm

誌ふよ

7）、高塚（Po8）、紡錘車（Dl～4）、磨製石斧（Sl～4）、石嫉（S8～10）である。S

lは磨石として再利用されてい．る。時期は弥生時代中期と考えられる。

第8竪穴住居跡が廃棄された後、第74◎78土坑がっくられたと考えられる。第74土坑

は、第8竪穴住居跡の廃棄に際して、祭祀的な使用をされた土坑と考えられる。第78土坑

はP14との切り合い関係から新しいものと考えられる。規模は（152×110－40）cm。性

格は貯蔵穴であり、遺構内からは弥生土器（Pol　◎　2◎9）、紡錘車（D5）を検出し

た。

第9竪穴住居跡（図版53◎54）

12K地区にあり、第8竪穴住居跡と切り合う。新旧関係は第9竪穴住居跡の方が古い。

平面形は明確ではないが楕円形であろう。長軸は7．70m、短軸は推定7．20mを測る。壁高

は東側で最大値15cmを測る。側溝は幅20cm、深さ5cmを測り内側をめぐる。さらに外側に

幅15cm、深さ6cmの側溝が走る。外側の側溝の方が新しいので、この側溝は第9竪穴住居

－128－
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第152図　第9竪穴住居跡遺構図

跡の拡張を意味すると

思われる。この結果、

床面積は約36．3I迂から

約46．5I迂に拡大してい

る。柱穴はPl（45×

40－63）、P2（60×

54－42）、P3（70×

70－61）、P4（45×

・ノ′・・　－　　　ヽ

担＿［：ヨ主因
Sl

”ノZ′′方∴／・／・′　』コ乙乙伊　⊆±⊥±⊆上土二∃　』2ク

第153図　第9竪穴住居跡遺物図

30－47）、P5（43×31－8）、P6（65×45－60）cmの6個で、柱穴問距離はPlより

2．2、2．75、2・0、2．1、2．3、2．15cmを測る。P7（130×75－34）cmは2段に掘り込んで

あり、プランから考えても柱穴とは考えにくい。P2～4は抜きとり痕があった。

遺物は埋土、床面直上より多くの土器片を検出したが図化できたのは聾（Pol）のみ

である。他に砥石（Sl。2）を検出した。時期は弥生時代中期と考えられる。
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第10竪穴住居跡（図版54◎55）

9G◎H地区に位置し、西側は第24掘立柱建物跡を掘り込んでつくられている。南側に

貯蔵穴第96◎97◎98◎104土坑がある。

住居跡は平面形が円形で、東側が耕作溝によって壊されている。規模は南北長4・82m、

東西長5．10（推定）mを測る。壁は南西側を除いて2段になっている。つまり何cm（検出

面からは10cm）か掘り込み、僅かの屋内高床部を設け、さらに約35cmロームを掘り込んで

床面とした住居跡である。床面には幅8～16cm、深さ3～5cmの側溝が壁際をめぐる。東

側には側溝にかかる4個のピット（P6～9）があるが、いずれも深くしっかりしたもの

である。床面には他に5個のピットがある。Pl（21×20－20）、P2（24×22－28）、

p3（40×28－20）、P4（24×22－15）cmは場所的に構造柱跡と思われる。P5（68×

46－34）。mは周辺、及び上層より焼土が検出されたことから、屋内炉と考えられる。床面

積は10．2I運になる。第10竪穴住居跡は肩部にもピットがある。PlO～15がそれである。

これらはP12－P15を中心線として対称形に配されている。各ピットの規模はPlO（56×

52p47）、Pll（42×34－58）、P12（38×34－55）、P13（58×53－61）、P14（38×

38－55）、P15（38×29－46）cmで、P12◎15は柱穴が住居跡中央を向いて傾いている。

第154図　第10竪穴住居跡遺構図
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第155－①図　第10竪穴住居跡遺物図
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第155－④図　第10竪穴住居跡遺物図
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第155－④図　第10竪穴住居跡遺物図

他のピットも断面観察により、柱が内側に傾いていたことが分かる。ところでP16～19

も住居跡の肩に沿うように配置されている○大きさは44～60cmで、深さは45～71cmを測る。

P17。18には柱痕が認められる。これら4個のピットは住居跡の北西側に位置する。冬の

季節風を遮る柵を支えた木のあとであろう。遺物は弥生土器と石器である。P。1は壷で

床面に密着し、まとまって検出された。外面口縁部に3条の凹線、頚部に4条の凹線がめ

ぐる。調整は外面頸部、胴部上半縦パケ目、以下縦へラ磨き、内面口縁部。頚部ナデ、頸

部に浅い指頭圧痕が残る。胴部上半縦パケ目、以下上方向のへラ削りである。P。10は小

型の婆で、口縁部横ナデ、胴部外面へラ磨き、内面ナデ調整である。外面に赤色塗彩が施

されている。石器としてSl～6を載せたが、その内S2～5は台石と思われる。使用痕

の顕著なのはS4で、表面に磨痕、3～5mm長の潰痕が認められる。これらの台石は床面

に密着して検出された。S6も床面に密着して検出された。これは全面研磨されているが、

片側中央近くに刃こぼれが認められ、石庖丁のように用いられた可能性がある。Slは茶

褐色のジャスパーを原材としてつくられたスクレイパーで、縄文時代のものである。竪穴

住居跡埋没時流入したものと思われる。

第10竪穴住居跡の時期はPol等から弥生時代中期後葉と推定される。

第11竪穴住居跡（図版55）

10E。F地区にかけて位置しているが、南側半分は道路があったため、調査できなかっ

た。東側に第10竪穴住居跡、西側に第7竪穴住居跡、北側には第1竪穴住居跡がある。検

出できた面は半円形状を呈し、壁高35cmで、幅30cm、深さ3～5cmの側溝がめぐっている。東

側の壁にはかなり大きな石が露出しているが、そのまま壁の一部として利用していたと考

えられる。柱穴と考えられるものを3個検出しており、中央特殊ピットP5を中心として、

約900毎に配されているため、4本柱の竪穴住居跡と考えられる。各柱穴の規模はPl

（26×23－27）、P2（24×20－16）、P4（32×24－42）cmである。P2には2つの柱穴が

あるが、中央特殊ピットからの距離から考えて東側のピットを柱穴と判断した。柱穴問距

離はPl～2、1・6m、Pl～4、1．75mを測る。中央特殊ピットは、（45×43－14）。m

－133－
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第156図　第11竪穴住居跡遺構図
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第157図　第吊竪穴住居跡遺物図

を測る。これらのピットは、住居跡の西側にかたよっている。側溝と壁をみても、石の露

出している部分で、一段くびれた形となっており、石より西側を住居として、東側を貯蔵

等の付属施設として使用したのではないかと推測される。焼土面は3ヶ所確認されている。
l

土器は壷口縁部（Pol◎Po2）、婆口縁部（Po3～5）、高塚口縁部（Po6）、手づくね

土器（P。8）が出土している。Polの壷はくりあげ口縁で口縁部には凹線がめぐる。

p。6の高塀は、浅い底部から直立する口縁部をもつ師部で、外面には凹線が施されて

いる。師部外面は磨き、内面はパケ目で仕上げられている。P03の賓は、「く」の字

－134－



状の口縁で口縁部に刻み目を持っ。Po4◎5はくりあげ口縁で、口縁部に凹線を持ち、胴

部内外面ともパケ目調整であるが、頸部内面は構ナデである。

これらの土器より、この竪穴住居跡は、弥生時代中期のものと考えられる。

（2）　掘立柱建物跡

第1掘立柱建物跡（図版56）

17L◎M地区に仕置し、第3土坑の北にある。梁行1問、桁行2問の建物跡と考えられ

る。長軸3．6m、短軸2．24mを測る。Plは検出できなかった。遺物はPolをP5より、P

2◎3から壷の胴部片を、P6からは賓の胴部片を掘り下げ中に検出した。いずれも弥生

土器である。

二l ①黒褐色土

0　　　　　　2m

LJ目白1－－11

第158図　第1掘立柱建物跡遺構◎遺物図

P l －
P 2 56　×　54　－　36

P 3 30　×　20　－ 19

P 4 32　×　25　－　22

P 5 28　× 16　－ 13

P 6 55　×　46　－　37

0　　　　4cm

忘志惑

P 3 165 l p 2 l P l
224 －
P 4 140 l p 5 1 230 P 6

第1掘立柱建物跡計測表

第2掘立柱建物跡（図版56）

14I◎J地区と一部13J地区にかかり第3掘立柱建物跡と切り合う。主軸をN－400－

Eにとる梁行1問、桁行1問の建物跡である。長軸3．70m、短軸2．63mを測る。周辺には

多くのピットがあるが、第2掘立柱建物跡と関係があるかどうか分からない。他に別の掘

立柱建物跡が存在した可能性もある。遺物はP3より弥生土器の底部が出土している。
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第2掘立柱建物跡計測表

P l 45　×　37　－　36

P 2 37　×　35　－　25

P 3 43　×　40　－　45

P 4 53　×　37　－　46

第3掘立柱建物跡（図版56）

14I eJ地区に位置し、第2掘立柱

建物跡と切り合う。主軸はN－590－

Wである。長軸2．40m、短軸2．28mの

梁行1間、桁行2間の建物跡であろう。

P4は別の遺構によって切られ検出で

きなかった。遺物はなかった。

第5掘立柱建物跡（図版56）

14H eI地区に位置し、第4竪穴住

居跡の北東、第2掘立柱建物跡の西に

あたる。主軸をN－270－Eにとる。

梁行1間、桁行2問で長軸4．16m、短

軸2．64mを測る。P5e6には、順に

P 2 370 P l

263 263

P 3 370 P 4

。

7

ノ

．

．

‥

‥

‥
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＼
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①黒褐色土

2m

第160図　第3掘立柱建物跡遺構図
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第161図　第5掘立柱建物跡遺構図

P l 33　×　32　－ 17

P 2 22　×　22　－　 6

P 3 34　×　24　－　30

P 4 74　×　62　－　26

P 5 25　× 15　－　 8

P 6 25　×　22　－　23

第3掘立柱建物跡計測表

P l 30　×　28　－ 16

P 2 27　×　27　－　34

P 3 35　×　33　－　34

P 4 35　×　22　－　49

P 5 33　×　27　－　44

P 6 42　×　34　－　20

P 3 104 I p 2 I 136 P l

228 240

P 4 104 l P 5 l l12 P 6

P l　 ～　 P 3 240

P 4　 ～　 P 6 216

P 3 220 I p 2 I 190 P l

264 280

P 4 200 I p 5 1 216 P 6

P l　 ～　 P 3 410

P 4　 ～　 P 6 4 16

第5掘立柱建物跡計測表

（20×20－20）e（25×24－14）cmの柱痕が認められた。遣物はなかった。

第6掘立柱建物跡（図版56）

14M地区の南東にあり、第63土坑の北西に位置する。梁行1問、桁行2間で、主軸をN－

720－Wにとる。長軸4．40m、短軸2．00mを測る。柱穴内より遺物は検出しなかった。

P l 26　×　23　－ 12

P 2 25　×　2 1 －　23

P 3 23　×　22　－ 10

P 4 28　×　26　－　33

P 5 35　×　30　－　4 1

P 6 25　×　23　－　40

P 3 230 1 p 2 i 210 P l

200 244

P 4 2 10 l p 5 1 190 P 6

第6掘立柱建物跡計測表
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第162図　第6掘立柱建物跡遺構図

第7掘立柱建物跡（図版56）

13K地区の中央にあ

り、第8掘立柱建物跡

の南東に位置する。梁

行、桁行とも1問で、

主軸をN－460－Eに

とる。長軸4．00m、短

軸2．64mを測る。柱穴

内より遺物は検出しな

かった。

第7掘立柱建物跡計測表

P 2

P l

♂

4
P 3

第163図　第7掘立柱建物跡遺構図

P l 79　×　52　－　53

P 2 79　×　58　－　47

P 3 53　×　47　－　4 9

P 4 41 ×　40　－　45

P 2 400 P l

264 264

P 3 400 P 4
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第8掘立柱建物跡（図版56）

13K地区の北西にあり、

第7掘立柱建物跡の北西に

位置する。梁行1問、桁行

2間で、主軸をN－500－

Wにとる。長軸3．20m、短

軸2．20mを測る。柱穴内か

らは少量の弥生土器片を検

出したが実測できなかった。 駐
第164図　第8掘立柱建物跡遺構図

P l 25　×　22　－ 16

P 2 52　×　35　－　48

P 3 35　×　25　－ 10

P 4 47　×　41 －　32

P 5 49　×　36　－　43

P 6 52　×　33　－　26

P 7 40　×　36　－　23

第9掘立柱建物跡（図版56）

14L地区の北側、

一部13L地区にかか

る。P4は第52土坑

に一部壊されている

が梁行2問、桁行2問

である。長軸4．40m、

短軸2．50mを測る。

主軸はN－120－W

である。遺物は弥生

土器がピット内から

出土しているが図化

できなかった。

対

P 3 1 3 0 l p 2 l 1 9 0 P l

2 2 0

8 0

P 7

1 4 0

P 4 1 6 0 l p 5 l 1 6 0 P 6

第8掘立柱建物跡計測表

第165図　第9掘立柱建物跡遺構図
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P l 20　× 18　－　30

P 2 3 1 ×　22　－　23

P 3 24　×　20　－　38

P 4 35　×　33　－ 15

P 5 26　×　23　－ 13

P 6 30　×　30　－ 14

P 7 24　×　22　－ 11

P 8 30　×　25　－ 19

P 3 190 l・P 2 l 200 P l

130 120

P 4 P 8

120 130

P 5 260 l p 6 l 180 P 7

第9掘立柱建物跡計測表

第10掘立柱建物跡（図版57e58）

12L地区中央に位置する。梁行1間、桁行3間の細長い建物跡である。主軸はN－470－

Eにとる。長軸6．56m、短軸2．16mを測る。高塚脚部（Po2）が出土している。外面パ

ケ後横方向のへラ磨き、内面ナデ調整が施されている。弥生時代の掘立柱建物跡と考えら

れる。

－．　　　　．・　　　　　－

第166図　第10掘立柱建物跡遺構図

P l 53　×　36　－　42

P 2 31 ×　37　－　46

P 3 30　×　28　－　36

P 4 42　×　40　－　36

P 5 48　×　32　－ 12

P 6 74　×　45　－　26

P 7 29　×　27　－　26

P 8 28　×　28　－　28

P 4 200 】 p 3 l 184 I p 2 1 240 P l

240 2 16

P 5 240 l p 6 I 176 1 p 7 1 240 P 8

第10掘立柱建物跡計測表

Ⅶ肱1』』cm
第167図　第10掘立柱建物跡遺物図
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第11掘立柱建物跡（図版57）

13L地区の南西に位置し、

西に第7掘立柱建物跡、南

東に第9掘立柱建物跡があ

る。主軸はN－430－Eで

ある。長軸3．90m、短軸2．40

mを測る梁行1間、桁行2

間の建物跡である。遺物は

検出しなかった。

－
く
㍉
二
二
二
二
十

＼

二∴　去⊥土

①黒褐色土

（ややロームが混入）

（彰黄褐色土
（ロームが多くなる）

第11掘立柱建物跡計測表

P l 28　×　27　－　37

P 2 37　×　32　－　29

P 3 32　×　29　－　32

P 4 30　×　30　－　32

P 5 30　×　28　－　27

P 6 45　×　35　－　40

二

≡

∵

　

∴

≒

1

．

第168図　第11掘立柱建物跡遺構図

P 3 200 l P 2 I 160 P l

24 0 24 0

P 4 200 l p 5 ！ 190 P 6

P l　 ～　 P 3 360

P 4　 ～　 P 6 390

第12掘立柱建物跡（図版57・59）

12I地区の北東に位置する。梁行、桁行とも1問で、主軸をN－480－Eにとる。長軸

3．44m、短軸2．60mを測る。Pl・3・4は断面に柱痕が確認できた。P4内より器台

（Po2）を検出した。P02の受部外面には4条の凹線がめぐり、外面全体に丹塗りが

されている。建物跡の時期は、周辺の遺構等から弥生時代中期と考えられる。

恥調冊潮間

第169図　第12掘立柱建物跡遺物図

P l 42　×　42　－　46

P 2 4 9　×　4 9　－　53

P 3 58　×　43　－　57

P 4 42　×　42　－　46

P 2 344 P l

260 260

P 3 344 P 4

第12掘立柱建物跡計測表
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第170図　第12掘立柱建物跡遺構図

第13掘立柱建物跡（図版57）

12L地区北側から、11L地区南西にかけて位置しており、南側に第10掘立柱建物跡があ

る。梁行1間、桁行2問を数え、主軸をN－410－Wにとる。長軸5。52m、短軸2．90mを

測る。P5より土

器片が出土してい

るが実測は不可能

であった。P2は

第59土坑と切り合

っていもが、耕作

溝による撹乱のた

め新旧関係は不明

であった。また、

第77土坑とも重な

るが、この新旧関

係も不明である。
□

・－－

第171図　第13掘立柱建物跡遺構図
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P l 33　×　32　－　4 2

P 2 －
P 3 25　×　22　－　8

P 4 26　×　25　－ 13

P 5 26　×　20　－　29

P 6 2 0　× 16　－　38

第14掘立柱建物跡（図版57）

11J◎K地区の北側に位置し、

第15掘立柱建物跡の南、第8竪

穴住居跡の北にある。主軸はN

－500－Eで、梁行1間、桁行

1問の建物跡である。長軸3．40

m、短軸1．75mを測る。遺物は

検出できなかった。

P 3 l p 2 l P l
290 2 90
P 4 296 i p 5 1 25 6 P 6

第13掘立柱建物跡計測表

滑

P l 3 2　 ×　 3 2　 －　 2 3

P 2 3 0　 ×　 3 0　 －　 4 8

P 3 4 0　 ×　 2 4　 －　 5 4

P 4 3 1 ×　 2 8　 －　 3 3

第172図　第柑掘立柱建物跡遺構図

P 2 340 P l

175 185

P 3 340 P 4

第用掘立柱建物跡計測表

第15掘立柱建物跡（図版57）

10J◎K地区に位置し、北には第16掘立柱建物跡、西に第20掘立柱建物跡、南に第14掘

立柱建物跡がある。東には計8個もの貯蔵穴がある。建物跡の主軸はN－500－Eで、梁

行1問、桁行2間を数える。長軸5．60m、短軸2月Omを測る。遣物は検出しなかった。

P l 23　×　2 0　－　26

P 2 28　×　25　－ 14

P 3 27　×　25　－　27

P 4 27　×　24　－　32

P 5 23　×　21 －　28

P 6 22　× 15　－　4 8

P 3 305 P 2 255 P l

2 60 290

P ．4 25 6 P 5 240 P 6．

第15掘立柱建物跡計測表
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第173図　第15掘立柱建物跡遺構図

第16掘立柱建物跡（図版57）

10J地区北東より、10

K地区北西にかけて位置

している。第15掘立柱建

物跡の北側にあたる。梁

行1問、桁行2問の建物

跡で、主軸をN－570－

Eにとる。長軸4．10m、

短軸2．86mを測る。P2

は第85土坑と切り合うが、

第85土坑の方が新しいも

のと考えられる。P5　e

6より弥生時代中期と考

えられる土器が出土して

いる。

第16掘立柱建物跡計測表

P l 28　×　25　－　40

P 2 33　×　3 1 －　48

P 3 34　×　30　－　50

P 4 30　×　23　－　59

P 5 45　×　28　－　63

P 6 30　×　27　－　58

P 3 240 l p 2 1 170 P l

290 286

P 4 220 l p 5 l 170 P 6
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第17掘立柱建物跡（図版57）

10I地区北側に位置し、西側に第22

掘立柱建物跡、北東側に第19掘立柱建

物跡、南東側に第20掘立柱建物跡があ

る。北東に向って緩く下る斜面上にあ

る。梁行1問、桁行1問の小型の建物

跡で、主軸はN－420－Eにとる。長

軸2．75m、短軸2．05mを測る。P2は

耕作により、一部削られていた。P3

より、弥生土器の破片が出土している。

第17掘立柱建物跡計測表

！
t
ニ
ー
ー
…
二
．
こ
l

P l 27　×　26　－　29

P 2 32　×　25　－　40

P 3 30　×　27　－　32

P 4 30　×　26　－　36

第18掘立柱建物跡（図版58）

8J地区の北に位置し、第21掘立柱

建物跡の北にあたる。地形は北から下

がってきて、この辺りはかなり低くな

っている。建物は北東一南西方向を梁

と考えて、主軸をN－570－Wにとる。

梁行1間、桁行2問を数え、長軸2．60

m、短軸2．58mを測る。各々のピット

は小さく、建物は文字通り「掘立」小

屋程度のものであろう。遺物は検出し

なかった。

也　　　　　ノ

」鮭
（去黒褐色土

2m

第175図　第17掘立柱建物跡遺構図

P 2 275 P l

205 205

P 3 275 P 4

第176図　第18掘立柱建物跡遺構図
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P l 20　× 19　－ 17

P 2 16　× 17　－ 18

P 3 15　× 14　－ 13

P ．4 18　× 16　－　27

P 5 19　× 15　－　21

P 6 29　×　22　－　21

P 3 82 l P 2 1 178 P l

258 258

P 4 100 1 P 5 l 160 P 6

P l　 ～　 P 3 260

P 4　 ～　 P 6 260

第18掘立柱建物跡計測表

第19掘立柱建物跡（図版58）

9I◎9J地区にまたがり、北に第89土坑が、南西に第17掘立柱建物跡がある。梁行2

問、桁行4問の建物跡と考える。長軸5．78m、短軸2．70mを測る。いずれのピットからも

遣物は検出していない。

P3　　　　　P2

「

l＝「‾＝「‾二二　二「‾「＝‾

第177図　第19掘立柱建物跡遺構図

第19掘立柱建物跡計測表

P l 29　×　25　－　30

P 2 23　×　22　－　42

P 3 25　×　25　－　4 5

P 4 32　×　30　－　43

P 5 23　×　21 －　25

P 6 22　×　22　－　4 1

P 7 27　×　21 －　38

P 8 21 × 17　－　21

P 9 24　×　20　－　22

P lO 22　×　21 － 18

P ll 27　× 23　－ 19

P 12 38　×　30　－　32

P 5 168 l p 4 】 14d l p 3　 120 l p 2 l 15．0 P l

140 120

P 6 P 2

150 150

P 7 15．O I p 8 1 140 】 p 9 ．l 120 1 p lO 1 164 P ll

P l　 ～　 P 5 578

P 5　 ～　 P 7 290

P 7　 ～　 P 11 574

P ll　 T｝　 P l 270
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第20掘立柱建物跡（図版58）

10J地区南西に位

置し、一部10I、11

J地区にかかる。主

軸はN－350－Wに

とり、梁行2問、桁

行3問を数えるが、

P5は検出できなか

った。長軸4．94m、

短軸3．20mを測る。

またPlは耕作によ

り消失していた。遺

物は出土していない。

第20掘立柱建物跡計測表

P l
－

P 2 25　×　23　－　35

P 3 32　×　30　－　27

・P 4 28　×　25　－ 17

P 5 －
P 6 38　×　26　－　28

P 7 31 ×　27　－　40

P 8 25　×　23　－　27

P 9 89　×　80　－ 15

P lO 30　×　24　－ 18

第178図　第20掘立柱建物跡遺構図

P 4 172　　　 P 3　　 172　　　 P 2 P l

320
－
P lO

165
P 6 160　　　 P 7　　 170　　　 P 8　　 164 P 9

P l　 ～　 P 4 4 94 （推定）

P 6　 ～　 P 9 4 94

第21掘立柱建物跡（図版58）

8J◎9J地区に位置し、北に第18掘立柱建物跡、南に第19掘立柱建物跡がある。建物

跡内には第90土坑があるが、主軸方向等から別の遺構であろうと考えた。第21掘立柱建物

跡は主軸をN－380－Eにとる。梁行2間、桁行3問（東側は2問？）の建物跡である。

長軸4・70m、短軸2・85mを測る。各柱穴は比較的小さい。遺物はPlより弥生土器の口縁

部が出土している。弥生時代中期の賓である。

乱　造惑志孟
第179図　第21掘立柱建物跡遺物図
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第180図　第21掘立柱建物跡遺構図

第21掘立柱建物跡計測表

P l 18　× 15　－　24

P 2 11 × 11 －　 7

P 3 16　× 14　－ 16

P 4 18　× 18　－ 23

P 5 21 ×　20　－　27

P 6 20　× 16　－　27

P 7 16　× 15　－ 24

P 8 13　× 12　－ 12

P 9 20　× 19　－ 19

P lO 24　×　20　－　3 1

・

ロ
、

①黒褐色土

0　　　　　　　　　　　2m
「rll　－　hlIl∃

P 4 165　　　 P 3　　 168　　　 P 2　　 127 P l

144 140

P lOP 5
145168

P 6 170　　　 P 7　　 125　　　 P 8　　 175 P 9

P l　 ～　 P 4 464

P 4　 ～　 P 6 365

P 6　 ～　 P 9 459

P 9　 ～　 P l 285

第22掘立柱建物跡（図版58）

9I地区南西に位置し、一部9H、10I地区にかかる○東側に第17掘立柱建物跡がある。

梁行1問、桁行1問、主軸N－40。－Wの小型の建物跡である0長軸3・45m、短軸2・58m

を測る。Plより、弥生土器片が出土している。

第22掘立柱建物跡計測表

P l 38　×　35　－　45

P 2 30　×　25　－　37

P 3 45　×　30　－　5 1

P 4 35　×　29　－　56

P 2 345　　 ！ p l

258 258

P 3 345 P 4

第23掘立柱建物跡（図版58）

8H地区の北西に位置し、西に第24土坑がある○梁行1間、桁行1問の建物跡と考える。

長軸3．80m、短軸2．70mを測る。P4内からは弥生時代の壷の頸部と考えられる土器片を

検出した。
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①黒褐色土

（彰黒褐色土に黄色混入

第182図　第23掘立柱建物跡遺構。遺物図

第23掘立柱建物跡計測表
P l 70　×　53　－　50

P 2 70　×　58　－　52

P 3 60　×　53　－　2 1

P 4 87　×　6 1 －　28

P 2 380 P l

270 270

P 3 38 0 P 4

第24掘立柱建物跡（図版58・59）

9G地区に位置し、東側は第10竪穴住居跡と切り合う。新旧関係は竪穴住居跡の方が新

しい。主軸はN－460－Wである。梁行1間、桁行2間で、長軸3．92m、短軸2．12mを測

る。各ピットはP2を除き深くしっかりしたものであり、P1、4には径25cmの柱痕が認
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められた。

第24掘立柱建物跡計測表

②黄褐色土
（ローム多い）

⑨暗黄褐色土

④褐色土
（黄色ローム混る）

0　　　　　　　　　　　2m

と：日日－1上土」

第183図　第24掘立柱建物跡遺構図

P l 60　×　42　－　34

P 2 35　×　25　－　21

P 3 42

P 4 33　×　32　－　66

P 5 －
P 6 33　×　3 1 －　66

P 2 212 P l

172 190

P 3 P 6

220 －
P 4 － P 5

（3）　木　棺　墓

第1木棺墓（図版59）

18L eM地区の南側に位置し、第2木棺墓の南西、第1土鉱の南東にあたる。軸方向は

N－45。－Wで、掘り方の規模は長辺2．4m、短辺1A8mを測る。南側は削平されている。

木棺部は深さ56cmの掘り方を、さらに長辺1．82m、短辺76cm、深さ32cm掘り込んで作られ

ている。木棺部の東壁は長辺方向に8cm程度長くなっている。側板を立てた跡であろう。

棺内、および周辺より骨、土器は出土していない。時期は弥生時代中期頃と推定される。

第2木棺墓（図版59）

18M地区の南西に位置し、第1木棺墓の北東、第1土鉱の東にあたる。北には第3土

坑（ローム特殊土坑）がある。第2木棺墓は西側で第7土坑を掘り込んでつくられている。

軸方向はN－60。－Wで、掘り方の規模は長辺1．63m、短辺93cmを測る。木棺部は掘り方

をさらに長辺1朋m、短辺56cm、深さ21cm掘り込んでつくられている。棺内、掘り方及び

その周辺からは骨、土器等は検出されなかった。時期は他の遺構との関係等から弥生時代

中期頃と推定される。
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①茶褐色土に黄色土塊混入　④暗黄褐色土　⑦茶褐色土
②黄茶褐色土に黄色土塊混入　⑤褐色土　　⑧暗黄色土
③暗茶褐色　　　　　　　⑥茶褐色粘土

第用4図　第1木棺墓遺構図

第3木棺墓（図版59）

8G地区の中央部やや西よりにあ

り、第24土坑の南西に位置する。平

面形は長方形で、長辺上90m、短辺

1．56mを測り、主軸を南北にとる。

検出面から10cmほど掘り下げたとこ

ろで、長辺1．64m、短辺1．20m、深さ

34cmの長方形の落ち込みを検出した。

これが棺部と思われる。棺床面は平

坦である。棺部内北東寄りに供献土

器の聾（Pol）を検出した。Pol

は口縁部内外面構ナデ、外面胴部

上半縦方向のパケ目、胴部下半縦方

向のへラ磨き、胴部中央に櫛状工具に

①暗褐色　　③茶褐色粘土　⑤茶褐色土

②暗茶褐色　④暗黄茶褐色　⑥暗黄色土

第185図　第2木棺墓遺構図

第186図　第3木棺墓遺構図
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10cm』壷
第187図　第3木棺墓遺物図

よる列点文がめぐる。内面胴部上半縦方向のパケ目、下半下から上へのへラ削り。底部は

穿孔されている。他に埋土中より聾等を検出した。時期は弥生時代中期であろう。

第9土砿（図版60）

8C地区に位置し、第

1竪穴住居跡、第13土坑

の南西にあたる。遺構は

隅丸方形を呈する土拡に、

同形の棺部をもっ。土鉱

は長辺1．80m、短辺1．48

m、深さ40cmを測り、棺

部長辺84cm、短辺46cmを

測る。主軸はN－310－

Eをとる。土拡掘り方に

比べ、棺部分が小さいよ

うに思うが木棺墓と考え

たい。埋土内か、らは、供

／／㌔プ
∴

∴

∴

∴

「

－

÷

「

一

l

「

て

（彰黒褐色土

②黒褐色土に黄褐色土混入
⑨黄茶褐色土
④黒褐色土（①より淡い）
0　　　　　　1m

と＿・言と上工∃

第188図　第9土砿遺構図

献土器と考えられる壷（Pol）、聾（Po2）を検出した。Polは口縁口唇部が外へ

張りだし、上方へわずかにあがる。頸部外面には、凹線がめぐる。頸部内面からパケ目が
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10cm

ヒェ」Hi一日「］

第189図　第9土砿遺物図

施される。時期は壷、聾より弥生時代中期後葉と考えられる。

（4）　土　砿　墓

第1土砿（図版60）

18L地区の南東に位置し、南東側に第1e2木棺墓がある。遺構は隅丸の長方形を呈す

る土鉱で、長辺2．94m、短辺1．72m、深さ36cmを測る。主軸はS－550－Eをとる。土拡

上面では7個の置き石がみられた。さらに掘り下げると、土拡東側に標石と考えられる石

Pol
訝　　∈≡≡］1

′才丁′リ’…．’、…「主ごト「

∈≡＝］‾‾‾‾二ク

Po2

第190－④図　第1土砿遺物図
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0　　　　　　　　　　100m

1．．．．！．．1」」

0　　　　　　　　　　　　5cm

l．．．．！．．．．：

①暗茶褐色土

（彰褐色粘土
（彰黄色土
④褐色土に黄色土

のブロック混入

第191図　第1土砿遺構図
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（Sl）と、底部を上にむけたP06を検出した。P07は壷の肩部で、貝殻腹縁による

施文がみられ、第2土坑で検出した壷片と復元できた。時期は検出した遺物より弥生時代

中期後葉と考えられる。

第2土墟（図版60）

18M◎19M地区にわ

たり、第1木棺墓の東、

第2木棺墓の南より検

出した。平面形は卵形

を呈する。長軸は2．55

m、短軸1．94m、深さ

32cmを測る。軸方向は

N－590－Eである。

底面は平坦である。出

土遺物は弥生土器であ

る。それらの内第1土

拡出土のものと同一個

体のものもあり、両者

の埋没に大差がないと

（去茶褐色土に黄色粒混入

②暗茶褐色　⑨暗黄色阜
④黒色土

⑤黄茶褐色土に黄色土粒
混入（（彰に近い）

⑥茶褐色粘土

第192図　第2土砿遺構図

推測させる。Po2◎3は高塚である。いずれも口縁端部に刻み目がめぐり、P03には

外面に赤色塗彩が施されている。位置関係等から土拡墓の可能性が強い。

第193図　第2土砿遺物図

（5）　貯　　蔵　　穴

第29土坑（図版61）

15J地区の南側に位置し、第3竪穴住居跡の北西側を掘り込んでつくられている。平面

形は隅丸長方形。主軸をN－300qWにとる。土坑は長辺2。06m、短辺1．50m、深さ13cm

の掘り方をさらに長辺1．32m、短辺1．30m、深さ48cm掘り込んでつくられている。底面は
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①黒褐色土に黄色土多量に混入
②黒褐色土に黄色土混入

（彰黒褐色土
④暗茶褐色土に黄色土混入
⑤褐色土に黄色土多量に混入

1m

第194図　第29土坑遺構・遺物図

いずれも安定していて、面積は深い方で1．32I迂になる。遺物は上層で石鋲（Sl）、下層

で炭化木を検出した。当遺跡では他に類例がないが貯蔵穴として使用された土坑と思われ

る。

第30土坑（図版61）

13I地区の南東側に位置し、第2

掘立柱建物跡の北西、第34土坑の東

にあたる。プランは長方形を呈し、

床面は平坦である。主軸はN－340

－Wである。大きさは長辺1．68m、

短辺1．16m、深さ18cmを測る。

埋土は黒褐色土に茶褐色土が混入し

ている。遺物は、高塚（Po2）を

南東側で検出した。P02は口縁端

部に斜格子文が施された後、6ずつ 第195図　第30土坑遺構図

円形浮文が約600の間隔で貼り付けられている。師部内外面は横方向のへラ磨きである。

この遺物により第30土坑の時期は弥生時代中期と考えられる。
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二「凸

第196図　第30土坑遺物図

第31土坑（図版61）

13I地区に位置し、第34土坑の南、第30土

坑の西側にあたる。プランは楕円形を呈し、

主軸はN－80－Eになる。大きさは、上線

部で長軸1．36m、短軸97cm、底面で長軸115

cm、短軸78cm、深さ21cmを測る。底面は平

坦である。埋土は黒褐色土で、遺物は比較的

出土している。その内高塚P02は南東隣り

のPl（50×32－26）cm出土のものと復元

できた。土器は内外面ともへラ磨きが施さ

れ、口縁部近くに2個1対の紐穴が穿たれて

いる。土坑の時期は遺物から弥生時代中期と

推定される。

÷二三
L＝218．5m

■
＼
〕
譜
ュ

第197図　第31土坑遺構図

第198図　第31土坑遺物図
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第32土坑（図版61）

13I地区の南にあり、第30土坑の

南西、第31土坑の東に位置する。主

軸をN－600－Eにとり、平面形は

隅丸方形である。長辺1．48m、短辺

1．31m、深さ36cmを測る。遺物は埋

土中より少量の土器片を検出したが

図化できなかった。時期は出土遺物

からみて、弥生時代中期と考られる。

第199図　第32土坑遺構図

第36土坑（図版62）

14I地区の東側に位置し、第2◎第3掘

立柱建物跡の南3mの所にあたる。平面形

は円形で、大きさは径1．16m、深さ41cmを

測る。底面は平坦で、東西は少し内へ入り、

弱い袋状を呈す。底面積は0．98I迂になる。

遺物は検出できなかった。

第200図　第36土坑遺構図

第52土坑（図版62）

14L地区の北側と、13L地区の南側にかかる隅丸方形の土坑である。主軸はN－440－E

である。規模は長辺2．0（推定）m、短辺上64m、深さ20～26cmを測る。床面には幅8～13cm、深

さ6cmの側溝が四壁をめぐる。床面の規模は長辺上67m、短辺1．21mで、床面積は2．02I迂

である。遺物は床面より少し高い所で数点検出した。時期は弥生時代中期であろう。
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第201図　第52土坑遺構図

第53土坑（図版62）

13L地区の北西より検出した。平面形は

不整円形で、上面は‾部2段掘りになってい　ク
る。規模は長軸1．61m、短軸1．41m、深さ

37cmを測る。底部は内へ入りこんでいる所‾

もあり、掘り方が浅いという難点もあるが、

袋状の貯蔵穴と思われる。遺物は上面からl

検出している。Polは口縁部に3条の凹

線、胴部外面パケ目調整、内面パケ目、中土≡聖・5m p。3

位以下上方向のへラ削りが施されている。

これらの遺物の時期は弥生時代中期である。

第202図　第53土坑遺構図

御I‘Il＼
Po3

第203図　第53土坑遺物図
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第54土坑（図版62）

13K地区の東側に位置する隅丸方形の土坑である。近くには西に第7掘立柱建物跡、

東に第53土坑がある。茸軸はN－250－Wであり、規模は長辺1．30m、短辺88cm、深さ

12cmを測る。底面積は0．96I迂で、側溝はなかった。遺物はほとんどが底面に密着していた。

Polは白線部に3条の凹線を持っ賓で、頸部内外面ナデ、肩部内外面パケ目調整である。

土坑の時期は弥生時代中期であろう。

L＝218．3m

三二一

第204図　第54土坑

1m　　　　遺構e遺物図

第55土坑（図版62。63）

12K地区の南東隅より検出した。近くに

は東側に第53e56◎60土坑といった貯蔵穴

と思われる土坑が多く、第55土坑もそうい

った貯蔵穴群の一つであろう。北西近くに

第8◎第9といった、2棟の竪穴住居跡が

あることから、これらの土坑は第8ないし

第9竪穴住居跡に伴うものかも知れない。

第55土坑は主軸をN－500－Eにとる隅

丸方形の土坑で、長辺1．55m、短辺1．24m、

壁高は南東側で31cm、北西側で26cmを測る。

床面は平坦で、面積は1．54I正になる。側溝

はない。遺物は南東側に集中して検出され

－・・－′

第205図　第55土坑道構図

た。Polは賓で、し口縁部に強い4条の凹線を施し、外面にススの付着がみられる。P0

2は器台と考えられ、口縁部外面に2条の弱い凹線が入り、頸部には縦パケが施される。

内面頚部もパケ目調整である。P03は器台の脚部である。これらの遺物から、土坑の時期

は弥生時代中期と考えられる。
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第206図　第55土坑遺物図

第56土坑（図版63）

12K。L地区にまたがり、第55土坑の東、

第60土坑の南より検出した。東側は耕作溝に

よって壊されているが、隅丸方形の貯蔵穴と

思われる。主軸はN－360－Eをとり、規模－

は長辺1．20m、短辺92cm、深さ17cmを測る。

底面は平坦で、面積は0．86戒になる。遺物は

検出できなかっ．た。
L＝218．2m

勿』］止血」m
第207図　第56土坑遺構図

第58土坑（図版63）

12L地区に位置し、北に第13掘立柱建物跡、第77土坑、東に第10掘立柱建物跡、西に第

60土坑がある。平面形は楕円形、主軸はN－150－Wである。長軸1．64m、短軸1．00m、

第208図　第58土坑遺構◎遺物図
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深さ40cmを測る。南側は一段浅くなっており、その深さは20cmである。底面は長軸1．07m、

短軸92cmを測る。遺物は弥生土器片を検出した。

第59土坑（図版63）

11L地区に位置し、第13掘立柱建物跡のP2と切り合っているが、耕作による撹乱がひ

どく、新旧関係は判断できなかった。平面プランは隅丸方形で、主軸N－320－W、長辺

1．53m、短辺96cm、深さ40cmを測る。壁はほぼ垂直に落ち、底面は長辺lA5m、短辺82cm

であった。底面近くで、弥生土器Pol◎2を検出した。時期は弥生時代中期と考えられ

る。

10cm

ll＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一1－

第209図　第59土坑遺構◎遺物図

第60土坑（図版63）

12K、12L地区に位置し、第56土坑の北、第10掘立柱建物跡の西、第9竪穴住居跡の東

にあたる。長軸上49m、短軸1．46mのほぼ円形の土坑である。深さは42cmを測り、西側で

浅くなっている。底面は平坦で、その面積は1．26I迂になる。遺物を少量検出したら　その内

第2竪穴住居跡出土遺物Po15と同一個体のものもある。P02は賓で、口縁部に3条の

凹線、頸部に圧痕を有する貼付凸帯が認められる。時期は弥生時代中期である。

第63土坑（図版63）

15N地区の北西にあり、第6掘立柱建物跡

の南東に位置する。主軸をN－710－Wにと
l‾＿／：「t

、　－　＿　一一一一一一一

り平面形は楕円形である。長軸1．00m、短軸　と≡墾捷m

56cm、深さ46cmを測る。断面は袋状を呈する。

第210図　第63土坑遺構図
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Po2

0　　　　　　　　　　10cm

忘恋惑

①暗褐色土
②暗黄褐色土（①とロームの混入層）

（彰濃暗褐色土
④軟質ローム

第211図　第60土坑遺構◎遺物図

底面も楕円形で長軸上15m、短軸72cmを測る。遺物は底面直上で弥生土器片を検出したが

図化できなかった。時期は弥生時代中期と考えられる。

第65土坑（図版64）

11L地区の北西に位置し、南に第13掘立柱建物跡がある。遺構は円形を呈する土坑で、

袋状をなす。上線部長軸98cm、短軸90cm、深さ72cm。底面は楕円形で長軸1．26m、短軸

1・10mを測る。埋土は2層で、第①層からは聾片の出土がみられ、第④層掘り下げ中にも

弥生土器が出土している。Polは口縁口唇部が外へわずかに張り出し、上方へあがる。

口縁部には刻み目が施される。時期は婆などより弥生時代中期後葉と考えられる。

竺≡ニ

Po2

10cm
L一　一，l！ll，li

第212図　第65土坑遺構◎遺物図
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第67土坑（図版64）

11K地区の中央に位置し、南に

第2溝状遺構と第66土坑がある。

遺構は楕円形を呈する土坑で、袋

状をなす。上縁部長軸1．70m、短

軸1．42m、深さ80cm。底面は円形

で長軸1．30m、短軸上28mを測る。

埋土は2層であり、多数の土器片

が含まれていた。第④層からは壷、

賓の口縁部が出土している。Po

lは壷の口縁部で、口唇部が横へ

張りだす。口唇上部には2つで一

単位の円形浮文が施される。口縁

外面には6条の貼付凸帯がめぐり、

凸帯には刻み目が施される。

また貼付凸帯の上より粘土紐を縦

①黒褐色土
②淡黒褐色土

0　　　　　　　　　　1m

と二T「L－⊥一日］］∃

第213図　第67土坑遺構図

に貼り付けている。頸部外面は11条を一単位とした櫛措凹線の問に、10条を一単位の波状l

文がめぐる。内面はパケ目の後ナデ、その上を磨いている0時期は、壷、賓より弥生時代

中期後葉と考えられる。

誅。5　　』忘志忘孟Ocm

第214図　第67土坑遺物図

第68土坑（図版64◎65）

11J地区の北東隅にあり、第14掘立柱建物跡の北西、第15掘立柱建物跡の南東に位置す

る。平面形は円形で、長軸上37m、短軸上34m、深さ32cmを測る。底面も円形で長軸、短

軸とも1．48mを測る。断面は袋状である。遣物は埋土中より壷（Pol）、聾（Po2～

7）土器底部（Po8◎9）を検出した。この遺構の時期は弥生時代中期と考えられる。
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第215図　第68土坑遺構図

第216図　第68土坑遺物図

第69土坑（図版65）

10K地区の東に仕置し、南に第76土坑がある。遺構は方形を呈する土坑で、袋状をな

す。上線部長辺1．16m、短辺上14m、深さ46cm。底面は長方形で長辺1．38m、短辺1．16m

を測る。埋土は2層で、掘り下げ中に弥生土器を検出した。Polは壷の口縁部で、口唇
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第217図　第69土坑遺構◎遺物図

部が横へ張り、上方へわずかにあがる。口縁部には4条の凹線が施される。時期は弥生時

代中期後葉と考えられる。

第70土坑（図版65）

10K地区の北東に位置し、第88土坑を切って作られている。遺構は方形を呈する土坑で、

袋状をなす。上線部長辺1．12m、短辺1．08m、深さ58cm、底面の長辺1・22m、短辺1・16m

を測る。埋土は3層で、床面中央で焼土面と炭を検出している。土器は掘り下げ中に壷、

婆などの小片を、第④層よりPolの無頸壷、P02の器台を、また焼土面の上でススの

付着した婆の胴部片を検出した。Polは口唇部及び胴部に木口状工具で刻み目が施され、

L＝216．5ml

①黒褐色土に粘質の固い褐色土混入
（彰黒褐色土

③褐色土に黄褐色土混入
1m

第218図　第70土坑遺構◎遺物図
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胴部の刻み目の上に粘土紐が貼り付けられている。内面は磨き。P02は器台の脚部と考

えられる。外面には丹塗りが施される。内面はケズリ。時期は、壷、器台などより弥生時

代中期後葉と考えられる。

第71土坑（図版65）

10K地区の北東に位置し、北西側に第75土

坑がある。遺構は方形を呈する土坑である。

長辺1．04m、短辺上00m、深さ40cmを測る。

埋土は2層で、土器は掘り下げ中に壷、賓片

を検出した。近接した第69◎70土坑は袋状で

あるので、この土坑も袋状であったと考えら

れる。時期は付近の土坑、検出した壷、賓片

より弥生時代中期と考えられる。

第219図　第71土坑遺構図

第72土坑（図版65）

9◎10K地区にまたがり、南側に第75土坑がある。遺構は隅丸方形を呈する土坑で、

長辺2・00m、短辺1．64m、深さ46cmを測る。主軸はN－620－Eをとる。土坑中央には炭

のひろがりがみられ、土坑内の隅には焼土が認められた。また埋土の中から炭化木の出

第220図　第72土坑遺構◎遺物図
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土もあった。埋土は2層である。土坑内より多数の壷、賓片を検出した。その内Polは

口縁部が「く」の字状で口縁端部が角ぼりながら丸く終る。胴部外面には、櫛状工具に

ょる施文が2段にわたって施される。また口縁部、胴部ともにススの付着がみられる。時

期は婆などより弥生時代中期後妻と考えられる。

第73土坑（図版66）

11◎12J地区にあり、第8竪穴住

居跡の西に位置する。平面形は不整

円形で、長軸1．45m、短軸1．20m、

深さ94cmを測る。遺物は埋土中から

多量の土器片を検出したが、完形品

になるものが1点もないことから、

この土坑は貯蔵穴として使用された

後、こわれた土器の捨て場として再

利用されたのではないかと考えられ　L＝217．2m

る。遺物で図化できたものは、壷

（Pol～7）、賓（Po8～10）、高塚

（Poll）、鉢（Po12）、器台（Po13）

である。時期は弥生時代中期と考え

られる。
0　　　　　　　　　　1m

と「－1言lLココ

第221図　第73土坑遺構図

扇話≒≡悪。8』蒜志表』cm
第222－④図　第73土坑遺物図
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第222－④図　第73土坑遺物図

第75土坑（図版66）

10K地区の北西に位置し、西に第16掘立柱建物跡がある。遺構は楕円形を呈する土坑で

袋状をなす。上線部長軸94cm、短軸80cm、深さ66cm、底面も楕円形で、長軸1．14m、短軸

92cmを測る。埋土は2層で、第④層よりPol～3を検出した。その他壷、賓片の出土も

みられた。Polは算盤形をした壷の胴部で、外面はパケと磨き、内面はパケの後ナデて

いる。内外面ともに丹塗りを施す。P02は婆で、口縁口唇部が上下へわずかづっ張りだ

す。口縁部に3条の凹線がめぐる。P03は高塀で口縁部は上方へ立ちあがり、計6条の凹

L＝216．1m

（彰黒褐色土

②褐色土に黄褐色土混入

ニ∴ 1m

－ん・・′・・－、－

¶－t一、・“　珊▼・＿・（　　　　　　　．

′　L．】】】！－l t　－i

第223図　第75土坑遺構◎遺物図
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線がめぐる。内外面ともに丹塗りを施す0時期は鼠乳高塚などより弥生時代中期後葉

と考えられる。

第77土坑（図版67）

11L地区南側、12L地区北側にわたって位置しており、北に第59土坑、南に第58土坑が

ある。また、第13掘立柱建物跡と切り合うが、新旧関係は不明である。土坑の北西側半分

は耕作溝のために削られていたが、平面プランは、長辺1。60m（推定）、短辺90cm、深さ44cmの隅

丸方形で、主軸をN－470－Wにとる。壁はほぼ垂直に落ち、底面の長辺工43m、短辺80

。mを測る。土坑上部より弥生土器片を検出した。時期は弥生時代中期と考えられる。

（彰黒茶褐色土

（②より粒少ない）

（彰黒茶褐色土

（黄褐色の粒混入）

廟臆p。2
0 10cm

i　題　t】，！】tlli

第224図　第77土坑遺構◎遺物図

第79土坑（図版67）

11K地区の西、一部11J地区にかかる円形プランの袋状貯蔵穴である。近くには北隣り

に第14掘立柱建物跡があり、南4

mの所に第8竪穴住居跡がある。

また東には第66◎67土坑がある。

径約上06m、底面径約1．28m、深

さ52cmを測る。底面は皿状に周縁

部が盛り上がっている。遺物は第

①層より少量出土している。第79

土坑は北側半分を径40～70cm大の

大きな石で塞がれていたが、その

様子からこれらの石は貯蔵穴廃棄

後、人為的に入れられたものと考

えられる。

①黒褐色土に
黄色ローム

土混入

（彰黒褐色土

∈二二二二二＝∃　p。1‾♂

0　　　　　　　　　　　10cm

Ll】1－illlIi

1m

第225図　第79土坑遺構◎遺物図
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第80土坑（図版67）

13L地区の南西隅に位置し、第11掘立柱建物跡と切りあう。平面形は隅丸方形を呈し、

主軸はN－450－Eにとる。規模は長辺1．13m、短辺87cm、深さ38cmを測る。底面は平坦

で側溝はない。底面積は0．65I迂になる。遺物は弥生土器片を検出した。いずれもPolと

同一個体と考えられる。時期は弥生時代中期であろう。

（重責茶褐色土

（彰黄灰褐色土

第226図　第80土坑遺構

◎遺物図

第81土坑（図版67）

11I地区の北東にあり、第20掘立柱建物跡の南西に位置する。主軸をN－240－Eにと

り、平面形は隅丸方形である。長軸1．35m、短軸工18m、深さ46cmを測る。底面も隅丸方形で

長軸工16m、短軸1．06mを測る。遺物は底面で聾（Pol～3）を検出した。時期は弥生時

代中期と考えられる。

－＿　二二＿＿　「

宏扇一一11志…＝詔

章竺幸二＿

二子＿

第227図　第81土坑遺構◎遺物図
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第82◎83◎84土坑（図版68）

11I地区の南東にあり、第12掘立柱建物跡の北に位置する03つの土坑を切り合う形で

検出した。第82◎83土坑は第84土坑よりも新しいが、第82土坑と第83土坑の新旧関係は不

明である。

第82土坑は平面形が不整円形で、長軸1・50m、短軸1・10m、深さ46cmを測る。底面も不

整円形で長軸1．24m、短軸1．00mを測る○遺物は底面直上で磨石（Sl）、敲石（S2）、

高塚（P。5）を検出した。この遺構の時期は弥生時代中期であろう。

第83土坑は平面形が隅丸長方形で、長辺2・05m、短辺1・60m、深さ45cmを測る。側溝は

ない。主軸をN－780，Eにとる。底面も隅丸長方形で、長辺1・82m、短辺1・37mを測る。

遺物は何も検出しなかったが、貯蔵穴と思われる。

第84土坑は検出した平面形が長方形であったが10cm掘り下げたところで、楕円形の落ち

込みを検出した。結局、2段の掘り方をもつ0長辺2・40m以上短辺1・10m、深さ33cmを

測り、主軸をNp27。－Eにとる。遺物は中央部から、壷（Pol）と賓（Po2～4）を検

出した。この遺構の時期は弥生時代中期と考えられる。

－

‥

－

二

l

∵

二

－

1

二

l

＼

　

l

。

第228図　第82◎83e84土坑遺構図
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第229図　第82。83◎84土坑遺物図

第85土坑（図版68）

10J。K地区北側に位置し、第16掘立柱建物跡とは、P2を切る形で重なっている。土

坑検出面は確認できなかったが、P2の痕跡が第85土坑底面で検出されているため、第85

土坑の方が、後に作られたものと判断される。平面プランは隅丸方形で、主軸をN－370－

Wにとり、長辺1．68m、短辺1．00m、深さ40cmを測る。底面の長辺は1．62m、短辺97cmで

あった。底面北西側で焼土を検出しており、底面全体からも炭が多く検出されている。湿

気防止用に炭を敷いていたものかも知れない。底面では、弥生土器片が出土しているが図化

できなかった。時期は弥生時代中期と思われる。
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①黒褐色土
②黒褐色土に黄褐色の粒が混入

が怪 二「「－｛

第230図　第85土坑遺構図

第86土坑（図版68）

12K地区の北西に位置し、第8◎第9竪穴

住居跡と切り合う。新旧関係は、第9竪穴住

居跡よりも新しい。第8竪穴住居跡と同時期

かそれより新しいとも考えられ、同時期とす

るならば第8竪穴住居跡の貯蔵施設とも考え

られる。平面形は不整円形で、主軸をN－420

－Eにとる。長軸1。28m、短軸1。08m、深さ

48cInを測る。底面は平坦である。遺物は、弥

生土器片転用の紡錘車未製品（Dl）と磨石

（Sl）を検出した。時期は弥生時代中期と

考えられる。

第231図　第86土坑遺構図

－
欄mIl Ⅳ輌洒

因
Dl

0¢歪忽）

Sl

第232図　第86土坑遺物図

第87土坑（図版69）

9J地区の南東側に位置する土坑である。周辺には南に第85土坑、第16掘立柱建物跡があ

り、西に第19掘立柱建物跡がある。第87土坑は主軸をN－560－Eにとる。平面形は隅丸方

形の土坑である。長辺は1．9m、短辺1．55m、深さ亜cmを測る。底面は平坦で、面積は

約1．98I迂になる。遺物は壷（Pol）、婆（Po2～4）があるが、底面に密着するものは

ない。

遺物は使用後廃棄されたものと思われる。壷は口縁端部が上下に肥厚し、端面にへラ状

工具による刻み目が施されている。頸部外面は縦パケ目、内面は剥離のため調整不明であ
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第233図　第87土坑遺構図
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第234図　第87土坑遺物図

る。聾は頚部に圧痕の顕著な凸帯があるもの（Po4）とないもの（Po2◎3）があ

る。いずれも弥生時代中期中葉～後葉のものである。

第89土坑（図版69）

9J地区の西隅より検出した小型の貯蔵穴である。近くには北に第21掘立柱建物跡、第

21土坑、南に第19掘立柱建物跡がある。地形は南から緩やかに下っている。

第89土坑は主軸をN－500－Wにとる方形プランの土坑である。規模は長辺1．15m、短

辺84cm、深さ30cmを測る。底面は平坦で、幅6～9cm、深さ2cmの側溝が四壁際をめぐる。

底面積は0．56Ⅱfになる。遣物は検出したが図化できなかった。
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第90土坑（図版69）

9J地区北側、8J地区南側にかけて

位置しており第21掘立柱建物跡の内側に

ある。土坑のプランは不整隅丸方形で、

主軸をN－450－Eにとり、長辺2．10m、

①暗褐色土に黄色ローム少し混入②暗褐色土に黄色ローム多く混入

⑨黄褐色土

短辺工00m、深さ25cmを測る。底面の長

辺は1．94m、短辺92cmである。土坑周囲　と三生と3m

には4つのピットがあるが、これは土坑

内貯蔵物を保護するような上部施設に伴

う柱穴であろうか。ピットの規模はPl

三三：二　三三‾
＼

二
「
二

0　　　　　　　　　　1m

と1日hl1－⊥∃

第235図　第89土坑遺構図

（19×17二12）、P2（17×16－29）、P3（21×19－24）、P4（20×17－24）cmで、

柱穴間距離はPlより2．58m、1．10m、2．58m、1．10mである。弥生土器の破片を土坑内

より検出している。ピット内からは遺物を検出しなかった。

l〒lll。。。ll／l＼． 蒸
①暗褐色土に黄色ローム少し混入

（彰暗茶褐色土

第236図　第90土坑遺構図

第91土坑（図版70）

10I地区のほぼ中央に位置する。主軸はほぼ東西で、平面形はほぼ円形である。長軸90

cm、短軸87cm、深さ53cmを測る。底面もほぼ円形で長軸1．16m、短軸1．07mを測る。断面
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0　　　　　　　　　　　　10cm

lllllil　一　一li

は袋状である。遺物は底

面直上で聾（Pol）を

検出した。Polは口縁

部内外面横ナデ、胴部外

面上半は縦方向のパケ目、

以下はへラ磨き、内面は

縦方向のパケ目調整。こ

の遺構の時期は出土遺物

などにより、弥生時代中

期と考えられる。

第92土坑（図版70）

9K地区の東側に位置する

不整円形の土坑である。南側

は木の根の抜き取り穴によっ

て壊されている。規模は南北

1．23m、東西1．33m、深さ36

cmを測る。底面は平坦で面積

は0．97I正になる。底面から2

個の石を検出した。いずれも

底面に密着していた。他に弥

生土器片が出土しているが図

化できなかった。

第237図　第90土坑遺物図

（ク
L＝216．4m

0　　　　　　　　　　10cm

l　－，一　日，日日言

1m

第238図　第91土坑遺構◎遺物図

第239図　第92土坑遺構図

第94土坑（図版70）

8H地区の南東隅に位置する隅丸方形の土坑である。地形は西からゆるやかに下がり、

北側、東側からは遺構は検出できなかった。第94土坑は主軸をN－20－Wにとる。規模

は長辺1．8m、短辺1．64m、深さ32cmを測る。底面は平坦で、北、南側に幅24～40cm、深

さ8～12cmの側溝が認められる。北側側溝には両側に、深さ5cm位の小穴がある。底面積
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第240図　第94土坑遺構◎

遺物図

は1．82I迂になる。上層は耕作により撹乱が著しいが低い所で弥生土器の口縁部破片が出土

している。時期は弥生時代中期である。

第95土坑（図版70）

10H地区北東、第22掘立柱建物跡の南西、第100土坑の北西に位置する、隅丸方形の大

型の土坑である。主軸をN－540－Eにとり、長辺2．00m、短辺1．55m、深さ36cm、底面

の長辺上86m、短辺1．44mを測る。南西◎南東側の壁は、一部耕作等により破壊されてい

た。第④層より弥生土器片（Pol◎2）が出土しているが流入したものと考えられる。

（彰黄褐色土細粒の
まじる黒褐色土

②黄褐色土細粒の

まじる黒褐色土

（やや明るい）

Po2

10cm

（’＿≠⊆＿三定一

第2射図　第95土坑遺構◎遺物図
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第97士坑（図版70）

10G地区の北東に位置し、麗

98◎104土坑と隣り合う。少し離

れるが北東には第10竪穴住居跡、

第24掘立柱建跡がある。平面形

は楕円形で、西側に浅い段を有

する。主軸はN－700－Wで、

規模は長軸1．67m、短軸1．01m、

深さ47cmを測る。底面は平坦だ

が2個大きな石が露出していて

利用できる底面積は1月1適に

なる。弥生土器が出土している

が図化できるものはなかった。

（彰黒褐色土（やや黄色土混入）
（彰黄褐色土に褐色土混入
③暗褐色土
④暗褐色土にローム混入

第242図　第97土坑遺構図

第98土坑（図版70◎71）

10G地区に位置し、第97土坑の南隣りにあたる。平面形はほぼ円形で、径は約1．60m、

第243図　第98土坑遺構図

．ノ

0　　　　　　　　　　10cm

po2　ト】11－　一一一一1

第244図　第98土坑遺物図
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深さは40。mを測る。底面は中央がやや低くなり、断面はスリバチ状になる。底面積は2・16道

以上になる。遺物を上面からまとまって検出した。ほとんどPolの賓が押しつぶされ

た破片であり、土器は完形に復元できた。外面にススが付着し、内面に炭化物が認められ

る。口径16．9cm、器高29．3cm、底部径5．5cmであるo P03の底部は穿孔されている。時

期は弥生時代中期である。

第99土坑（図版70◎71）

9G地区の西にあり、第101土坑の北に位置する。主軸をN－450－Eにとり、平面形

は楕円形である。長軸1．76m、短軸1．15m、深さ22cmを測る。遺物は埋土中より、賓（Po

l～3）を検出した。この遺構の時期は弥生時代中期と考えられる○

二l　二二‾ll

0　　　　　　　　1m

忘品志表忘忘忌

第245図　第99土坑遺構図

．．′弟準l

第246図　第99土坑遺物図

第100土坑（図版71）

10H◎I地区に位置する。東側に第91土坑、北西側に第95土坑、北及び北東側には第17◎

22掘立柱建物跡がある。南側に石があるためやや歪な形ではあるが、プランは隅丸方形で

ある。この石は地山にしっかりとくい込んでいるため、除去することを断念して、空いたスペー

スを貯蔵用に使用していたものと考えられる。長辺1・32m、短辺1・08m、深さ40cm。

底面の長辺104cm、短辺85cmを測る。主軸をN－390－Wにとる。遺物は弥生土器片を検出

したが図化できなかった。時期は弥生時代中期と考えられる。

第101土坑（図版71◎72）

9G地区の南西にあり、第10竪穴住居跡、第24掘立柱建物跡の西に位置する。主軸をN－

10。－Eにとり、平面形は楕円形である。長軸1．82m、短軸1．07m、深さ56cmを測る。袋
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第247図　第100土坑遺構図

①淡黒褐色土　②黒褐色土
③暗船色土に黄褐色土ブロ

ンク混入

④暗褐色土
（9黄褐色土に淡褐色土のブ

ロック混入
（む褐色土

1m

第248図　第101土坑遺構図

「「蚕苧

第249図　第101士坑遺物図

状の土坑であるが、上部は崩れている。底面も楕円形で長軸1．37m、短軸1．20mを測る。

遺物は埋土中で、弥生時代中期の壷（Pol）と賓（Po2－4）を検出した。遺構の時

期は弥生時代中期と考えられる。

第104土坑（図版72）

10G地区の北東に位置し、第10竪穴住居跡の南にあたる。南には第97・98土坑という貯

蔵穴がある0第104土坑も浅めの貯蔵穴と思われる。平面形は楕円形に近く、主軸をN－

160－Wにとる。規模は長軸1・61In短軸82cm、深さ22cmを測り、底面積は0．96I正になる。

遺物は検出しなかった。
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第250図　第104土坑遺構図

順
（彰黒褐色土

第251図　第107土坑遺構図

第107土坑（図版72）

12J地区東側、第8◎第9竪穴住居跡の南側に位置して

いる。耕作により一部削られていたが、平面プランはほぼ

円形。長軸92cm、短軸88cm、深さ約30cmを測り、袋状を　第252図　卸07土坑遺物図

呈する。底面北側より、弥生時代中期の土器の破片が出土している。

第108土坑（図版72）

12J地区、第8竪穴住居跡の南側、第107土

坑の西側に位置している。耕作により上部はか

なり削られていたが、主軸をN－450－Eにと

り、長辺1．20m、短辺85cm、深さ16cmを測り、

平面形は隅丸方形である。北側の壁は袋状を呈

している。遺物は出土していない。
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第253図　第108土坑遺構図



（6）　陥　　し　　穴

第22土坑（図版72）

7G地区の中央部に位置する。

主軸をN－690－Wにとり、平面

形は隅丸方形である。長辺1．20m、

短辺94cm、深さ68cmを測る。底面

も隅丸方形で長辺98cm、短辺65cm

を測る。底面中央部には（22×17

－45）cmの杭穴がある。遺物は検

出しなかった。

第39土坑（図版72）

11F地区の西側中央に

位置し、第42土坑の東、

第43土坑の北にある。プラ

ンは、小判形に近い楕円形

で、主軸はN－780－W

である。底面は平坦であ

る。上線部長軸上50m、

短軸1．00m、底面までの深

さ上05mで、底面も楕円

形を呈し、長軸上24m、

短軸75cmの大きさをもっ。

底面中央やや西側に（18

×16－32）cmの杭穴がみ

られる。遣物は出土しな

かった。

」≠
L＝215．4m

①暗黒褐色土

（彰暗茶褐色土

（彰淡黒褐色土

④黒褐色土

⑤茶褐色土

（む灰褐色土

（む梯乱

0

第254図　第22土坑遺構図

」」一日白日I」

第255図　第39土坑道構図
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第40土坑（図版73）

11E地区の中央よりやや南に

位置し、第42土坑の南東、第48

土坑の北東にある。プランは楕

円形で、主軸はN－300－Eで

ある。上縁部長軸上34m、短軸

1．02m、深さ1．20mを測る。底

面は、上線部よりかなり狭く、

平面プランは方形を呈し、やや

丸底ぎみになる。底面の大きさ

は、長軸33cm、短軸16cmにJiる。

底面からは杭穴はみられない。

埋土は黒褐色土で、遺物は出土

しなかった。かなり深く掘り込

まれている。

㌦

第44◎45◎46◎47土坑（図版73）

10D地区南側に軸をほぼ同じにして並ぶ大型の土坑である。第44土坑は一部11D地区に

かかるが、第44土坑を一番南側として、中央に第45e46土坑、北に第47土坑が位置する。

南東側には、陥し穴と考

えられる第39◎40◎48◎

49土坑が弧状に並んでい

る。北側には第7竪穴住

居跡がある。南側は急な

崖となっている。

第46土坑は第45土坑に

切られ、耕作による撹乱

もひどく、その形態等は

不明である。

第44◎45e47土坑の平

面形はいずれも楕円形で、

壁は、わずかに袋状を呈

し、底部は狭くなる。こ

れは、陥し穴と考えられ 第257図　第44◎45e46の47土坑全体遺構図
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（彰黒褐色土に黄褐色土の小さなブロック
混入

（彰黒褐色土に軟質の黄褐色土混入
④黒褐色土
⑤暗黄茶褐色土

0⑥黒褐色土黄褐申土混入
I　，，1・二一一一

第258図　第44土坑遺構図（S＝か

第259図　第45。46土坑遺構図（S＝志）

凶‡当室≡

①淡黒褐色土
（彰淡灰黒褐色土
③暗茶褐色土
④黒褐色土
（9時黄茶褐色土

⑥黒褐色土に黄
褐色土混入

（令黄褐色土

①淡黒褐色土
（彰暗黄茶褐色土
②黒褐色土に黄褐色土混入

0　　　　　　　　12m

［．日日l1－11日1

第260図　第47土坑遺構図（S＝わ

ー185－



る第40土坑と同じ構造であり、穴に落ちた動

動が逃げ出すのを防ぐためのものと考えら

れ、大型の動物用の陥し穴と判断される。杭

竿…一一一≡≡讃，

第261図　第掴土坑遺物図

穴は検出されていない。

第44土坑は、主軸N－750－E、長軸4．3m、短軸1．8m、底面長軸3．88m、短軸48cm、

深さ96cmを測る。

第45土坑は、主軸N－800－E、長軸3．88m、短軸1．60m、底面の長軸2．83m、短軸57

cm、深さ1．05mを測る。

第47土坑は、主軸N－760pE、長軸3。80m、短軸1．20m、底面の長軸2．58m、短軸58

cm、深さ1。14mを測る。

第44土坑では、最下層中で弥生土器片を検出した。Polは上層からの出土である。弥生時

代の陥し穴と考えられよう。また、近くに弥生時代中期の第7竪穴住居跡があるが、動物

用の陥し穴の近くに住居があったとは考えがたく、時期差があるものと思われる。しかし、

それを判断する良好な資料は得られなかった。

第48土坑（図版73）

11E地区の南西に位置し、北側に第40土坑がある。遺構は楕円形を呈する土坑で、上線

部長軸上22m、短軸上02m、深さ上02mを測り、底面も楕円形で長軸72cm、短軸36cmを測

一一二
I－」

I　　ヨ

第262図　第48土坑遺構図
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る。主軸はN－470－Eである。底

面中央には径14cm、深さ20cmの杭穴

がある。埋土は黒色土の単一層で、

遺物は検出できなかった。時期は不

明である。

第263図　第49土坑遺構図



第49土坑（図版73）

12E地区の南の中央部にあり、第48土坑の南東に位置する。主軸をN－590－Wにとり、

平面形は楕円形である。長軸1．28m、短軸79cm、深さ81cmを測る。底面中央部には（15×

10－38）cmの杭穴がある。遺物は検出しなかった。

第103土坑（図版73）

10F地区に位置

し、すぐ西側に第

11竪穴住居跡、南

西側には、陥し穴

と考えられる第39◎

40◎48◎49土坑が

ある。この第103

土坑も陥し穴と考

えられる。主軸を

N－780－Wにと

る二段の掘り方で、

袋状を呈する土坑

である。上線は長

軸1．69m、短軸1．16

mを測り、下線は

長軸1．08m、短軸

①淡黒褐色土
②黒褐色土に黄色土混入
（彰黒褐色土

1m＿＿＿＿

忘忘忘忘遠忌

第264図　第103土墟遺構図

80cmを測る。底面では長軸96cm、短軸64cmを測り、底面ほぼ中央部には杭穴（16×14－44）

cmがみられる。杭穴もわずかながら袋状を呈する。遺物は出土していない。

（7）　土坑◎溝状遺構◎ピット

第7土坑

18M地区の南西隅に位置し、東側は第2木棺墓に切られている。南側には第1木棺墓、西

側には第1土拡（土拡墓）がある。平面形は楕円形で、長軸工14m、短軸68cm、深さ34cm

を測る。軸方向はN－600－Eである。土坑内最深部で10～15cmの小石を3個検出した。

石はこの地域でよくみる安山岩で、使用痕、焼成痕等はない。遺物には弥生土器片（Po

l◎2）がある。土坑の性格は不明であるが、底面に密着した3個の石がそれを考える手

がかりになると思われる。
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彪完
第10土坑（図版74）

6D◎E地区にまたが

り、南側に第12土坑があ

る。遺構は歪な長方形を

呈する土坑で、長辺2．26

m、短辺上08mを測る。

主軸はN－300－Wをと

る。土坑南西側より婆の

胴部片を検出した。聾は

細片のため実測できなか

ったが、時期は弥生時代

中期頃と考えられる。

一1．－－、－′rll一一㌔ヤ〟‥ll一一Hl〟一一．ノ■‥

①黒褐色土
（彰黄褐色土

Pol

響軋誰。2
10cm

1－　＿＿＿＿＿＿義一

）　　　1m第265図　第7土坑遺構◎遺物図－－－－　　－－－－－

第266図　第10土坑遺構図

第用土坑（図版74）

5F地区の北東に位置し、北に第17土坑があ

る。遺構は円形を呈する土坑で、径約1．04m、

深さ28cmを測る。土坑中央の床面に置かれ

た形でSlを検出した。Slは上面が凹んで

いるため、石皿のように利用されていたと考

えられる。この他、土坑内よりPo．1～4の

縄文土器を検出した。いずれも鉢と考えられ

る。Pol　は口縁端部で外反し、粘土帯を貼り

付けた痕が明瞭である。P02は口縁部が内湾

し、口縁端部にへラ刻みを施す。また口縁部外

面に2条の沈線を施す。内面は丁寧なナデであ

一188－

Sl Po2　　　　　　①黒褐色土

第267図　第14土坑遺構図
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るo P04は外面に1条の沈線を施す。P03は外面に斜格子状の沈線を施す。いずれの

土器の胎土にも1～2mmの石英を含く含む。この土坑の性格は不明である。

兜五：．ご　tが・・

三云言‘、
巨

第15土坑（図版74）

4D地区の中央やや南よりに

位置する。主軸をほぼ南北にと

り、長軸1．02m、短軸87cm、深

さ31cmを測る。遺物は土坑の東

側より縄文時代中期後葉～末の

深鉢（Pol）を検出した。Polは

3段からなる口縁部をもっ。口縁

部には縦方向の刻み目が施され、

口縁部上部から胴部上半にむけ

て圧痕がある。また口縁部直下

にはへラ状工具による達弧文が

めぐる。胴部はややふくらみを

もち、底部は検出しなかったが

平底になると思われる。全体の 第269図　第15土坑道構図
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約兢強が遺存していたが、口径約56cmを測り、かなり大型の深鉢である。

遺構の性格は土器の検出状況を検討してみると、屋外埋聾と被賓葬の2通りが考えられ

る。ところが、屋外埋聾であるならば、ほぼ完形に近い状態の土器を検出するはずだし、

遺構内に1か所にかたまって検出することは可能性として少ない。むしろ土器の遺存状況

から被賓葬と考えた方がよかろう。とすれば、鳥取県で最古の墓鉱の1つとしてもよいだ

ろう。

第270図　第15土墟遺物図

第17土坑（図版74）

4G地区の南西に位置し、

南に窟14土坑がある。遺構は

歪な楕円形を呈する土坑で、

長軸2こ08m、短軸1．42m、深

さ36cmを測る。土坑の床面は、

一部岩盤を削って作られてお

り歪である。土坑内では、板

状の石を多数重なった状態で、

磨石を2個（Sl　◎2）検出

した。土坑の性格、時期とも

に不明である。

第271図　第17土坑遺構図
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＠。4。m：・：l！

第272図　第17土坑遺物図

（訂褐色土
（む茶褐色土
（彰貴茶褐色土

④明黄茶褐色土
（む黒褐色土
（む褐灰色土

第273図　第18土坑道構図

1m

第18土坑（図版75）

3D地区の北西隅、南から下る丘の斜面に位置する。周辺に遺構はない。平面形は隅丸方

形を呈し、主軸をN－500－Wにとる。規模は長軸1．66m、短軸1．42m、深さ66cmを測る。

底面は平坦で、面積は1．54刀fになる。底面にはPl（16×16－66）、P2（20×16－21）、

P3（42×38－19）、P4（46×36－1D cmがある。遺物は検出できなかった。Pl・2

に柱を立て屋根を葺いた施設であろう。

第19土坑（図版75）

4E地区の南西に位置し、東に第20土坑がある。遺構は歪な楕円形の土坑で、長軸1．42

m、短軸66cm、深さ約36cmを測る。土坑内で縄文土器（Pol・2）と黒曜石の細片を検

0　　　　　　　　　　　　5cm

ト．，，，：．．，，1

第274図　第19土坑遺構・遺物図
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出した。PolはLRの撚りと、条痕を擦り消している。土坑の憧格は不明である。時期

は土器より縄文時代後期初頭と考えられる。

第20土坑（図版75）

4E地区に位置

する。遺構は歪な

円形を呈する土坑

で、長軸96cm、短

軸80cm、深さ26cm

を測る。土坑内よ

り石を数個検出し

た。また土坑上層

より縄文土器（Po 一二五一‥二1．．．°．日，！

Pol

O　　　　　　　　　　　　5cm
：．．11！．．，．；

1m　第275図　第20土坑

1）も検出した。

Polは内外面ともに条痕が認められる。土坑の性格は不明である。

第25土坑（図版75）

6G地区の南隅に位置し、第26土坑の南

西にあたる。平面形は楕円で、長軸86cm、

短軸63cm、深さ9cmの浅い皿状になる。埋

土は暗黄褐色、黄褐色土で、その中に縄文

土器が含まれていた。縄文土器はすべて小

片で、表面には山形の押型文が付されてい

る。それらは散乱し、置かれた状態とは程

遠い。焼土はない。時期は縄文時代早期で

ある。

遺構・遺物図

Pol～7 （9時黄褐色土

イ②黄褐色土　5。。m

第276図　第25土坑遺構図

Po2

第277－①図　第25土坑遺物図
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Po6

第277－④図

第26土坑（図版75）

6G地区の東隅より検出した。平面形は

卵形で、長軸68cm、短軸63cm、深さ38cm

を測る。埋土は黒褐色土で、計6個の石

がその中より検出された。形態的には集石

炉に類似するが、炭化物、焼土等は検出せ

ず、土器も検出されなかった。石にも焼成

痕、使用痕は認められず、炉とするには疑

問が残る。しかし近くに縄文時代早期の遺

構があること、早期の土器が集中すること

から考えると、その頃の遺構かも知れない。

1

第25土坑遺物図

LL⊥⊥⊥」．．，，［

三二二

二
①黒褐色土

50cm
：，，，，：，，．，r

第278図　第26士坑道構図

第28土坑（図版75）

16K地区北東に位置し、北に第2竪穴住居跡がある。主軸をN－280－Eにとり、長軸

2・44m、短軸80cm、深さ16cmを測る細長い小型の土坑である。弥生土器片が出土している

が、実測できなかった。遺構の性格は不明だが、時期は弥生時代中期であろう。

第51土坑（図版75）

10D地区南東にあり、北側は第7竪穴住居跡に切られている。プランは不整の隅丸方形

で南側は細くなっている。主軸をN－350－Wにとり、長軸2．10m、短軸98。m、深さ36。皿

を測る。遺物は出土していない。
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第279図　第28土坑遺構図 第280図　第51土坑遺構図

第62土坑（図版75◎76）

12J地区の南側に位置し、第8竪穴柱居跡、第107◎108土坑の南にある。北側と西側

一部を耕作溝によ

って切られている

が、平面形は楕円

形になろう。主軸

はN－440－Eを

とる。規模は長

軸3．14m、短軸2．

20mを測る。壁高

は17cmで、床面は

西側へ少し下がる。

床面には2個のピ

ットと、部分的な

側溝がある。ピッ

トのプランはPl

（25×14－22）、 第281図　第62土坑遺構図
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琵蒜遜壷垂嚢＞
第282図　第62土坑遺物図

0　　　　　　　　　　　　10cm

lII　－li　－1】－i

P2（14×12－16）cmである。側溝は東側の少し高くなっている壁に沿ってつくられてい

る0遺物は弥生土器と石器である。土器は壷（Pol）と高塚（P。2）を載せた。いず

れも弥生時代中期後葉であろう。

第66土坑（図版76）

11K地区の中央付近に位置し、

東に第2溝状遺構がある。遺構は

歪な隅丸方形を呈する土坑で、長

辺工64m、短辺1．56m、深さ42cm

を測る。土坑内より遺物は検出で

きなかった。土坑の性格は不明で

あるが、周囲に貯蔵穴が多く見ら

れることから、第66土坑も貯蔵穴

の可能性が考えられる。時期は不

明である。

第283図　第66土坑遺構図

第74土坑（図版76）

12J地区の北東にあり、

第8竪穴住居跡と切り合う。

新旧関係は第74土坑の方が

新しい。主軸をN－360－

Eにとり、平面形は楕円形

である。長軸1．25m、短軸

96cm、深さ15cmを測る。底

面は平らである。遺物は南上三竺15m

西部より弥生時代中期の高

塚脚部（Pol）を検出し

た。Polは外面全体に丹

ー195－
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塗りがされていて、3孔を1つの単位として三方透Lになっている。遺構の性格は不明だ

が祭祀的な性格をもった土坑のように思われる。この遺構の時期は弥生時代中期と考えら

れる。

第76土坑（図版76）

10K地区の南東に位

置し、北に第69◎70◎

71◎88土坑がある。遺

構は隅丸の長方形を呈

する土坑で、長辺上58

m、短辺1．00m、深さ　と懇mミ1

34cmを測る。主軸はN

－900－Eをとる。遺

物は土坑上層より右舷

博 ①＞　Sl
①黒褐色土に粘質の　　0．　巨m

忠志忌

第285図　第76土坑遺構◎遺物図

（Sl）を検出した。また土坑掘り下げ中に壷、賓の小片が出土している。土器は小片のため

実測できなかった。土坑の性格は不明である。

第88土坑（図版76◎77）

10K地区の北東に

ある。遺構は歪な方

形を呈する土坑であ

るが、第69◎70◎71

土坑によって切られ

ている。新旧関係は、

第88土坑が古く他の

3土坑が新しい。第

88土坑の長辺は2．48

m、短辺2．22mを測

る。主軸はN－580

－Eをとる。埋土は

単一層で、北側の肩

で婆（P01）を検

出した。Polは口

縁口唇部が上方へあ

がる。口縁部には3 第286図　第88土坑遺構図
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0　　　　　　　　　　　10cm
L】一　一　一i　一　一　一　一1

第287図　第88土坑遺物図

条の凹線がめぐる。口縁部、胴部ともススの付着がみられる。この他埋土中より賓片

を検出している。この土坑の性格は不明である。時期は聾などより弥生時代中期後葉と考

えられる。

第96土坑（図版76）

10G地区の北隅に位置

し、一部10H地区にかか

る。東側は耕作溝によっ

て切られ、北側は第10竪

穴住居跡を切っている。

平面形は隅丸方形で、主

軸はN－900－Eになる。

規模は長辺2月4m（推定）、

短辺1．44m、深さ28cmを

測る。底面は少し凹凸す

る。底面積は3I正になる。

①淡黒褐色土

（む黄茶褐色土に
黄色ブロック混入

③黒褐色土

l＝＿＿

底面よりピットを1個検

出したが、第10竪穴住居跡のものと

思われる。遺物は弥生土器片を検出

した。土坑の性格は不明である。

第106土坑（図版76）

10E地区北東、第11竪穴住居跡の

西に位置しているが、土坑南側は道

路のため調査できなかった。平面プ

ランは楕円形、主軸をN－620－W

第289図　第106土坑遺構図

第288図　第96土坑遺構図
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にとり、長軸1．65m、短軸88cm以上、深さ36cmを測る。遺物は出土していない。

第2溝状遺構（図版77）

11K、11L地区にまたがり、東側に第13掘立柱建物跡がある。東西に長くのびる溝であ

る。溝の中からは多数の壷、聾片のはかPol～4の土器を検出した。Pol～4は嚢の

口縁部である。P04は口縁口唇部が上方へあがり、3条の凹線がめぐる。凹線はナデに

ょって消え気味である。胴部は内外面ともにパケ目がみられる。P02は口縁口唇部が下

がり気味でわずかに上方へあがる。口縁部には凹線が2条めぐる。この溝の性格は不明で

ある。時期は聾などより弥生時代中期と考えられる。

rゎ訂，．mmm．．．，．l．，，ll‖　＝－．哲

二葬－！Tl二‡＿
第291図　第2溝状遺構遺物図

8H地区ピット1（図版77）

8H地区の中央に位置し、第23掘立柱建物跡の南、第

94土坑の西にあたる。平面形は瓢形で、長軸75cm、短軸

60cm、深さ27cmを測る。埋土は暗茶褐色土で、21cm掘り

下げた所から縄文土器を1点検出した。土器の表面には

山形の押型文が押捺されている。山形は第25土坑出土の

第292図　8H地区ピット1遺物図
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ものと比べ大きく、時代はやや新しくなる。縄文時

代早期の遺構であるが、性格は分からない。

14』地区ピッ机（図版77）

14J地区の南西側に位置し、第36土坑の東にあた

る。周辺は総て耕作により撹乱され、このピットも

耕作構内より検出されたため、時期的に現代の可能

性もある。ピットの規模は南北62cm、東西69cm、深

さ33cmを測る。埋土は黒褐色土で、炭化物あるいは

焼土等は含まれていない。土器は出土せず、大小25に

わたる石が検出された。上部の石群は円礫で、最大の 第293図　8囲地区ピット1遺構図

ものを中心に円形に配されている。下部のものは割れた板状の石である。屋外炉とするには

根拠が乏しく、性格の分からないピットである。

第294図14J地区ビット1遺構図

16K地区ピット1（図版77）

16K地区の西隅に位置する。

プランは（48×45－14）cmで、

中から弥生土器の底部が検出さ

れた。土器は正立状態で、上半

を欠く。周辺に関係すると思わ

れるピットはなく、性格は分か

らない。Polは蜜の底部で、

外面へラ磨き、内面上方向のパ

ケ目、以下上方向のへラ削りが

施される。外面にススが付着す

る。時期は弥生時代中期である。

二一二一
L＝217．9m

ll一志主一∴
岳志忘ゐ忌

①黒褐色土

0　　　　4cm

起

第295図16K地区ピット1遺構◎遺物図
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（8）　ローム特殊土坑

第3土坑（図版78）

18M地区の西側の

調査区域際で検出し

た。南には木棺墓、

土拡墓があり、北に

は第1掘立柱建物跡

がある。平面形は隅

丸方形に近く、西側

に方形の張り出しを

持っ。規模は南北良し＝221・Om

3．54m、東西長3．10

m以上である。土坑

は浅い2段の掘り方

をもっ。第2の掘

0　　　　　　　　　　10cm

と二三一＿一言－「ロコ

（彰褐色土

②黄色土と褐色土が混入

（彰黒褐色土

④茶黄色土

⑤黄色ロームと黒褐色土混入

⑥茶褐色土

第296図　第3土坑遺構◎遺物図

；㌘

り方は不整形で、壁際の所々に小石が見られる○底面は起状が著しい、深さは最深部で82

cmを測る。遺物は黒褐色土層中より弥生土器片が出土している。

第4◎5土坑（図版78）

17J、18J地区に位置する、

ほぼ円形の土坑である。規模は

東西長3．04m、南北長2．70m、

深さ63cmを測る。土坑の南側は

第5土坑（140×94－39）cm

によって切られている。ロー

ムは土坑の北西側に偏る。層的

には小石を多く含む層と粘土質

の層に分かれる。焼土や遺物は

検出できなかった。

第11土坑（図版78）

7E地区の南側と一部8E地

区にかかるロでム特殊土坑であ

三
l
十
二
∵

第297図　第4◎　5土坑遺構図

る。近くに遺構はなく、北西にある同種の土坑（第12土坑）からは10m、西にある第13土

坑からは14m離れている。主軸はN－35。－Eをとる。平面形は楕円を呈し、長軸3・38m
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短軸2．62m、深さ83cmを測

る。壁、底面ともこの種の

土坑としてはなめらかであ

り、西側には浅い段が認め

られた。また南側底面隅か

らピット状のおち込みも検

出された。黄褐色ロームは

土坑の中央やや東側に位置

し、深さも土坑底面近くに

到っている。遺物は何も検

出できなかった。底面近く

より石を検出したが人為的

なものかどうか不明である。

第12土坑（図版78）

7D地区の北東に位

置し、一部7E地区に

かかる。近くには南西

に第1竪穴住居跡があ

る。北側は丘陵状に高

くなっている。土坑は

軸を南北方向にとる。

平面形は楕円形を呈す

る。長軸2．98m、短軸

2．08mを測り、深さは

最深部で112cmになる。

掘り方は西側を除いて

2段になっている。そ

一1－一．し．一l一h－ド一‥．．一・胤．、‥l1－1‥・．1一一矧・－－．‥‥‥IH・‥一l一一hl‖1－‥一一一好一lグ′．．－11

①黒褐色土

②暗茶褐色土

（彰茶褐色土

④淡暗茶褐色土

⑤黄色土と黒色土

かなり混じる

、＼、・．・・・‘－

第298図　第出土坑遺構図

（彰淡黒褐色土
④黄褐色土に茶褐色土混入

⑤暗茶褐色土　⑥暗褐色土
⑦淡茶褐色土　⑧淡褐色土
（9淡黄褐色土

0　　　　　　　　　　　　　2m

L＿．】ll！ll　一．i

第299図　第12土坑遺構図

の規模は（98×73－17）cmで、平面形は方形である。ロームは東側に偏り、その下位は土

坑底面に到っていない。遺物は検出できなかったが、ローム内に埋もれている大きな石に

意味があるかもしれない。

第13土坑（図版78）

7D地区南西に位置し、北側の上部を第1竪穴住居跡によって切られている。東に第11

土坑、北東に第12土坑がある。第1竪穴住居跡の断面には第13土坑の上部に当る部分に貼
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り床が認められるが、第

13土坑上に竪穴住居を掘

り、柔かかった土を貼り、

叩きしめて平らな床面を

作ったものであろう。土

坑北側のピットは第1竪

穴住居跡の中央特殊ピッ

トである。平面形は楕円

形である。主軸をN－400

－Eにとり、長軸4。20m、

短軸3。20m、深さ1。06m

を測る。ロームは盛り上

った形で検出されており、

ロームの周囲を黒色土が

リング状に取り巻く形を

とっている。ロームはや

や東に偏っている。底面

西よりには、長軸1。43m、

短軸1。34mの隅丸方形

①黒褐色土に硬くしまった黄色土混入

②黒褐色土
③黒褐色土に黄褐色土混入
④淡茶黒褐色土
⑤淡黒褐色土
⑥淡褐色土

第300図　第13土坑遺構図

の落ち込みがあるが、この落ち込みの上部で焼土を確認している。遺物は出土してい

ない。

第16土坑（図版78）

3A地区の南東より検出した。東側は調査区域

外のため全体を把握できなかったが、平面形は

隅丸方形であろう。周辺にピット等の遺構はな

く、石が目立っ。

第16土坑は主軸をN－740－Eにとる。規模は

長辺1。76m以上、短辺2。18m、深さ76cmを測る。断

面はスリバチ状で、北側は2段になっている。

ロームは北側に偏っていて、下層は土坑の底

面に到る。遺物は検出できなかった。

ー202一

第301図　第16土坑遺構図



第24土坑（図版78）

8G地区の北東に位置

し、東には第23掘立柱建

物跡、西には第3木棺墓

がある。平面形はハート

形で、長軸3。98m、短軸

2．58m、深さ62cmを測る。

断面はスリバチ状である。

ロームは南に偏り、深い

所では土坑の底面に達す

る。遺物は何も検出され

なかった。

第27土坑（図版79）

16L地区の西側に位置する。

遺構は歪な円形を呈する土坑

で、長軸2．56m、短軸2．40m、

深さ30cmを測る。土坑内の南

東側は段になっている。遺物

は検出できなかった。

第33土坑（図版79）

16K地区の北東よりに位置

し、第27土坑の西、第2竪穴

住居跡の南にあたる。平面形

（彰黒褐色土に暗黄褐色土混入

②黒褐色土

（彰暗褐色土

第302図　第24土坑遺構図

書
（D黄色土に黄茶褐色土の

ブロック混入

②褐色土に黄褐色土のブ

ロック混入（撹乱）

（彰黒褐色土

④褐色土に黄褐色土のブ

ロックと黄色の粘質土
混入

⑤褐色粘質土

⑥黒褐色土に黄色土がわ
ずかに混入

2m

第303図　第27土坑遺構図

は不整円形で2段の掘り方を持っている。規模は長軸2。4m、短軸2。08m、深さ33cmを測

り、その中に長軸1。56m、短軸工14m、深さ42cmの落ち込みがある。さらに落ち込みを囲

むような配置でPl～6がめぐる。ただしP6は土層観察のために掘ったトレンチ内にあっ

たため壊されたものと思われる。各ピットのプランPl（10×10－11）、P2（24×24－

10）、P3（22×20－13）、P4（40×22－32）、P5（38×24－20）cmである。遺物は

なにも検出できなかった。黄褐色ローム層の上位に焼土層が厚さ20cmにわたって観察され

た。
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第34土坑（図版79）

13I地区の中央にあり、第31

土坑の北に位置する。北側は水

路によって破壊され、調査でき

なかった。主軸はほぼ南北と思

われ、平面プランは不整形であ

る。検出面ではロームは東側に

偏り、西側に黒褐色土が偏る。

長軸2．42m以上、短軸2．40m、

深さ81cmを測る。断面をみると、

ロームは第12土坑、第42土坑と

同じく盛土状に堆積していたと

思われる。

l

L＝219．2m

、た／

．．．．∴．．ヨ

悶

三次％

第37土坑（図版79）

13H地区の北東隅より検出した。

東には第34土坑がある。土坑は北側が

調査できないため全体を検出できなか

ったが、平面形は隅丸方形であろう。

主軸方向はほぼ南北をとる。規模は長軸

4．10m、短軸2．23m（以上）である。深

さは79clnで、西側に浅い段を持っ。土

坑内東側より大小40数個からなる石群

を検出した。用途は不明だが、土坑に

伴う遺物と考えられる。

＼

」⊃

順
（彰褐色土
（む暗黄褐色土

③暗褐色土
④赤黄色土
⑤黒褐色土

了　＝
2m

「－‥HllllI」二王」

第304図　第33土坑遺構図

第305図　第34土坑遺構図

第38土坑（図版79）

14G地区の北寄り中央部にあり、第4竪穴住居跡の北西に位置する。主軸方向はほ

ぼ南北で、平面形は卵形である。長軸は4．23m、短軸3．10m、深さ81cmを測る。北側は2

段になっているが、掘り方はスリバチ状である。検出面ではロームは土坑中央を南北に細
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第306図　第37土坑遺構◎遺物図

長く走り、周囲を黒色土がリング状

にとり囲んでいる。断面は2段階に

ローム土が堆積している。底面は整

形した跡はなく凹凸がはげしい。

①暗褐色土
②暗褐色土にローム混入
③黒色土
④黒色土にローム混入

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼

Pol

O lOcm

LIII　－！111－！

第307図　第38土坑遺構◎遺物図

第42土坑（図版79）

第308図　第42土坑遺物図
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11E地区の北に位置

し、第7竪穴住居跡の

南東、第40◎48土坑

（陥し穴）の北にあた

る。平面形は楕円形に

近く、長軸3．9m、短

軸3．3mを測る。断面

はスリバチ状で、肩か

らの深さは最大で93cm

になる。ロームは土坑

内の東側に偏り、下層

の硬質部と上層の黄粉

状の軟質部に明瞭に分 第309図　第42土坑遺構図

①淡黄茶褐色土
（彰黒褐色土
（彰黒褐色土に黄

色土粒混入
④黒褐色土に

黄色ローム塊
が混入

⑤黄茶褐色土

（む茶灰褐色土

かれている。これに対し黒色系統の層は平面的には南東側に集中するが、断面では黄粉状

ロームを全く含まない層と、いくらか混入する層に分かれていることが観察できる。遺物

は弥生土器（Pol　◎　2）がある。Polは蜜の破片で土坑の上層のものと下層出土のも

のと接合した。口縁部に凹線は認められず、内面も胴部中位までナデが施されている。弥

生時代中期のものであろう。

第43土坑（図版80）

12F地区の中央部に位置する。

平面形は不整形で、主軸をほぼ東

西方向にとる。長軸2．68m、短軸

1．60m、深さ91cmを測る。東側は

段状になっている。断面はスリバ

チ状であるが、底面は凹凸がやや

激しい。掘り方は整形したように

思われない。遺物は何も検出しな

かった。

＼
二
二
／

1葛葛嘲r‾＿＿＿■二＿＿＿

第310図　第43土坑遺構図

第50土坑（図版80）

10C地区に位置し、第47土坑の西にあたる。南側は調査区域外に入るが、プランは不整

円形であろう。東西長3．10m、南北長3．20（推定）m、深さ85cmを測る。底面は比較的平
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垣で、西側に溝状の落ち込みがある。

ロームは土坑内南側に偏る。遺物は壷

（Pol）がロームと暗褐色層の問

（褐色土にロームがまじる層）から正

立状態で検出された。口縁部を欠くが、

埋もれている部分は原形をとどめてい

た。外面頸部下位に5条の凹線文、胴

部中位に2列の櫛状工具による刻み目

がめぐる。調整は外面パケ目、胴部下

位縦方向のへラ磨き、内面胴部上位パ

ケ目、以上上方向のへラ削りであり、

土器の形態はかなりスマートである。

胴部下半にススが付着する。弥生時代

中期のものと推定される。

第93土坑（図版80）

9I地区北西隅に位置している。平

面プランは楕円形で、北側が、やや細

くなっている。主軸をほぼ南北にと

り、長軸4．22m、短軸3．08m、深さ

90cmを測る。ロームは土坑の東

（手嶋硯色土　　　　　　0 2m

∴軸地上に葦色しト∴　　　　　‾．
が少々混入

③黒褐色土　　　　④黄茶褐色土
⑤黄褐色と　　　　⑥哺褐色土に黄色ロームが少々混入

第312図　第50土坑遺構図

第3m図　第50土坑遺物図

第313図　第93土坑遺構図
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に偏っており、周囲を黒褐色土がリング状に取り囲んでいる。遺物は出土していない。

第102土坑（図版80）

7H地区の中央付近に位置し、南に第23掘立柱建物跡がある。遺構は歪な形を呈する土

坑で、長辺2．56m、短辺2．48In、深さ48cmを測る。土坑中央付近は浅く段になっている。

埋土第（彰層上面よりPolの縄文土器片を検出した。

（》茶褐色土
②黒褐色土

⑨茶黒褐色土
④黒褐色土に

黄色粘質土を含む

0　　　　　　　　　　　　10cm
l．．．．：．．．，】

第314図　第102土坑

遺構・遺物図

（10）　遺構外遺物

縄文土器（図版81）

遺構外から出土した土器は総て細片として出土したため、器形の全体を推測できる資

料は少ない。早期・中期の土器を、主にC区西側で集中して検出した。また便宜上、早期

の土器をSI－Ⅱ群に分類した。

早　　期

SI群（315図Pol～9、図版81）

いわゆるネガディブな押型文土器と呼ばれているものである。特にPol・2は、神鍋遺

跡（兵庫県）で出土している土器と類似している。なお中国地方では馬取貝塚、帝釈峡遺

跡群（広島県）でネガティブな押型文土器が出土している。SI群はSⅡ群に先行するも

のとして、林ケ原遺跡の上限を示す資料である。

SⅡ群（第315図PolO～18、図版81）

押型文土器である。PolOは格子目文、Poll～16は山形文である。色調は、茶褐色系統

が多い。Po17・18は、押型文土器の尖底部分と考えられる。
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第315図　縄文土器実測図（SI、

＼＼、、上だ＼＼、」＝Z
0　　　　　　5cm

Sll群）　し　・・‥！

前期（第316図Po19・20、図版81）

Po19・20は外面に押圧縄文がみられる。特にPo19は口縁部まで押圧縄文がおよんで

いる。前期初頭（？）に比定できると考えられる。

中期（第316図Po21～23、図版81）

撚糸文を地文とするPo21・22と、条痕地に沈線をもっPo23がある。

時期不明の土器（第316図Po24～32、図版81）

Po24～26は撚糸文を地文とする土器である。
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臣＿－＿・

第316図　縄文土器実測図 ：，．．，！．，．1＿」

弥生土器（図版82）

遺構外出土土器のうち主なものを載せた。それぞれ器種別におき、壷と聾はその形態に

よりI・Ⅱに分類した。時期は弥生時代中期中葉～中期後葉と推定される。

壷I口縁端部が下垂するもの（Pol～Po8）、Ⅱロ縁端部が上方へ立ちあがるも

の（Po9～Po17）とした。I・IIを口唇部に凹線が無く凸帯の有るもの（Po4・5、

Po9～Po14）と、口唇部に凹線をもち凸帯の有るもの（Po6－Po8、Po15～P

o17）に分けた。凹線の有無は、これを時期的な差と考えてみた。

Pol～Po3　口唇部に斜格子の文様が施される。Po2・3には口縁部内側にも施

文がみられる。いずれの土器も丁寧なナデ仕上げ、色調は黄橙色。

Po4・Po5　P04は口唇部に斜格子の施文がみられ、その上に円形浮文が付き装

飾性に富む。口縁外面には貼付凸帯が5段みられ、凸帯と凸帯にかけ縦に2本の粘
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0　　　　　　　　　　　10cm
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第318図　弥生土器実測図

土紐が貼付けられる。頸部外面には凹線問に波状文がめぐる。口縁、頸部内面ナデ。肩部

内面パケ後一部ナデ。胎土中に石英を含む。色調は明橙褐色。

Po6㌢Po8　口唇部に凹線がめぐり、貼付凸帯をもっ。口縁部外面ナデ、内面パケ

の後ナデ。P08は口縁端部に刻み目が施される。

p。9～Po14　口縁部外面に貼付凸帯をもっ。PolO～Po13は口唇部に斜格子文が

みられ、Po12◎14は口縁端部に刻み目をもっ。口縁部内外面ナデ。色調は淡褐色。
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Po35　　　第319図　弥生土器実測図
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第320図　弥生土器実測図
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第321図　弥生土器実測図

Po15～Po17　口唇部に凹線がめぐり、刻み目も施される。Po15◎16には円形浮文

がつく。Po15◎17口縁部内外面ナデ。Po16頚部外面パケ。色調茶褐色。

他の壷　Po18は頚部が立ち気味で、目線部は外方へ開く。胎土中に石英を含む。黄橙

色。Po19は大きく外方へ開く口縁部で、口縁端部には沈線がめぐり、刻み目が施される。

内外面パケの後ナデ。色調淡褐色。

聾Iくりあげ口縁をもっもの（Po23～Po35）、Ⅱ「く」の字状口縁をもっもの（P

O36）の2形態とし、これらに先行する土器として、Po20～Po22を置き時期差を考え

てみた。

Po20～Po22　Po21◎22は口縁端部が立ちあがる。口縁部内外面横ナデ。胴部外面

パケ、内面パケ後ナデ。色調淡黄褐色。

Po23～Po30　口縁部に凹線が施される。口縁部内外面横ナデ。胴部外面パケ、内面

パケの後ナデ。Po30は頸部に貼付凸帯がっく。胎土は細かい砂粒、石英を含む。色調淡

黄褐色。

Po31～Po35　口唇部に凹線が施され、頸部には圧痕文の貼付凸帯がっく。口縁部内

外面横ナデ。胴部内外面パケ後ナデ。胎土中に石英を含む。色調淡黄褐色。

Po36　口唇部に刻み目を施す。頚部には圧痕文の貼付凸帯がめぐる。胴部外面上方縦

パケ、下方斜方向のパケの後縦へラ磨き。胴部中位に櫛状工具による刺突痕が2段にめぐ

る。胴部内面パケの後ナデ。胎土中に1～6mmの石英を含む。色調淡明褐色。

壷と聾の折衷　Po37◎Po38　複合口縁で、口唇部に凹線をめぐらし、刻み目を施す。

頸部には圧痕文の貼付凸帯がっく。Po38には円形浮文がっく。口縁部内外面横ナデ。

高塀　Po39～Po46　Po39は碗状の師部から口縁部が外へ長くのびる。土不部内外面

縦へラ磨き。細かい石英を含む。色調淡褐色。Po40～Po42は口縁部がわずかに外へで

る。Po43◎44は口縁部が上へ立っ。Po43は口縁部に凹線がめぐる。Po39◎41◎42は

紐孔をもっ。Po40は口唇部に円形浮文がっく。Po45◎46は脚部と考えられる。

器台　Po47◎48　Po47は口縁端部が上へ立ち、Po48は口縁端部が下垂する。とも

に口唇部に凹線がめぐる。Po47の胴部外面には、パケ目の後2条の凹線がめぐる。

その他の土器　Po49◎50　Po49は蓋の摘み部。Po50は器形不明。口縁端部は肥厚し

刻み目が施される。胎土中に長石を含む。色調暗褐色。
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土　師　器

13I地区出土の遺構外土器で、近くには第4竪穴住居跡がある。

P。1～P。7は復合口縁の賓で、口縁部内外面横ナデ。肩部外面ナデ、内面頸部のす

ぐ下よりへラ削り。Po4◎5は口縁、肩部外面にススの付着がみられる。胎土中には小

粒の石英が含まれる。Pol～P07の聾は古墳時代前期初頭と考えられる。

＝「 ノ 　　　 」 ←‡♂
P o 3

10cm

』忘志忘忘志

第322図　土師器実測図

分銅形土製品（図版82）

分銅形土製品は弥生時代中期中頃から後期初め頃にかけて盛行し、岡山県南部を中心に

大分県から奈良県まで分布している。その用途については、祭祀用具（護符）ではないか

とされている。

林ケ原遺跡では、第2竪穴住居跡から1点、遺構外から2点検出した。いずれも完形品

ではない。Dlは内湾し、上線部に文様らしきものはない。矢印で図示した部分には指頭

圧痕がある。D2はわずかに内湾し、上線部に櫛措文らしきものがある。また、くいこみ

部には穿孔がしてある。

林ケ原遺跡の3個体は、大道原遺跡（大山町）の4個体に次ぐものとして注目される。

第323図　分銅形土製品実測図
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紡錘車（図版82）

林ケ原遺跡で紡錘車は17個出土している。内訳は遺構内9個、遺構外8個である。

Dl～8はいずれも弥生土器片転用のもので、縁は形を整えるために削ってある。

番　 号 形 態 。材 質 径 。厚 さ 。孔 径 （cm ） 重量 （g ） 穿 孔 状 況 等 出　 土　 地

D l 弥生 土 器 転 用 4 ．4　　 0 ．5　　 0 ．5 9．1 両側 穿 孔 C　 区 掘 下 中

D 2 〝 4 ．5　　 0．8　　 0．4 1 7．1 1 方 向 か ら穿 孔 14 M 地 区掘 下 中

D 3 〝 4 ．2　　 0．6　　 0．5 13 ．4 両 側 穿 孔 D　 区 掘 下 中

D 4 〝 4．3　　 0．5　　 0．4 9．6 〝 C　 区 掘 下 中

D 5 〝 0．4　　 0．6 （7 ．0） 〝 9 G 地 区 据 下 中

D 6 〝 5．2　　 0．7　　 0．4 2 0．9 〝 9 H 地 区 掘 下 中

D 7 〝 2．7　　 0．4 3．2 未 製 品、裏 側か ら一 方 穿 孔 途 中 9 G 地 区 掘 下 車

D 8 〝 0．5 （6．7） 〝　　　　　　　　　　　　〝 D　 区 掘 下 中

遺構外出土紡錘車一覧表

’ヰ・・i抜糎

の

。1言。2紡。3厨

。β 厨
D6

ふD7

0

第324図　紡錘車実測図

石　　器（図版83）

今回の調査で遺構外からも多くの石器を検出したが、遺存状態が比較的良好なものを図

示する。

（1）　石　鍍（図版83）

石鋲は遺構外から6点検出した。いずれも打製。無茎である。岩質はSlが黒曜石、S

2、4～6がサヌカイト、S3は花崗岩と思われる。遺構外で検出したものは、ほとんど
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陥し穴遺構の近辺であり、その関連が注目される。

（2）　石斧、磨石、砥石（図版83）

S7は局部磨製石斧である。今回の調査以前に、林ケ原遺跡のすぐ北でクロボク土採取

中に出土したものであるが、関連ある遺物と考えられるので図示した。S7は刃部を研磨

する以前に全体の形状を整えるために周辺を粗く加工してある。刃部の研磨は両面である。

S8は磨製で太型蛤刃石斧である。

S9～11は磨石で、S9◎11には擦痕が認められる。SlOには擦痕が認められなかった

が、全体の形状、岩質等から磨石と判断した。

S12は砥石である。ところで林ケ原遺跡では鉄器もしくは鉄製品を検出していないため

に、石斧等の刃部の研磨に使用された可能性が強い。しかし、鉄器は再加工が可能なので

集落を廃絶する時に持ち運ばれていったことも想定される。

（3）　岸本町教育委員会保管遺物（第327図、図版83）

林ケ原遺跡周辺が昭和初期に開墾された時に出土した遺物が主に保管されている。

S13◎14は石庖丁である。いずれも磨製、片刃で2孔を有する。2孔は両側穿孔で、孔

周辺に紐の使用痕がある。S15は横型の石匙である。岩質はサヌカイトである。S16は有

溝石錘である。S17◎18は砥石で、S17には砥石を製作した時の痕跡がある。

二一∴二‾一十二「－
◎　S2

＿＿二十＿＿＿＿：十！ニー

宅Z≡≡琵〉
S5

第325図　石器実測図①
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第326図　石器実測図④
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第327図　岸本町教育委員会保管遺物実測図
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第3節　　ま　　と　　め

林ケ原遺跡の調査を通じて、竪穴住居跡11棟、掘立柱建物跡23棟、木棺墓4基、土拡墓

2基、貯蔵穴47基、土坑19基、陥し穴10基、溝状遺構1本、ピット3個、ローム特殊土坑

17基を検出し、その報告をしてきた。その結果、林ケ原遺跡は縄文時代早期から古墳時代

前期にわたる複合遺跡であることが判明した。十分な検討もできていないが、今回の調査

によってわかった事実、問題点を指摘しておく。なお、この内貯蔵穴、ローム特殊土坑に

ついては第5章で詳細に記述しているので、この章ではたちいった説明を省略したい。ま

た調査後の協議の結果、第4掘立柱建物跡、第6◎21◎23◎41◎45◎57◎61◎64◎105土坑は

遺構でないことが判明したので、本文中で説明をしなかったことをつけ加えておく。以

下各時代毎に林ケ原遺跡の変遷を中心として述べていく。

縄文時代の遺構としては、早期の土坑、ピット中期の被婆葬遺構（もしくは屋外埋賓遺

構）、後期の土坑を検出し、遺構内外から早期、前期、中期、後期の遺物を検出した。第

25土坑（早期）は掘り込みが浅かったが、底面上に押型文土器が集中しており検出状況か

ら遺構と判断した。第25土坑周辺には、早期の別な生活遺構が考えられ、調査後トレンチ

を入れて精査したが、それらしい遺構、遺物は検出しなかった。第25土坑の南東に18m離

れた8H地区P－1内で押型文土器片を1点検出したが、これは混入の可能性があり明確

に早期の遺構と判断しにくい。ところで、遺構外からはネガティブな押型文土器片を検出

した。いわゆる押型文土器に先行するものとして本遺跡の上限を示す資料である。今回の

調査以前に、本遺跡のすぐ北で、局部磨製石斧がクロボク土採取中に出土していたことが

わかった。日本列島では後期旧石器時代初頭より出現し、縄文時代早期まで存続するとさ

れているから本遺跡の上限をより遡って考える必要があるかもしれない。第15土坑（中期）

は被賓葬遺構の可能性が強い。とすれば県内の縄文時代の墓拡資料として重要である。縄

文人がこの地で活動中に何らかの異常がおこり、ここに埋葬されたのではないか。第17土

坑は集石の屋外炉の可能性もある。遺構内から磨石を2点検出したが、その用途は、調理

用の道具と考えたい。使用後、炉内におさめておいたのでは？本遺跡で縄文土器を検出し

ている場所は限定された範囲内である。しかしその範囲内では、竪穴住居跡、貯蔵穴等の

生活関連遺構もないことから、狩猟、採集活動のための簡単なキャンプが設定されただけ

と考えられる。この範囲が選定された理由は尾根の支脈の先端部に位置し、見通しがよく

利き、水辺にも近かったためと考えられる。

陥し穴遺構は全部で9基を検出した。その形態により、I群（′第22◎39◎40◎48◎49◎

103土坑）と、Ⅱ群（第44◎46◎47土坑）に分かれる。I群は平面プランの規模、形とも

ほぼ同じで、底面中央に杭穴と思われるピットをもっ。（第40土坑は杭穴を持たないが、
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その平面プランによりI群に含める）。I群は本遺跡の北から南へ向け、南の崖線の手前

でカーブして配置されている。等高線に対して、長軸方向が垂直または平行になっている。

Ⅱ群はかなり大型の陥し穴で、底面に杭穴を持たない。また各土坑底面で30cm大の石が検

出されているが、これは陥し穴に落ちた動物をめがけて狩猟者が投げっけたものと考えら

れよう。各土坑を並行させることによって捕獲機会の増加を狙っており、崖線を意識して

配置されている。I群と比べてⅡ群は内容積が数倍もあり、かつ構造自体も違うのは、狩

猟対象が大型獣（シカ、イノシシ等）だったからであろう。I群、Ⅱ群の新旧関係はわか

らないが、柵等を設置して陥し穴のある場所へ獲物を追いこんだとすれば、狩猟対象動物

によって陥し穴を適宜使い分けていたことも想定される。本遺跡における陥し穴遺構の構

築年代については遺構内からほとんど遺物が出土せず、他の遺構との切り合いもみられな

いことから推定することは困難である。ちなみに青木遺跡（米子市）では本遺跡I群タイ

プのものが250基以上検出され縄文時代後～晩期とされている。本遺跡の陥し穴遺構も縄

文時代のいずれかの時期に利用されたものであり、その頃本遺跡が狩り場として機能して

いたと考えられるのではないか。OI群は弥生時代の陥し穴の可能性もある。）

弥生時代、中期における人口増加、農具等の発達により生活圏の拡大＝内陸部への進出

が行われた結果、本遺跡にも集落がつくられたと思われる。今回調査した大部分の遺構が

この時期である。調査以前に石庖丁が出土しており、清山川沿いの小規模な谷水田経営が

なされていたと思われる。，また竪穴住居跡内からは石嫉、貯蔵穴内からは磨石、敲石も検

出しており、狩猟、採集活動も行っていたことがうかがえる。

この時期の竪穴住居跡の立地、建て替え状況からみると、Aグループ（第2◎第8e第

9竪穴住居跡）とBグループ（第1e第7◎第10◎第11竪穴住居跡）がある。但し、Aグ

ループの第8竪穴住居跡と第9竪穴住居跡は同一、Bグループの第7竪穴住居跡と第11竪

穴住居跡も同一のものと考えられる。とすれば、Bグループ3棟の竪穴住居跡によって構

成されることになる。そして各竪穴住居跡問を結ぶと、第1竪穴住居跡と第10竪穴住居跡

を結ぶ線を底辺とし第7を頂点とする二等辺三角形が完成する。Aグループは1棟不足す

①図　具田原◎林ケ原題跡竪穴住居跡配置図　数字はげれも竪穴住居跡番号
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るが、推定する場所に土器の散布があり、その存在の可能性がある。そうするとBグルー

プもAグループと全く同じ二等辺三角形ができる。加えてAグループは磁北を中心に考え

るとBグループと全く同じ傾きになる。員田原遺跡の2棟の竪穴住居跡も本遺跡のA◎B

グループと同じ傾きになり、注目に値する（⑦図参照）。また第2竪穴住居跡と第7

竪穴住居跡の距離、第9竪穴住居跡と第1竪穴住居跡の距離は全く同じである。以上

が第1の特徴である。第2の特徴は、竪穴住居跡の機能についてである。Aグループの第

2竪穴住居跡内からは分銅形土製器、Bグループの第7竪穴住居跡上面からは器台、第11

竪穴住居跡内からは高塚が検出された。その高札器台は祭器として利用されていた可能性も

ある。となると、各グループがっくる二等辺三角形の頂点に位置する竪穴住居跡が祭祀的

役割をもっていたと考えられる。ところで、第5◎第6竪穴住居跡は比較的小型の竪穴住

居跡であり、本来住居としての機能を有していたとは考えられず、産屋、作業小屋であろう。

本遺跡において3棟の竪穴住居跡をワンセットにした、いわゆる「単位集団」の存在があっ

たと考えられよう。さて、両グループの関係を論ずる前に掘立柱建物跡について述べる。

掘立柱建物跡は全部で23棟を検出した。1棟は古墳時代のものと考えられるが、大半は

弥生時代中期と考えたい。ここで桁行方向を主軸方向と考えて分類すると4方向になり、

この相違は主として時期差によるものと考えられる。それぞれ①～Oとすると、⑦は第3◎

8◎18◎19掘立柱建物跡、㊥は第13⑳20◎22◎24掘立柱建物跡、0は第2◎7◎10◎11◎

12◎14◎15◎17◎21掘立柱建物跡、0は第16◎23掘立柱建物跡である。⑦には第19掘立柱

建物跡、㊥は第20掘立柱建物跡、0は第21掘立柱建物跡というように他と違ってやや大

きな建物跡があり、倉庫でない可能性もある。他の掘立柱建物跡はプランからみて大半が

穀物等を収納する倉庫と思われる。⑦～Oの4方向はAグループの建て替え、拡張回数と

符合する。単なる偶然とは言えない問題がある。

AグループとBグループの関係であるが、遺構内から検出する遺物を比較すると、Aグ

ループが最初に成立し、その後ある一定期間、Bグループと同時存在していた可能性があ

る。竪穴住居跡の立地等からみても新たな「単位集団」が本遺跡にやってきたとは思えず、

AグループからBグループが分離したと推察できる。しかし何故、①3棟の「単位集団」

なのか、④「単位集団」の具体的内実、④Aグループは第1◎2木棺墓、第1◎2土鉱と

墳墓が集中しているが、Bグループはそれがない等、数々の問題点がある。問題の解決

には、周辺遺跡の発掘例の再検討が必要であろう。

やがて生産活動の安定した弥生時代後期初頭のある時期に、本遺跡の集落は発展的に廃

絶し、より農業生産活動に便利な場所（長者原台地等）に移動したものと考えられる。

古墳時代前期の遺構として第4竪穴住居跡があり、他に2～3の可能性のある遺構がある。

分村によるものか、冬季の狩猟用のためのものかその位置づけは非常に難しい。
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第5章　考 察

第1節　林ケ原遺跡の貯蔵穴群

林ケ原遺跡の調査で総計108基の土坑を検出したが、その内の47基を貯蔵穴として報告

してきた。それは形態とか位置関係、土層の堆積状況、他遺跡の例から貯蔵用の土坑であ

ろうと判断したからであるが、貯蔵穴であると断定できる決定的な資料（底面に密着する

完形土器、あるいはまとまって検出される堅果類）を欠いている点、やや根拠に欠けよう。

特に第3木棺墓、第9土拡（木棺墓）等と後述する貯蔵穴Aタイプの掘り方自体には大差

がなく、壊れた、日常使用された土器、焼土等の検出がなければ、土拡墓（あるいは木棺

墓）としてもおかしくないものである。その他にも貯蔵穴と推定するのに疑問をなげかけ

る点がある。遺物があまり出土しないし、出土する遺物は破片の土器ばかりで、しかも底

面から浮いているものがほとんどである点、竪穴住居跡が11棟（その内弥生時代中期と時

代が推定できるものは9棟）、おそらく同時期に使用されたであろう掘立柱の倉庫跡19棟

に比べ、貯蔵穴があまりに多すぎると思われる点等がそれである。以下こうした問題点を

ふまえて林ケ原遺跡検出の貯蔵穴を分析して行きたい。

81

216m
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（1）　林ケ原遺跡の貯蔵穴群

まず時期であるが、林ケ原遺跡の貯蔵穴より検出された土器は縄文、弥生土器で、土師

器は全く含まれない。その内最も多いのは弥生時代中期中葉～後葉の特徴を備える土器で

あり、それらは9棟の竪穴住居跡出土土器と極めてよく似ている。従って貯蔵穴も住居跡

とほぼ同じ頃に存在したと思われる。しかし住居跡、掘立柱建物跡と切り合う土坑もある

ことから考えて、時期に多少のずれはあろう。この新旧関係は一様に貯蔵穴が新しいとい

う結果を得た。

次に各々の貯蔵穴を分析してみる。するとそれらは以下の4タイプに平面的な形態分類

が可能である。（第329図）

A隅丸方形、B方形、C楕円形、D円◎不整円形、のタイプである。

最も多いのがAタイプで、貯蔵穴47基中22基を占める。このタイプは最小のNo．80（113×

87－38cm）から最大のNo・95（200×155－30cm）まで幅広く存在するが、底面積0．9I迂未

満は3基しかなく、また1．7戒以上の大きいものはほとんどがこのタイプに含まれている。

興味深いことにこの底面積1．9Hf以上のタイプは軸方向がN－250－EからN～780－E

問に存在するし、さらに絞ったN－360～E～N－600－Eの範囲にはAタイプの半数が

含まれている。そしてこれらの主軸方向に対しその主軸が垂直方向をとる土坑に有機的関

係を認めるなら、さらに7基が含まれることになる（表8）。この主軸方向の集中傾向は

掘立柱建物跡の1間×1問のもの7棟にも認められる。さて土坑の断面であるが、この夕

一圏一竿一千＿一関l＿霞
U　㌔＿＿＿＿プも　つ」＿J

Aタイプ

事一‾＝　L

Cタイプ

㌔』、篇プ社』’

†ミミ一手！ごl子心≡毒こ一f一ざ
Dタイプ

第329図　林ケ原遺跡貯蔵穴タイプ（数字は土坑番号）
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イブには袋状に壁側へ挟れるものはなく、すべて上広下狭の∪型掘りか、あるいは2段掘

りである。側溝を持っものも、No．52◎94と2例あるが、ほとんどの土坑は平坦な底面を有

している。遺物が比較的出土するのもこのタイプの特徴であろう。分布については、第8◎

9竪穴住居跡と第2竪穴住居跡を中軸とした外縁部に位置する傾向が認められる（第

328図。ただしNo．86◎108はこれに適合しない）。

Bタイプとして4基あげた。No．69◎70はコーナーに丸味が認められ、Aタイプに近いも

のであるが、平面形が正方形に近く、また断面も袋状のものがある等から区別した。本来

ならBタイプに入れない方がよいのかも知れないが、小規模である、主軸方向が似ている

等から一緒に扱った。このタイプは皆底面積が上4I迂以下で、主軸を北西一南東方向にと

る。No．69～71は隣接するが、No．89は17m程離れている。Nは89は林ケ原遺跡で検出した貯蔵

穴群中最小であるにも拘わらず、内にしっかりした側溝を持っている。断面はNo・69◎70が

袋状を呈する。

Cタイプは9基あるが、その内4基が第10竪穴住居跡の近くに存在する。他のものは散

在する。主軸方向に強い規則性は認めがたいが、隅丸方形タイプにあまり例のない南北方

向に軸をとるものが5基あることは注視すべきであろう。土坑断面は約半数が袋状である。

Dタイプは12基あり、Aタイプに次ぐ数である。分布はAタイプに似ているが、より一

層第7◎8住居跡近辺に集中するようだ。規模は径1m以上がほとんどで、深さも比較的

深くなっている。断面は一部内へ挟れるものを含めて、袋状を呈するものが半数ある。底

面積も1適以下が過半数を占める。側溝をもっものはなく、底の浅いスリバチ状のものが

多い。遺物は他のタイプに比べ最もよく出土している。No．79のように大きな石で上線部が

塞がれているものもある。No．73は断面が深鉢状を呈し、かっ遺物も他の土坑出土のものと

出土状況、形態に相異が認められ、Dタイプと同一視できないと思われる。

これらの貯蔵穴は、ほとんどが単独で検出されている。また住居跡、掘立柱建物跡を切っ

0



ているもの（No・29◎52◎59◎77◎80◎85◎86）はあっても、それらに伴って検出されるも

のはなく、総て屋外にあるものと考えられる0またそれらは、調査区域の東側に、掘立柱

建物跡群にまじって分布している0そこは見晴らしのきく、水はけのよくなっている小高

い地であり、貯蔵穴は初めからこの貯蔵条件のよい地を選んでつくられたものと思われる。

これに対し調査地域の西側、南側は住居跡が7棟（第3◎4住居跡を除く）あるにも

拘わらず、貯蔵穴はほとんど検出されていない。削平されたのだという見方もあるが東側

の貯蔵穴のほとんどが第8◎9竪穴住居跡の床面より深く掘り込まれてつくられているか

ら、もし貯蔵穴があったなら、南側の竪穴住居跡を検出した時点で当然その掘り方を検出

できたはずである。実際ピットなどは同じように検出されている。しかし現実的に貯蔵穴

が検出されていないということは、西側、南側には始めからそれがなかったと考えた方が

よかろう。

（2）「ムラ」と貯蔵穴群

こうした住居跡と貯蔵穴の分布状況は、弥生時代中期に林ケ原に生活を営んだ人々が、

表8　平面形態と主軸方向

表9　林ケ原遺跡◎貯蔵穴の平面形態と底面積
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住む場と貯える場を分けていたことを推定させる。ここで場所的に問題になるのが、第8◎

9竪穴住居跡の存在である。第8竪穴住居跡は建て替え1回、拡張1回で計3棟、第9竪

穴住居跡は拡張1回で計2棟、両者は切り合うから総計5棟の竪穴住居跡が同じような地

点にあったことになる。また第2竪穴住居跡の場合も少なくとも3棟存在する。P222の

林ケ原遺跡のまとめに述べられているが、第2◎8◎（9）住居跡から成る集団をA、第1◎

7◎10住居跡からなる集団をBとすると、47基の貯蔵穴群がこのA◎B両者に属する事は

問題あるまい。しかし、Aグループは貯蔵用区域内に位置し、かつ建て替え、拡張による

同一地域使用の時間的長さ、最終段階における床面積の広さ、遺物の量等でBグループに
註1

優っている。中でも第8◎（9）住居は、竪穴住居の耐用年数を20～25年として、計100～

125年存在したことになり、林ケ原遺跡集落存続年数約120年とほぼ同じ事になる0即ち

Aグループは弥生時代中期中葉に初めて林ケ原遺跡に「ムラ」を築いた集団であり、彼らが

「ムラ」の首長層として「貯蔵用区域」を集落移動◎廃棄の行なわれる中期後葉～後期まで

管理していたものと思われる。このような首長層を中心とした「ムラ」による管理◎運営を

想定してこそ、47基という貯蔵穴群、23棟の掘立柱倉庫群の分布状況は理解できよう。残

念なことに「云ラ」の全容を把握できなかったが、土器の散布状況から遺跡は東方へ20～30

mはど延長することは明らかである。従って7棟（第8◎9住居跡を1つに数え、第3◎

4◎6住居跡を除く）の竪穴住居跡の所産ではなく、さらに東側に続く数棟の住居跡を含

めた「ムラ」の生活累積の姿を如実に示すものが貯蔵穴◎掘立柱の倉庫群であろう。

（3）　周辺遺跡との比較

このような状況は近くの弥生時代の集落跡とはかなり異なる。Dタイプの内、断面袋状

の貯蔵穴は岡山の大田十二社遺跡（津山市、弥生時代後期～古墳時代前期）に79基の検出
註2

例があるが、ここにはAタイプが皆無である。鳥取県内でもDタイプ、断面袋状の貯蔵穴

は点々と検出されている。その内弥生時代中期～後期初頭のものとしては、浅井遺跡（会

見町）、宮前遺跡（同）、奈善良遺跡（米子市）、尾高遺跡（同）、東宗像遺跡（同）、
註9

神原遺跡（溝口町）、丸山遺跡（三朝町）等がある。しかし林ケ原遺跡のように形態、深

さ、断面形は様々だが使用年代が弥生時代中期中葉～後葉と限定できる例を、寡聞の限り

であるが知らないのである。西日本でも最大級の大規模集落が弥生時代中期～古墳時代中

期末◎奈良時代に営まれた青木遺跡（米子市）でさえ貯蔵穴は14例しか報告されておらず、

しかも、それらはほとんど円形、袋状を呈するもので、点々と散在している。青木遺跡の

場合貯蔵穴を近くの住居に付属する施設と考え、不整円形（弥生時代後期）→隅丸方形
註3

（古墳時代前期）に変化したと編年的な記述がなされている。

ところで縄文時代前期以降現代に到るまで活用されているDタイプ、断面袋状の貯蔵穴

は、弥生遺跡の場合縄文時代の「ドングリピット」の流れを継ぐものでなく、稲作と共に
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伝えられたものであり、従って高温、多湿な日本では穀物貯蔵に適さず、中期以降掘立柱

の高床倉庫にその座をゆずるようになった。そして、袋状貯蔵穴は補助的食料である木ノ
註4

実等の一時的保存に用いられるようになったことは周知の説である。ということは穀物栽

培の比較的安定した地域においては貯蔵穴がなくても、倉庫があれば食物の保存が可能で

あるということになる。実際地域によっては貯蔵穴の全く検出されていない遺跡も多くあ

る。掘立柱建物の倉庫（住居もあるが）が何棟もあり、下方に開けた平地を持っ青木遺跡

の場合は、生活の基盤、安定性自体が林ケ原遺跡とは大いに異なり、これが貯蔵穴に投影

されたものと思われる。即ち林ケ原のような水利、平地に恵まれぬ山間地において、青木

のような水利のよい、平坦地で行なわれる水田経営の生産力の発展は困難であり、狭い谷

水田経営と、それに匹敵するくらい重要な木ノ実◎根茎類の採集、動物の狩猟を共同で行

ない、生活をおくっていたものと思われるのである。従って林ケ原遺跡においては「ムラ」

そのものの漸進的発展はあっても、それが各個人の分化に結びっかず、「ムラ」は弥生時代

中期を通して共同体的紐帯を断ち切れなかったと思われる。住居跡内に貯蔵穴らしき施設

がないのも、この故ではなかろうか。

（の　貯蔵と形態

先にも触れたように、「貯蔵穴」と聞けば平面形が円、不整円形、断面袋状のフラスコ

状土坑を想起する。実際このタイプの検出例は各地にある。しかし林ケ原遺跡の場合、様々

な形状のものが混同している点で他地域とは大いに異なっている。第329図では平面形で

4タイプに分類したが、断面が袋状か、上広下狭か、底面スリバチ状か、平坦か、側溝が

あるかどうか等でさらに細分可能である。一体この多様性をどう理解すればよいであろう

か。「ムラ」が特定期間（弥生時代中期中葉～後菓）に作り、管理していた貯蔵穴であろう

と推定した現在、様式とか流行ではこの現象は理解できない。ただし遺物で判断する限り

では、Dタイプは頸部に指頭圧痕文帯を持っ聾、簡素な「く」の字状口縁を持っ聾とも共

伴しており、「く」の字状口縁、あるいは凹線文のめぐるくりあげ口縁の婆ばかりのAタ

イプの貯蔵穴とは、埋もれる、埋める時期に差があるようだ。即ち相対的に考えて、作っ

た時は分からないにしても、使われなくなった時はDタイプが新しいことが言えよう。ま

たAタイプの出土遺物にDタイプ程時期的な幅がないことは、土坑が速やかに埋められた

ことを推定させる。これに対しDタイプは埋もれる、あるいは埋めるのにかなり時間を要

したものと推定される。それともかなりの問利用されたのかも知れない。Dタイプの規模

が大きく、深い事も耐用年数を長くするよう、しっかりしたものを作った結果とも考えられる。

しかし実際にはこのA、Dタイプの時期的な相違はほんの僅かなものであり、両者の併

存状況を想定した方がよかろう。ところでこの貯蔵穴の形態差を場所的◎地形的なものと

考える見方もある。しかし各タイプ隣り合う例もあり、この説も当たらないようだ。する
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と残る形態相違の要因は貯蔵する物それ自体にあることになる。貯蔵方法は貯蔵する物に

ょって違うことは今も昔も変わらない。竪穴貯蔵法を発見した縄文時代中期とは違い、生

活が多様化し、おそらく貯蔵法に対し色々な知識を得ている弥生時代の食物等の保存方法

が多岐に分かれていても不思議ではないと思われるのである○勿論貯蔵する物は総て食料

とは限らない。また食用に貯蔵したものでも、例えば唐古遺跡（奈良県）のドングリピットの

例など、活用されることはなく廃棄されるだけのものもある○このような廃棄用の「貯蔵

穴」が林ケ原遺跡になかったとはいえない。実際食べる事を念頭において採集した食料

（おそらくドングリ、クリ、シイ等の堅異類）を必要がないからと言って投げ捨てる事は

古代においては考えられない。「廃棄」も大切な行為だから、土坑をそのためのみに掘る
註5

ことはあったのではなかろうか。

しかし飽くまで貯蔵穴は、物を貯蔵するために掘られた土坑である。「ゴミ捨て場」として

使用されていても、それは二次的なものであって、土坑を作る目的は貯蔵にあったのであ

る。ここで再び何が貯蔵されたのか問題となるが、残念なことにこれを解明する物的証

拠を検出できなかった。唯一No．104からドングリらしき堅異類を2点検出しただけであっ

た。ここでは貯蔵物を推定するいくらかの資料と形態の特性をあげて行きたい。Aタイプ

は数が多く、規模も様々であり、分布は掘立柱の倉庫群の周辺に偏る。そしておそらく

使用年数が短いであろうこと等から、簡易な、一時的保存、あるいはドングリ等の非常食

廃棄に用いられるものと考えたい。しかし規模の大きなものについては、No・90のピットが
註6

示すように上屋架構が存在し、かなりの空間を占める物も保管されたものと推定されるo

B◎Cタイプも遺物から判断するとAタイプに類似している。しかし分布は異なり、Bタ

イプのNo．69～71、CタイプのNo．97◎99elOlel04に強い集中傾向が認められる。特にNo・69

～71は第88土坑の各コーナーに当たり、同時存在をうかがわせる。同じものが同時に分割

貯蔵されたものと考えたい。

しかしこの平面形による貯蔵物分類より、断面を有力　⑳　　◎

視すべきかも知れない。土坑を断面により袋状、U字状、

しノ状に分け、貯蔵物を考えることにより縄文時代の袋

状、あるいはU字状のそれとの比較が容易になり、それ

をもとに弥生時代の貯蔵穴の特性に迫れるというのであ

・る。断面とは地面の掘り込み方であり、これが最も作用
註7

するものは温度と湿度、あるいは底のスワリのよさであ

『
る。∪型のものには壷が安置されていたのかも知れな『一一一g ‾：　ご・二

い。実際底が∪型のAタイプからは破片であるが、壷がよ　第330図　林ケ原遺跡ピットを持つ土坑
註8

く出土している。U字型はドングリピットに酷似し貯蔵物としてドングリ等の木ノ実がそ
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のまま収められていた可能性が強い。袋状を呈する土坑も底面状況によって分けられるも

のと思われる。

その他側溝を持っ貯蔵穴が3基ある。これは排水と共に、壁面からもぐら等が侵入する

のを防ぐ壁板をめぐらした跡であろう。かなり大切なものが保管されていたのだろう。

（5）　貯蔵穴◎　◎　◎その後

貯蔵穴が、土拡墓、ゴミ捨て場等に再利用される例は多く報告されているが、林ケ原遺

跡においてもその傾向が認められる。主に上層から壊れた状態で検出される多くの土器が

それを雄弁に物語っていよう。No．79出土の大きな石も邪魔な石を捨てたものであろう。土

坑の中には焼土と共に炭化木を検出するものもある（No．29⑳71◎85◎101）。これに除湿機

能を求める考え方があるが、一部に集中する点、底面より上方に塊状に分布する点から貯蔵

穴廃棄時に投げ込まれたものと考えた方がよかろう。

非常に大まかに林ケ原遺跡検出の貯蔵穴群を見て来たが、いかにこれらをまとめるのが

困難かを痛感した。それは弥生時代の貯蔵形態としては、高床式倉庫ばかりが中心的に研

究され、竪穴貯蔵法はともすれば見落されがちになり、それを扱った文献もないことによ

る。また土拡墓との見分けが困難であるということもあろう。しかしこのような研究現況

では、片手おちであり、あたかも弥生時代は高床貯蔵法が時代を通して普遍的になされた

かのごとき誤解を与えるのではなかろうか。また板付遺跡の検出例から、貯蔵穴が高床式倉庫

へ変化していったのではないかとされているが、林ケ原遺跡で切り合い関係が判明してい

る限りでは、掘立柱の倉庫→貯蔵穴であり、これに矛盾する。今後の弥生時代以降の竪穴

貯蔵法の総合的研究がまたれよう。

註1青木遺跡発掘調査団『青木遺跡発掘調査報告書』Ⅲ（1978）P315では1住居跡の使用年数を25年として
いる。

註2　津山市教育委員会『大田十二社遺跡』（198D P54～90

註3　青木遺跡発掘調査団『前掲書』P29

註4　木下正史編「弥生時代」『日本の美術』No・192（1982）「稲作の始まり」『古代史発掘』4講談社（1979）
『日本民俗文化大系3　稲と鉄』小学館（1983）等

註5　森浩一「稲と鉄の渡来をめぐって」（註4『前掲書』P29～30）

註6　この上屋を推定させる土坑にはNo・18があるが、他のものとかなり離れ、かつ周辺に遺構がない等から貯蔵
穴群からはずした。

註7　永瀬福男「貯蔵穴」『考古学』創刊号（1982）等

註8　縄文時代の西日本のドングリピットについては、山崎純男「西日本後e晩期の農耕」『縄文文化の研究』2
雄山閣（1983）

註9　三朝町教育委員会。花園大学考古学研究室編『丸山遺跡発掘調査報告書』（1984）P224～228で、袋状貯

蔵穴について考察がされているが、丸山遺跡で検出された他の土坑の中にもかなり多くの貯蔵用竪穴が存
在すると思われる。
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形能 土 坑 番 号 主　 軸 長軸 ×短 軸 一深 さ 底 面 積 断 面 袋 状 遺 物 数 備　　 考

ノノヒーヽ

隅

丸

I
l

方

形

29 N － 30 0－ W 2 0 6 × 15 0 － 13 1．3 2 1 炭　 化　 木

30 N － 34 0－ W 16 8 × 11 6 － 18 1．62 2

3 2 N － 60 0－ E 14 8 × 13 1 －　 36 1．28 0

5 2 N － 44 0－ E （20 0）× 16 4 －　 26 2．02 0 側　　　 溝

54 N － 25 0－ W 1 3 0 ×　 88 － 12 0．96 1

5 5 N － 50 0－ E 1 5 5 × 12 4 －　 31 1．54 3

5 6 N － 36 0－ E 1 2 0 ×　 92 － 17 0．86 0

5 9 N － 32 0－ W 1 5 3 ×　 96 －　 40 1．12 2

7 2 N － 62 0－ E 2 0 0 × 16 4 －　 46 2．08 1 炭 化 木 。焼 土

77 N － 47 0－ W 1 6 0 ×　 90 －　 44 0．98 2

8 0 N － 45 0－ E 1 13 ×　 87 －　 38 0 ．65 1 ll

8 1 N － 24 0－ E 13 5 × 118 －　 46 1．1 3

8 3 N － 78 0－ E 2 0 5 × 16 0 －　 45 2，44 0

8 4 N － 27 0－ E （24 0 ）× 110 －　 33 2．28 4

8 5 N － 37 0－ W 1 68 × 10 0 －　 40 1．48 0 焼 土 。 炭

86 N － 42 0－ E 1 28 × 10 8 －　 48 0．72 2　　 1

8 7 N － 56 0－ E 1 9 0 × 15 5 －　 40 1．98 5

9 0 N － 45 0－ E 2 10 × 10 0 －　 25 1．71 2 ピ　 ッ　 ト

94 N 1 2 0－ W 1 8 0 × 16 4 －　 32 1．82 1 側　　　 溝

95 N － 54 0－ E 2 0 0 × 15 5 －　 36

1 3 2 × 10 8 －　 40

2．56 2

1 0 0 N － 39 0－ W 0．93 0

1 0 8 N － 45 0－ E 1 2 0 ×　 85 － 16 0．92 0

方

形

69 N － 49 0r W 1 1 6 × 11 4 －　 46 1．60 ○ 1

7 0 N － 15 0－ W 1 1 2 × 10 8 －　 58 1．28 10 2 焼 土 e　炭

7 1 N － 35 0－ W 10 4 × 10 0 －　 40 0．84 0

8 9 N － 50 0－ W 11 5 ×　 84 －　 30 0．56 0 側　　　 溝

l

楕

円

形

31 N － 8 0－ E 13 6 ×　 97 －　 2 1 0 ．74 4 炭　 化　 物

58 N － 15 0－ W 16 4 × 10 0 －　 40 0．68 1 1

6 3 N － 71 0－ W 10 0 ×　 56 －　 4 6 0．57 ○ 0 1

6 7 N － 14 0－ E 1 7 0 × 14 2 －　 8 0 1．38 ○ 6 1

7 5 N － 63 0－ E 9 4 ×　 80 －　 66 0．76 ○ 3

9 7 N － 70 0－ W 1 6 7 × 10 1 －　 47 1．01 0 l

9 9 N － 45 0－ E 1 7 6 × 11 5 －　 22 1．40 3

1 0 1 N － 10 0－ E 1 8 2 × 10 7 －　 56 1．34 ○ 6 種 子 。焼 土

104 N － 16 0－ W 1 6 1 ×　 82 －　 22 0．96 0

円

不

整

円

形

36 1 1 6 × 11 6 －　 4 1 0．98 △ 0

5 3 1 6 1 × 14 1 －　 37 1．52 △ 3

6 0 14 9 × 14 6 －　 42 1．26 2

6 5 9 8 ×　 90 －　 72 0．66 ○ 2

6 8 13 7 × 13 4 －　 32 1．60 ○ 9

7 3 14 5 × 120 －　 94 0 ．56 14

7 9 10 6 × 10 6 －　 52 1．28 1

8 2 1 5 0 × 11 0 －　 4 6 0 ．62 1　　 2

9 1 9 0 ×　 87 －　 53 0．92 ○ 1

9 2 1 3 3 ×（12 3）－　 36 0．97 0

9 8 1 6 0 × 16 0 －　 40 2．16 3

1 0 7 9 2 ×　 88 －　 30 0．68 ○ 1

断面袋状　　○
断面一部袋状△

表10　林ケ原遺跡の貯蔵穴一覧（長さcm、面積道）
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第2節　　ローム特殊土坑について
（1）　は　じ　め　に

本年度調査した遺構の中に『ローム特殊土坑』として一括できる、性格のよく分からな

い落ち込みが19基（員田原2基、林ケ原17基）ある。いずれもが黄褐色を呈する大山ロー

ムを黒褐色系統の土層（以下黒色系土層と表す）が楕円形にとり囲む形で検出されるもの

で、断面では各々黒色系土層の上にローム層が形成されている様子（第332図－I）、土坑
l

底に接するロームを黒色系土層が囲う様子（同一Ⅱ）、ロームが黒色系土層にはさまれてい

る様子（同一Ⅲ）が観察できる。このような土坑は関東地方では沢山検出され、丁小竪穴

群」、「竪穴土坑」、「ローム盛土土坑」、「ロームマウンドを伴う土坑」、「住居跡」等と様々

な名で呼ばれてきたものであるが、今日では自然のなせる業＝風倒木跡として、さしたる

調査も行なわれず片づけられている。しかしその性格づけは、全国各地の検出例を考慮し、

充分に分析、検討がなされないまま性急になされた感を否めない。そこで今回まとまって

このような土坑を検出、調査したことを契機に、このローム特殊土坑を検討してゆきたい。

（2）　林ケ原遺跡のローム特殊土坑

林ケ原遺跡では17基の土坑がこれに相当する。ほとんどが円、不整円形であるが、全体

を調査できなかったものが4基ある○主軸のわかるものは7基しかない。そのいずれもが

北東一南西方向である。地形で言えば、南東から北西へ緩やかに下がる等高線に沿って存

在する。また各土坑問距離は一見不規則のようであるが、Nは93－27、27－11、5－42、42－

43、42－38、38－34、27－5、27－3といずれもが約20mとなっている。（第331図参照）

これらの土坑の個々をさらに詳しく分析すると以下の全体的傾向が認められる。

1、ロームを黒色系土層がとり囲む

2、断面に土層の逆転（ロームの下に黒色系土層が入り込んでいること）が観察できる。

3、底面は凹凸が著しく、深いスリバチ状のものが多い。

二下
第331図　林ケ原遺跡ローム特殊土坑配置図
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4、遺物がほとんど出土しない。

5、規模は3mX2m以上がほとんどである。

この内頂、2がローム特殊土坑のメルクマールであるが、2の「土層の逆転」には、黒色

系土層の上にロームが位置するもの（6基）、土坑底に接するロームの周辺に黒色系土層が入

り込むもの（8基）、ロームが黒色系土層にはさまれているもの（3基）がある。（表11）

この土層は一様でないものが多い。3については底面が比較的平坦なものはNo・11◎12

◎37しかなく、他の土坑には整形の跡が認め難い。射こついては遺物を検出したのは4基

で、総て上層の黒色系土層内であり流入と言ってよかろう。ただしNo・50からは壷形土器、

No．42◎102からは低い所で土器が出土している。また遺物としてよいかどうか疑問が残る

が、大小の石がほとんどの土坑から出土している。特にNo・37では著しい。

その他個別になるが焼土（NoJ3◎33）、ピット状の落ち込み（No・33◎34◎41◎90◎102）

方形の落ち込み（No．11⑳12◎13◎16◎27）も検出されている。

N。．12　　　　　　　　　　　　No．5　　　　　　　　　　　　　　　　No．42

鷹「。脂三一　一二竃一一一＿
電多‾　　で喝匿ラr‾

Iタイプ　　　　　　　　　　Ⅱタイプ （霊二慧讐分）

第332図　林ケ原遺跡のm－ム特殊土坑のタイプ分け

（3）　県内のローム特殊土坑

鳥取県内では、この種の土坑は検出例が少ないためか、幸陪例をほとんどきかない。し

かし最近の山間地に迫る大規模な発掘調査によって、こういった土坑もまとまって検出さ

れるようになったが、現在のところ検出地は大山山麓に限られている。員田原遺跡（岸本

町）、岸本遺跡（同）、森藤第1遺跡（東伯町）、大谷遺跡（大栄町）がそれである。青

木遺跡（米子市）にもあったときくが、報告書に明記されておらず、一応青木遺跡は除外

しておく。ところでこれらの内森藤第1遺跡は現在調査中、岸本遺跡は報告書がまだ出て

いず、唯一、大谷遺跡のみが、報告書で記されている。もっとも大谷遺跡にしてもローム

を取り巻く黒色系土層のみを調査し、「土壇をかこんで溝があった」とか、根拠もなく

「土拡墓」と性格づけを行なって報告を終えているので、林ケ原、貝田原調査時には全く

と言ってよいはど資料がなく、調査員は大いに頭を悩まされることになった。しかし員田原

遺跡とほぼ期を一にして調査がなされていた岸本遺跡がよい資料を与えてくれるようだ。
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岸本遺跡は弥生時代中期の遺跡で、標高70mの、米子平野を見おろす丘陵地に位置する。

住居跡1棟、木棺墓1基、土坑74基がその頃のものとされるが、さらに特殊土坑として10

基の土坑が調査されている。これは「大型土坑の中にロームとパミスが楕円形に入ってい

るもの」で実見した限りではローム特殊土坑の範疇に入るものである。ただ岸本遺跡のも

のは底がスリバチ状でなく、平坦な住居跡状のそれを持ち、中には硬質ロームを40cmも掘

り込んでつくられたピットを壁際に持っものもある。（第333図①）

員田原遺跡では2基検出したが、第8土坑は削平、撹乱が著しく資料として不適当であ

る。第9土坑もかなり削られているが、おおむね形状は林ケ原遺跡のそれと同じである。

（4）　関東のローム特殊土坑

ローム特殊土坑は近年の山間、丘陵地にせまる大規模開発に伴って検出される例が多く、

関東、中部地方にかなりの出土例をみることができる。東北、北海道地方にも例があるら

しいが、詳細は分からない。手元にある資料から関東地方のそれが中心になるが、御容赦

願いたい。

まず検出場所であるが、やはり丘陵地、台地に集中している。平面形は円形、楕円形で
註4　　　　　　　　　註5

断面はスリバチ状が多いが、（多摩No．378遺跡等）、池の本遺跡（静岡）、舟山遺跡（長

野）等の例は底が平坦で住居跡として考察している。またロームの状況は大体第332図の

どれかに含まれるが第333図⑤のようなものもある。これらの報告書には、断面に分層線

が記載されてないものが多く、ロームと黒色系土層の関係に不明な点が多い。分層線の記

されているものも、図333図④の例など林ケ原遺跡のものとはかなり様子が異なっている

苛＝讐賢7－璃遠腰覧′／
丈がp

⑨

①岸本遺跡（70土坑）
②多摩ニュータウンN。．378遺跡　－

（3号倒木跡）

⑨池ノ本遺跡（第3号住居跡）
④舟山遺跡（第15号竪穴跡）
⑤尾越遺跡（土坑3）
⑥林ケ原遺跡（第33土坑）
⑦同　　　（第13土坑）

第333図　各遺跡のローム特殊土坑
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ように思われる。遺物は、土坑の平面、断面図に出土位置が記されていないため、安易に

土坑に伴う遺物とできないが、報告されているものは大半が縄文土器（特に中期が多い）

である。その他弥生土器、土師器もある。

（5）　従来説の反省と問題点

検出された遺構の性格づけをすることは、調査した遺跡の持っ意味を考える上で最も重

要なことであり、従って何にもまして慎重でなければならない。しかるに次々と迫る発掘

調査の山は、その時間を調査者に与えることなく、我々を次の遺構へと向かわせてしまう。

このような状況下、この性格不明の土坑は多くの調査者の手を経て性格づけがなされて来

た。墓鉱、貯蔵穴、陥し穴、産小屋、住居跡、便所、炉穴、水ため、倒木跡（発表時は風

倒木跡であるが木が倒れる要因は風以外にもあるため、より広い概念でこう言った方がよ

い）がそれであるが、今日最有力祝されているのは倒木跡とする見方である。これは倒木跡

以外の論を本格的に展開するものがなく、かつこの土坑の最大の特徴である、マウンド状

のローム、土層の逆転を十分に説明するものが他説にないということが大きな要因となっ
註7

ているように思われる。これに対し能登健氏の倒木跡論（風倒木跡論）はこの2つの条件

を満たしている点、他説より合理的であるがために多くの人に支持されたものと思われる。

氏は自らの調査、この土坑内より半腐植の大木が出土したこと、強風で倒れた大木の実見

から論を展開している。即ち「大木が風などの自然の労力によって一気に倒れたとする。

その木は大地に多くの根をはっており、倒木の際の力は基盤となる層の土をも一緒に持ち

上げてしまう。そして木と

ともに持ち上げられた土は、

木の腐植や風雨、日照などに

よって落下、再堆積を行なう

が、その間に周囲の黒色系土

が流入して黒色土層を形成す

る。」と層序の逆転、ロームの

盛り上りを説明する。第334

－④図がそれに用いた氏の略
註8

図である。　この説は一見明

解なようであるが、問題が無

いわけではない。論の発表当

時から言われているように、

風倒木ならロームと黒色系土

がもっとまじり合うはずだし、

千㍉一二千‾完「干瑚⑥
第334－④図　倒木跡形成模式図

第334－④図　倒木跡想定図
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持ち上げられる過程で落下したロームが、土坑と黒色系土の間のほぼ全域から薄く、ある

いは厚く検出されるはずである。また黒色系土が風雨と共に流入したとするなら黒色系土

は土坑肩部の高い万に多く堆積するはずであるが、No．11◎13◎50等はこれに合致していな

い。

氏が論を発表した時点から資料もかなり増え、少なくとも林ケ原遺跡、岸本遺跡のそれ

は倒木跡論では理解できない点が多くある。焼土、完形土器の検出、掘り方らしい跡の検

出、床面のしっかりしたピットがそれである。これらの事項を土坑の再利用で説明しよう

とするむきもある。しかし土坑の上層や窪みの再利用ならいざ知らず、No．13の焼土、岸本

遺跡No．70のピットはいずれも底面上での検出なのである。一度できた、あるいは形成され

たローム特殊土坑を再び掘り下げて同様に土層を堆積させたとも言うのであろうか。ここ

で一歩譲って倒木跡論をとってみる。まず倒れた方向であるが、土坑の形状から長軸方向

が可能性が強い。つまり木は北東一南西方向に倒れたのであり、気候が今日とさして変わ

らないとして、北西風の強い林ケ原では全く反対方向（風に対して垂直方向）を示すので

ある。また木が倒れた時、その根は果たしてスリバチ状に基盤の層を持ち上げるだろうか。

持ち上げる所と、持ち上げる途中で落下させてしまう所、持ち上げられない所と分かれ、

土坑断面は凹凸がもっと著しくなると考えるのが現実的ではなかろうか。木が倒れる時主

根の部分が最も深くなることは認めるが、それだけではスリバチ状の土坑はできない。そ

れは、先に述べた理由の他に、以下の物理的な理由があるからである。即ち木が倒れる時、

第334－④図のA地点が支点になることはあり得るがB地点では力学的に無理がある。木

はA地点を境界としてα方向へ根を介してCが深く、Dが浅い大きな穴をっくることはあっ

ても、能登氏の措く図のような中央の凹む東西、あるいは南北方向対称形のスリバチ状の

土坑はできないのである。できるとすれば、断面のかなりいびっな土坑になるはずである。

また自然によるなら持ち上げられたロームと、地山（ローム）で検出した土坑の容積は同

じでなければならない。しかるに、ほとんど削平されていないNo．42でさえロームの量は土

坑容積の兢程度である。これら物理的理由で倒木跡論は首肯できないのである。

このようにローム特殊土坑＝倒木跡も説得できない。自然のなせる業にしてはあまりに

不合理なのである。成程木が倒れ地盤の土層が根と共にもち上げられる例はある。しかし

我々調査員のみか地元の人さえ倒木がロームを4．32×3．4mの楕円形に持ち上げる例は知

らないのである。土層を持ち上げる量、形は広葉樹と針葉樹とでは大いに異なり、中でも

赤松の場合はロームをかなり吸いよせるという説もある。しかしロームを第332図のI型

のように少しも落下せしめることなく、切って取ったように吸い上げ、持ち上げる事は不

可能のように思われる。土坑内のピット状の浅い落ち込みも、根の抜けた跡とみるより、

形成時の小石を取った跡とみた方がよかろう。
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（6）　ローム特殊土坑の性格

それでは一体この種の土坑は何のために作られ、どのように使用されたのであろうか。

この課題解明の鍵は、土坑のどの部分が実際に使用されたか、どのような状態で利用され

たかという点にある。即ち土坑そのもの（竪穴利用）か、土坑の埋土内か、マウンド状を
註11

呈するロームそのものかということである。従来の考え方は竪穴利用のみにとらわれ、墓

鉱、貯蔵穴、陥し穴等々と説をとなえ、他は眼中にないといった体であった。従って既

述したように土層逆転の説明が疎かになり、倒木跡論のつけ入るところとなったのである。

確かに底面の凹凸、断面のスリバチ状は貯蔵には不向きだし、土拡墓では断面が矛盾する。

便所ではロームが説明できない。産屋説は民俗例に認められるくらいで、考古学的な根拠

に欠ける。何にもましてこのタイプの土坑は従来検出されている墓鉱、貯蔵穴等の遺構と

は形状を全く異にしているから、従来の考え方では理解できない点が多々ある。従って自

然の営力とみる説が出てくるのも否めない。しかし今回の分析の結果、性格はよく分から

ないにしても、人為的な竪穴とみた方がより予盾が少なく、しかしロームそのものに意味

を認めた時、それが最小になるのであろうという推定を得た。ローム特殊土坑の最大の共

通点は土坑、掘り方、埋土ではなく、おそらく旧表土に露出していたであろうロームのマ

ウンドであり、この状態にして利用されたものと考えたいのである。つまり土坑を掘りロー

ムを多量に掘り上げた後、しばらくして、あるいは速やかに今度は黒色系土を中心にして

埋めもどす。この時ロームもいくらか埋められる。これは純粋さその他の要因で捨てられ

たものであろうし、埋める作業にも何らかの規制があったと思われる。そして上層になる

とロームを多くしてマウンド状に盛り上げるのである。こうして黒い旧表土面に黄色ロー

ムのマウンドが形成される。これはかなり目立つ存在であったと思われる。土坑が滑らか

でないのはその必要がなかったからであり、大きく深いのは、より多量の純粋なロームを

得るためである。

次にこのような形態にして何をやったか、どのように利用されたかが問題になる。かつ
註12

てのようにかかる上面観にまどわされて、方形周溝墓の祖型などと言うのは早計である。

マウンド状のロームに使用形態◎方法を求めようとする方向を導いた現段階そのロームマウ

ンド自体が風雨、耕作等で削平、撹乱され、おそらく形成時の状況を留めるものがないで

あろうということは、こめ問題の解決を極めて困難にしている。それに加えて調査者の力

不足もあり、ローム特殊土坑の性格、使用法を解明するに至らなかったが、それを推定す

るいくらかの資料を得た。以下列挙する。No．50の完形正立土器、No．33の同心円状に配され

たピット、焼土、岸本遺跡No．70のピットの検出、さらに土坑検出地が、林ケ原遺跡の場合、

弥生時代中期の集落の外縁部をめぐる事がそれである。また土坑底面より焼土が検出され

たもの（No．13）、掘り方らしい落ち込みが認められるもの（No．12）等も何らかの資料を与
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えてくれよう。

（7）　ま　　と　　め

以上、非力ではあるが林ケ原遺跡の資料を中心に、性格不明とされて来たローム特殊土

坑を、従来説の問題点をふまえて分析、検討して来たが、最大の論点はこの土坑が遺構か、

そうでないかという、調査以前のごく基本的なものであった。結局様々な理由で「遺構」

であると判断したが、これで問題がなくなったという事ではない。それは関東、中部地方

のローム特殊土坑とかなり様相が異なり、林ケ原、岸本遺跡の場合と同様な分析結果が得

られないという事である。例えば第333図④等を見る限り倒木跡と考えた方が問題が少な

いのである。これは本来両者が性格を異にするためか、地域性か、それともローム特殊土

坑自体か④自然にできる土坑（倒木跡）、④人為的に形成された土坑（遺構）に分かれて

いるためのどれかの理由によろう。この点は再考を要する問題である。また形成された、

あるいはできた時期が関東の例を含めると縄文～古墳時代と何千年の幅を持っという点も

「遺構」説に疑問を投げかけている。何千年も、（おそらく）同様な形態を保って、人々

に絶えることなく作り、伝えられる遺構が果たしてあるかということである。しかしこれ

に否と答える根拠を我々は持っていないし、人間の精神構造、生活変化の、現在とは比較

にならない程ゆるやかな古代において、我々の価値基準で物事を測ることはできない。こ

こでは疑問は残るものの一応ローム特殊土坑を「遺構」として来たが、性格については迫

り得なかった。今後の資料の充実と、それに基づく性格づけがなされることを願って文を

終えたい。

最後に小文を作成するにあたり、数々の資料、助言を与えて下さった諸氏に対し、末筆

ながら感謝の意を表したい。

註1　大栄町教育委員会、「大谷第1遺跡」『大栄地域遺跡群分布調査報告書Ⅲ』（1979）

註2　岸本遺跡現地説明会資料（1983）より作成

註3　本報告書P96◎97参照

註4　多摩ニュータウン遺跡調査会『多摩ニュータウン遺跡調査報告Ⅷ』（1979）P84～87

註5　「池の本」については『古代史発掘』2（1973）P27にも「直径1．5～3m程度の円形プラン」の竪穴住

居跡があったと紹介されている。

註6　御堂島正「ロームマウンドを伴なう土坑について」『始源』第2号、（1978）P3

註7　能登健「発掘調査と遺跡の考察－いわゆる「性格不明の落ち込み」を中心として」

命註8　同　上　P280

註9　気候環境は弥生時代以降現代に至るまで大きな変動は認められないが、縄文時代についてはいくつかの変

動期がある。安田喜憲「島遺跡の花粉分析」（北条町教育委員会『島遺跡発掘調査報告書第1集』1983）

註10　この地域に吹く強い風には大山おろしと呼ばれる風があるが、風向は南東である。また毎年吹く台風等に

よって木が倒れることもあるが、それらを考慮すると林ケ原のローム特殊土坑の軸方向の規則性が理解で
きない。

註11ロームがマウンド状に盛り上がっていたことは林ケ原遺跡の表土剥ぎの段階で気づいていたが、その時点

では耕作による地山（ローム）の掘り返しと見ていたため、ほとんど削平してしまった。かろうじてマウ

ンド状を呈するものはNo．12◎13◎42と限られている。

註12　御堂島正『前掲書』P3
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土坑No． 平 面 形 軸 方 向 規　 模 （Cの ロームのタイプ 備　　　　 考

3 隅 丸 方 形
－

．（3 54）×310 －　 82 I 方 形の落ち込み

5 円　　　 形 －
304 ×270 －　 63 Ⅱ

11 楕　 円　 形 N －35 L E 338 ×208 － 112 Ⅱ

12 楕　 円　 形 N － 0 し一一E 298 ×186 －　 91 I 大石

13 楕　 円　 形 N －40し一一一E 420 ×320 － 106 I 焼土、落ち込み

16 隅 丸 方 形 N －74 0－ E （176）×2 18 －　 76 Ⅱ

24 ハ ー ト形 － 398 × 258 －　 62 Ⅲ

27 不 整 円 形 － 25 6 ×240 －　 30 Ⅱ

33 不 整 円 形
－

24 0 × 208 －　 75 Ⅱ ピッ ト、焼土

34 不　 整　 形 N － 0 ？－ E 24 2 〉：240 －　 8 1 Ⅱ

37 隅 丸 方 形 N － 0 － E 410 ×（223）－　 79 Ⅲ 石群

38 楕　 円　 形 N － O L E 423 × 310 －　 8 1 I

4 2 楕　 円　 形 N －38 L E 390 ・×330 －　 93 Ⅱ 嚢、器台

4 3 不　 整　 形 N －90し一一E 268 ×160 －　 91 I

50 不 整 円 形 N － 15し一一一W （32 0）×310 －　 85 Ⅱ 完形正立壷

93 楕　 円　 形 N － 1 L E 422 ×308 －　 90 Ⅲ

102 ハ ー ト形 N －38 L E 256 ×248 －　 28 I

表11林ケ原遺跡ローム特殊土坑一覧表
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